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体育心理学専門領域会則 

 
 
第1条 本会は、体育心理学専門領域と称する。 
第2条  本会は、体育心理学研究の発展のため、会員の研究発表の場を提供するとともに他の研究領域と融合した企画を推進

し、会員の研究と実践の促進に寄与することを目的とする。 
第3条  本会は、第2条の目的を達成するために次の事業を行なう。 

（1） 研究会の開催 
（2） 会報の発行 
（3） 会員の研究に資する国内、国外の情報収集と紹介 
（4） その他、本会の目的に資する事業 

第4条  本会の会員は、本会の趣旨に賛同する者で，会費を納入した者とする。 
第5条  本会に次の役員を置く。 

（1） 会長1名 
（2） 理事12名 
（3） 監事2名 

第6条 役員の選出は、次の方法で行なう。ただし、末位が同数の場合は抽選とする。 
（1） 会長は、会員の単記無記名投票による最多得票者とする。 
（2） 理事は、会員の5 名連記無記名投票による得票上位者10名とする。 

選挙とは別に会員の中から理事2名を会長が委嘱することができる。 
（3） 理事長は、理事の互選によって選出する。 
（4） 事務局は理事長および庶務･会計担当理事で構成する。 
（5） 監事は、会員の中から会長が委嘱する。 

第7条  会長および理事の任期は、4月1日より翌々年の3月31日までの2年間とし、2期の重任を限度とする。ただし、理事の2
期目に理事長に選出された場合は 3期を重任限度とする。 

第8条  本会に理事会を置き、会長および理事でもって構成する。 
第9条  理事会には、業務を円滑に遂行するため，次の委員会を置く。 

学会大会委員会、広報委員会 
第10条  会務を補佐するため、会長の指名により幹事若干名を置くことができる。 
第11条  本会の会議は、総会および理事会とする。 
第12条  総会は、次の事項を審議決定する。 

（1） 役員の選出 
（2） 事業報告および収支決算 
（3） 事業計画および収支予算 
（4） 会則の改正 
（5） その他 

第13条  総会は年1回、原則として日本体育・スポーツ・健康学会大会の開催地で開催し、当日の出席会員をもって構成する。 
第14条  本会の経費は、会費、日本体育・スポーツ・健康学会の補助金ならびに寄付金の収入によって支出する。 
第15条  本会の会費年度は、4月1日より翌年の3月31日までとする。 
第16条 本会の住所は事務局と同じとする。事務局の住所は別紙に定める。 
附  則   １．本会の事務局は、総会の議を経て決定し、移転する。 

２．本会は、日本体育・スポーツ・健康学会の依頼により、日本体育・スポーツ・健康学会関連役員等を選出する。 
３．平成24年4月1日より、日本体育学会（現日本体育・スポーツ・健康学会）が一般社団法人に移行したため法令に

より、「体育心理学専門分科会」を「体育心理学専門領域」と改称する。 
1）この会則は、平成 21 年 8 月 27 日から施行する。 
2）この改正会則は、平成 29 年 9 月 10 日から施行する。 
3）この改正会則は、令和 3 年 4 月 1 日から施行する。 
 
事務局所在地 福岡県宗像市赤間文教町 1-1 福岡教育大学 兄井 彰研究室 
事務局担当  兄井 彰 
 

体育心理学専門領域の役員 
 
任 期：2025 年 4 月 1 日～2027 年 3 月 31 日 
会 長：杉山佳生 
理事長：兄井 彰 
理 事：○國部雅大、土屋裕睦、奥村基生、雨宮 怜、煙山千尋（学会大会委員会） 
    ○荒木香織、工藤和俊、渋倉崇行、村山孝之（広報委員会）                      ○は委員長 

横山慶子（庶務担当）、幾留沙智（会計担当） 
監 事：森 司朗、長谷川弓子 

幹 事：小笠希将 
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巻頭言 

 

体育心理学専門領域会長 杉山佳生 

 

2026 年は、冬季五輪（ミラノ・コルティナ 2026 オリンピック）、WBC（2026 ワールド・ベースボール・クラッシック）、

サッカーW 杯（FIFA ワールドカップ 2026）と、数年に一度の国際的ビッグイベントが立て続けに開催され、慌ただしく

過ぎていっています。この原稿を執筆している現在は、サッカーW 杯が佳境を迎えているところです。冬季五輪はともか

く、WBC、サッカーW 杯では、日本代表チームは期待されていた結果は残せませんでしたが、多くの国民の関心を引いた

といえます。特に、今回のサッカーW 杯は、スポーツ、あるいは、スポーツ科学・スポーツ心理学に携わる者に、多くの

新たな課題を提示したのではないかと感じています。たとえば、目標設定のあり方（日本代表チームが、未達の「ベスト

8」ではなく、「優勝」を目指していたことは、果たして効果的だったのか）、長くなったアディショナルタイムへの対応（デ

ィフェンスの集中力の持続問題）、判定へのテクノロジーの影響（VAR によるファウルの判定や、ボール内蔵センサーによ

るボールへの接触の有無の判断）、ハイドレーションブレイクの導入（試合形式の実質的な「クォーター化」）、「アラフォ

ー」選手の目を見張る活躍（メッシやロナウド）、前例があまりないような規則の適用（レッドカード退場に伴う出場停止

の猶予）、等々です。このような、競技そのものや、それを取り巻く環境の変化により、スポーツ科学のあり方も変わるた

め、私たちも、スポーツの研究や実践に新しい技術や考え方を導入し、また、それらを受け入れていく必要があるのです

が、その一方で、「伝統」や「真理・普遍性」も疎かにするべきではないという思いにも囚われながら、試合を観戦してい

る今日この頃です。 

 閑話休題、今年の日本体育・スポーツ・健康学会第 76 回大会は、北海道での開催（初日：札幌コンベンションセンター、

2・3 日目：北翔大学）となります。大会のスケジュール構成が前年度からまたまた変更となり、初日の午後と 2 日目に、

専門領域の企画が組み込まれることになりました。体育心理学専門領域では、8 月 31 日（月）の午後に「キーノートレク

チャー1：身体活動・スポーツとレジリエンス（演者：上野雄己先生）」と「口頭発表」が、9 月 1 日（火）に「ポスター発

表」、「総会」、「キーノートレクチャー2：狙う心理の解明を目指して―「狙い通り」をどう捉え、どう育てるか―（演者：

長谷川弓子先生）」が行われます。もちろん、本学会の目玉でもある応用（領域横断）研究部会企画（テーマ別シンポジウ

ム、口頭発表）も例年どおり実施されますが、今大会では、「会員企画」のセッションが新たに設けられました。体育心理

学専門領域の会員の方々には、これらの企画のほとんどに何らかの形で関わっていただいておりますので、（時間帯が重な

っているケースもありますが）お時間の許す範囲で、多くの企画にご参加いただければ、幸甚に存じます。 

 最後になりますが、現役員の任期は 2027 年 3 月末までとなります。また、会長の任期は 2 期までとなっていますので、

今年度で、私はお役御免（強制退場）となります。この 4 年間、「総会での挨拶」を除いて、会長としての役目を十分に果

たせたかどうかは甚だ疑問ではありますが、ご容赦いただければと存じます。次期役員（任期：2027 年 4 月～2029 年 3

月）は、本誌発行の頃には内定しているかと思いますが、本専門領域の運営や活動は、会員の皆様のお力添えがあってはじ

めて成り立つものですので、引き続きのご支援を、何卒よろしくお願い申し上げます。 
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キーノートレクチャー 

- 1 - 

司会報告 

アスリートの競技体験における心理的発達 

中込四郎（筑波大学名誉教授、つくば木の花クリニック） 

私は筑波大学博士後期課程体育科学専攻に江田さんが在

学していた時の主指導教員であり, また共同研究者でもあ

ったことから, レクチャーに先立ちかなり私的な思いを込

めて講師紹介をさせていただきました. その中では先生ご

自身の幼少期から始めた競泳選手としての長期にわたる高

度な競技スポーツ経験や活躍と, 臨床心理士の資格取得を

目指した養成過程での専門的トレーニングやその後のアス

リートの心理サポートにおいては, 自分に向き合うような

内的作業が繰り返し求められ, そのことが先生の研究課題

に繋がっていったのではないかと受け止めています. それ

は, 「自身の心理発達やパーソナリティ形成に競泳経験が

どのように繋がり, 今を形作ってきたのか, 自身にとって

どのような意味があったのか」などと問いかけ続けてきた

のではないかと想像してみました. そこでは内的必然性を

感ずるのでした.  

先生の研究課題は, 私の遠い昔の学生時代の体育・スポ

ーツ心理学領域では, “スポーツ経験とパーソナリティ形

成”といったタイトルで大きく括られ, 国内外の当時のテ

キストでは必ず“スポーツ経験とパーソナリティ形成・発達”

といった章立てが認められました. ところが, 今日ではそ

うした章立てを見ることがなくなってしまいました. その

理由はさまざま考えられますが, そのうちの 1 つには, 心

の発達・変容やパーソナリティ形成に係る従来の研究方法

の限界があったのではないかと思います. しかし, スポー

ツ経験が私たちのこころの発達, 特にパーソナリティ形成

にどのような関わりを持っているのかについて, 実証的な

確かめに基づいて主張していくことは今でも重要な課題と

なっています. 江田先生の今日までのアスリートの心理臨

床に基づいた研究は, 新たなアプローチによる「古くて新

しい研究課題」への真正面からの取り組みと考えられます. 

心理的問題を訴え相談室に訪れるアスリートには, それ

までの＜過去の＞競技経験での特異な歩みが認められ, そ

こでの経験が主訴の背景にある取り組むべき心理的課題を

示唆します. それゆえ競技経験によるパーソナリティ形

成・発達の問題に取り組む際には生涯発達の視点を持つこ

とが欠かせません. このことは技術体力面の指導において

も「今何ができるかよりも, 今何をしておくべきか」を大

切にしなければならないと言われているのと同様です.  

そして, 先生はアスリートの臨床を通した競技体験の独

自性についても言及されていました. 例えば, 新たな技の

獲得や記録向上の達成過程そして勝利経験等はこころの深

い体験となり, 発達刺激として他にはない特異なものとな

る可能性を指摘していました. しかし, 先生が相談室で出

会うアスリートたちからはそれらが発達刺激となり得なか

った現実を突きつけられ, 「どのような体験様式がどのよ

うに心理発達を促すのか明らかにすることで, 競技力向上

と共に心理発達を実現するのではないか」とも述べていま

した. 今後はこうした問いに答えていくことが, 身体経験

による独自のこころの発達理論の提案につながっていくも

のと期待されます. 体育・スポーツ心理学領域からアスリ

ートや運動愛好家の体験に迫り, こころの成長プロセスに

身体活動の果たす役割やそこでの心理的機序等の解明が課

題となっているようです. 江田先生はレクチャーの中で競

技経験が自己形成につながる一つの体験の有り様として

“対話的競技体験”を措定し, それを通して, 体験への信頼, 

主体的関わり, 自分自身に向き合う, 気づき・洞察といっ

た 4 つの側面が促されると主張していました. 

上述のような主張の確かめには従来の質問紙法や調査面

接を越えた, 研究協力者である対象者(アスリート)の体験

に深く迫る必要があるのです. 筆者がスポーツ心理学に

“臨床”という言葉を冠して“臨床スポーツ心理学”を提案し

た背景には, 対象者の“床に臨む”ような＜ベッドサイドの

＞近い距離で関わり, 支援しながら研究を進めていく方法

が必要との思いがありました. そして単なる心理サポート

事例の報告として終わらないよう, 競技スポーツの現場指

導者へ提言できるような取り組みが必要とも考えました.  

先生は心理臨床において, アスリートを中心にジュニア

期からシニア期まで幅広く歩まれるのだろうと思っていま

す. それらを通して “現在は過去と未来の結節点である”

といった理解や関わり方を実感されるのではないかと思い

ます. 先生には, 今後も対話的競技体験を通して, 他には

ないアスリートの心理的発達を実現していくスポーツ経験

が, 競技力向上や実力発揮にもつながっている事実を裏付

けて欲しいのです.  

アスリートにはパフォーマンス向上（現実適応）と心理

発達（個性化）といった 2 つの課題があります. 両者は二

律背反として受け止められることがあるのですが, 筆者は

両者が両輪であり裏付けの関係にあると考えています. パ

フォーマンスの向上には心理面の充実が求められ, そして

アスリートの場合は競技への取り組みが心理発達に, 心理

発達が競技面の向上に繋がる. そうした可能性や期待があ

るものの, 残念ながら相談室を訪れるアスリートからは,

競技生活での現実適応への偏りが認められることが多い.

江田先生はレクチャーの中で“過剰適応”といった考え方で

説明をされていたように記憶しています. 今後も “スポー

ツ経験とパーソナリティ形成・発達”といった古典的なテー

マに対して新しい取り組みの流れを引き起こしていただき,

そのことで事例研究に対する周囲の受け止め方を変えてい

ただけることを期待しています. 

 

著者略歴：東京教育大学大学院修士課程体育学研究科を修

了後, 45 年間大学教員としてお世話になり, 現在はつくば

市内の精神科クリニックでのカウンセリング業務のほか, 

オンラインでのカウンセリングや個人 SV を行なっていま

す. 学生時代の伝統的なスポーツ心理学における研究課題

や方法からはみ出し, 同級生の鈴木壯君（岐阜大学名誉教

授・現在は中部学院大学）からの協力を得ながら二人で“臨

床スポーツ心理学”の輪郭を描くまでに漕ぎ着けました． 
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演者報告 

アスリートの競技体験における心理的発達 

江田香織（東洋大学） 

 

日本体育・スポーツ・健康学会第 75 回大会において, 体

育心理学専門領域のキーノートレクチャーを担当させてい

ただきました. このような貴重な機会をいただきまして, 

誠にありがとうございます. ご配慮いただきました関係者

の皆様に厚く御礼申し上げます.  

本キーノートレクチャーのご依頼をいただいた際, 何を

どのように発表するのか, 非常に悩みましたが, これまで

取り組んできた私自身の研究およびアスリートの心理支援

(以下臨床経験)に関わってきた 20 年ほどを振り返り, 発表

させていただきました. 私自身は研究においても臨床経験

においても,「体験」を基盤にして歩んでまいりました. 当

日, 司会の中込四郎先生(筑波大学名誉教授)よりご紹介い

ただきましたように, 私の研究への関心は自身の競泳選手

としての競技経験に基づくものであり, また臨床経験にお

いても, 自身の競技経験および臨床心理士としての経験, 

そしてアスリートの心理支援に関わる中で体験してきたこ

とから始まっております. 体育・スポーツ科学という文脈

において, どこまで個人の経験を基にしていくことが望ま

しいのかについては賛否あるかと思います. しかし近年の

対話的自己論の枠組みにおいて Henry (2025)は, 本来感

（真正性）を動的・状況依存的な現象として解明するため

の鍵として位置づけ, 主観性を『バイアス』ではなく研究

の仮説生成やエビデンス構築のツールとして活用する価値

を示唆しています. この立場から, 私の競技経験を背景と

して記述し, 研究と実践の橋渡しに活かしたいと考えます.  

【私自身の競技経験】 私自身の競技経験は非常に偏って

おり, 競技経験を通して心理的に発達できたのか, 疑問が

残りました. 私だけでなく, 周囲の友人たちは過呼吸に始

まり, 様々な心身の不調を抱えながら競技に向き合ってい

るように見えました. しかし一方で, 「では競技経験は心

理的発達を阻害するのか」と問われると, 答えに困りまし

た. そうとも言い切れないように感じたためです.  

【競技力向上と心理的発達をともに実現する競技経験】 

 そこで研究においては, 「競技力向上と心理的発達をと

もに実現する競技経験とは何か」という問いを立て, 臨床

においては, そのような体験を賦活化させることを自身の

課題として抱え, 今日まで歩んでまいりました. 広い意味

では私の研究はパーソナリティ研究に分類されると思いま

すが, 従来の研究は競技経験の体験にあまり焦点が当たっ

ておらず, それゆえに私自身の研究や臨床の問いに応える

ものはわずかでした. 理論や概念はたくさんありましたが, 

それらを臨床に落とし込んでいくと, 何をすべきなのか, 

どう関わるべきなのかが分かりませんでした. パフォーマ

ンスの向上と心理的発達の両者をともに実現していると考

えられるアスリートの体験を探ることにより, パフォーマ

ンス向上と心理的発達をともに実現する競技経験が明らか

になると考え, 研究を行いました. 具体的には, 大学生ア

スリートを対象とした量的調査と質的インタビューを実施

しました. その結果, 「対話的競技体験」を措定しました.  

【対話的競技体験】 対話的競技体験を「競技経験を通し

て自身と向き合う体験様式」と定義しましたが, 非常に分

かりづらいというご指摘をしばしばいただきます. 一つに

は私の説明不足もあるかと思いますが, もう一つには, 体

験を語ることの難しさがあるように思います. この体験様

式は Hermans (1992) の対話的自己論に基づき, 自己を

「複数のポジション（positions）と声（voices）からなる対

話的空間」として捉え, 様々な経験の中でこれらのポジシ

ョン間の対話を通じて体験を深め, 心理的発達を促すこと

をモデルにしております. アスリートの場合には, この経

験が競技における身体を通して行われると考え, 対話的競

技体験を措定しました. 競技経験には様々な経験がありま

すが, いずれの経験も体験の仕方によっては, 自分自身と

向き合い, 心理的発達につながる経験になり得ると考えま

す.  

【アスリートの思春期から青年期への移行の難しさ】 

このような体験は, アイデンティティの獲得が発達課題

となる青年期に特に必要となりますが, 青年期になってか

ら突然できるようになるわけではなく, その発達のプロセ

スにおいて, 少しずつできるようになっていくことが必要

だと考えられます. その理由は, 青年期アスリートの心理

支援において, 対話的競技体験に向き合う体験様式に変容

していくことは非常に難しく,実現には長期間を要するた

めです.  

また, 青年期以前のアスリートの心理的発達については,

十分な研究や臨床的な知見が得られなかったため, 筆者ら

は思春期世代のアスリートの相談事例を分析し, 彼らに特

徴的な 4 つの心理的課題：①身体的変化への気づきにくさ, 

②「当たり前にできていた力」の喪失感, ③支えとなる存

在の不在, ④競技への過剰適応を明らかにしました（江田

ほか, 2017）. これらの課題は, 思春期アスリートの心理的

発達プロセスにおいて, 児童期の勤勉性の課題から, 思春

期に必要な自分探しの試行錯誤経験を経ずにアスリートと

してのアイデンティティ (スポーツマン的同一性)を獲得

することを示唆していると考えられます. そのため, 思春

期世代のアスリートに対する心理支援においては, 彼らが

自由に自分探しに取り組めるような環境や働きかけが必要

であると考えられます.  

 本発表でご説明した研究は日々の臨床経験において, 筆

者自身の取り組みに色濃く反映されており, 研究と臨床の

往還を日々積み重ねております. 発表の最後に取り上げま

したように, 今後も「体験」に基づく研究と臨床を続け, 1

事例を丁寧に分析し, 心の変化に関わっていきたいと思っ

ております.  

 

著者略歴：筑波大学大学院人間総合科学研究科博士後期課

程修了. 博士 (体育科学). 筑波大学および国立スポーツ科

学センターでの心理支援を経験. 競技における心理支援と

その研究を中心に活動. 近年は思春期世代のアスリートに

対する心理支援についての研究および実践を中心に活動し

ています． 
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傍聴記 

江田香織先生（東洋大学）による「アスリートの競技体験における心理的発達」を拝聴して 

 ～ケーススタディの重要性を考える～ 

若月 翼（東京農工大学） 

 

大会初日の比較的早い時間帯でしたが, メンタル・臨床

系の先生方に限らず数多くの傍聴者が訪れ, 大教室は超満

員となりました. 欺く言う私も専門は運動制御・学習系で, 

予備知識など皆無でしたが, 江田先生の大変丁寧なプレゼ

ンテーションにより分かっている気持ちを味わわせていた

だきました. しかしここでは知ったかぶりはせず, 拝聴し

ながら考えたことを中心に記録しようと思います.  

さて, 本講演は江田先生の研究者としての立場とお考え

の明言からスタートしました. 江田先生のご研究は, ご自

身の豊富な競技経験から生じた, 「一見溌剌としているア

スリートの心は必ずしも健康ではない, むしろ不健康であ

る」という, アスリートのイメージと実際の間にある差異

への興味が発端になったと言います. この違和感は, 自分

なりに一生懸命競技に打ち込んできた私も激しく賛同する

ところでした. 1964 年の東京オリンピックで男子マラソン

銅メダルを獲得した円谷幸吉が自ら命を絶った例は, まさ

にこれを象徴する悲劇と言えます. 江田先生のお話を聞き

ながら, そもそもなぜアスリートの心は強いと思われてい

るのか考えていました. 例えば, 逆境を乗り越えたアスリ

ートばかりが報じられれば（メディア・バイアス）, 周囲は

それを“アスリートの典型像”として形作るでしょうし, ソ

ーンダイクのハロー効果から見れば, 顕著な特徴（ここで

は身体能力）に引きずられて他の特徴（ここでは心の強さ）

についての評価が歪められるでしょう. このように, いく

つもの認知的なバイアスが絡み合うことで生み出されてい

る仮想像であるように思えます.  

さて, メンタルヘルスの問題は症状が明確に露呈するた

め, リテラシー教育や心理スキル教育による対処が急がれ

る傾向にありますが, 江田先生はそれに対して二点問題提

起をされました. 第一に短期的な介入や環境調整では本質

的な問題解決にはならないこと, 第二にアスリート特有の

時間的・環境的な制限があることです. そこで, アスリー

トが競技を通じてどのような体験をしているのか, 競技経

験がどのようになされていくのかなど, アスリートが直面

する問題の本質を丁寧に分析し, 心理的発達の側面からア

プローチする手法を考えられたとのことです. そしてその

研究対象は, 私は何者かという疑問に直面しアイデンティ

ティを獲得していく青年期（13-22 歳）から成人期（23-34

歳）, つまり大人になっていく過程です. 若い頃から競技

に専心していると, 場合によっては学校に行かずに練習や

大会に行かなくてはならず競技以外への視野が狭まったり,

進学先や就職先の選択は本来自分自身と向き合う機会であ

るはずが, 競技力向上を最優先させて将来について深く考

えたり悩むことなく決定してしまうといったことが起こり

得ます. 一方で, 競技経験がデメリットばかりであるはず

もなく, 新しいワザを習得したり記録を向上させていく経

験は, 効力感や達成感を与えます. 精神や時間を一つのこ

とに注ぎ尽くすという経験は, 大人になってからだと然う

然うできる経験ではありません. このようなメリットとデ

メリットの分析から, 江田先生は競技経験を, 幅としては

狭くとも深く他では得られない貴重な体験として心理的発

達に役立つものと考えられています. スポーツとの関わり

方を工夫することで, デメリットがメリットに変わりうる

というモチベーションです. スポーツへの正しい関わり方

を探索する手法として, 基本的には悩みを抱えているアス

リートとの対談が用いられ, 本レクチャーではその内 2 件

の事例が紹介されました. 江田先生はそれらのカウンセリ

ングから “対話的競技体験”と呼ばれる体験様式を考案し

ており, 特に「自分自身と向き合う体験」をしているアス

リートは競技経験による心理的発達が実現している傾向に

あるといいます.  

まとめに変えて, 江田先生は自ら「臨床系事例研究は科

学か？」という極めて重要な問いかけをされ, 個人的には, 

これが本レクチャーのハイライトだったように思います. 

これまで経験された数多くのカウンセリングの中で, 非常

に似たパターンでも全く同じアプローチで成功したケース

は一つもないそうです. これは通常のカウンセリングも同

じことかと思いますが, スポーツという特殊な状況から生

じた症状に対しては, その傾向はより一層強まりそうです.

つまりそこには科学研究の原則の一つである“再現性”の破

綻があります. この問いに対して江田先生は, 「ある特性

や個性に限定して再現できるという点では再現性がある

（=科学）と言えるのではないか？」とされました. 科学研

究では, ゴールにモデル化を据えることが多くあります.

私も明らかにしたい事象を抽象化し, 最終的にモデル化す

るフェーズに魅力を感じています. しかしその一方で, モ

デル化の過程で多くの要素や条件を削ぎ落としていること

を忘れてはいけません. 再現性や統計的な信憑性に関係な

く, 「こんな例があった」という事実は貴重な報告として

扱われるべきだと考えます. 十分な統計的検定力を満たす

ために膨大な量のデータを取得する研究が一般的とされる

昨今, 目の前のアスリートを被験者ではなく来談者として

扱い, その来談者の抱える問題を一つ一つ丁寧に読み解い

ていく江田先生の取り組みは, 研究者が忘れてはならない

誠実さに溢れた素敵なご研究だと思います. 

 

 著者略歴：2017 年中京大学スポー

ツ科学部卒業. 2021 年中京大学大

学院体育学研究科博士後期課程修

了. 博士（体育学）. 2023 年より東

京農工大学大学院工学研究院先端

健康科学部門助教. 現在は, 量子力

学の観点からみたスポーツ, 生身

の他者運動観察 , 身体性知能によ

るスポーツの再定義, などに興味を持って研究を進めてい

る.  
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司会報告 

運動部活動における適応と暴力 —心理社会的アプローチと実践の方向性— 

土屋裕睦（大阪体育大学） 

 

演者である渋倉崇行先生は第 71 回全国高等学校野球選

手権大会（夏の甲子園）に投手で四番打者として出場した

経験のある, 異色の体育・スポーツ心理学者. 元エリート

球児はその後, 日本大学文理学部へ進み, 卒業後は新潟大

学大学院教育学研究科修了, そして名古屋大学大学院教育

発達科学研究科博士（後期）課程にて, 博士（心理学）を取

得している. 研究テーマは部員の心理的ストレスやライフ

スキルに焦点をあてたもので, 本専門領域の中核的なテー

マでもあるスポーツにおける人格形成と密接に関連した内

容となっている. 今回のレクチャーの前半において, 渋倉

先生は「運動部活動の光と影」と題して, 様々な研究成果

をご報告頂いたが, 部活動において辛く苦しい鍛錬や, 理

不尽な指導の先に甲子園出場と言う輝かしい体験をした元

球児の, 人生の答え合わせのような内容を含んでいるよう

に感じたのは筆者だけであろうか.  

渋倉先生は, 桐蔭横浜大学で教授としてスポーツ心理学

を講じる傍ら, Sport for Kids Japan という一般社団法人を

立ち上げ, 国内外の青少年スポーツの振興と発展と青少年

スポーツ指導者の資質向上に取り組んでいる. この法人の

設立には, 2012 年末に日本のスポーツ界を揺るがせた体罰

問題がきっかけになっていると言う. 当時, 文部科学大臣

をして「日本のスポーツ史上最大の危機」と言わしめる事

態に直面し, 本学会も理事会として緊急声明を発出したり,

各専門領域で研究知見を出し合って社会に向けて発信した

りした. 筆者も, 学会理事会におかれた大学体育問題特別

委員会に所属し, 体育・スポーツ心理学の視点から体罰・

ハラスメントの根絶を訴えたが, 渋倉先生は学術界のみに

とどまらず, 自ら現場に出向いて, この問題の根絶を訴え

続けている. その特徴は, 今回レクチャーで紹介された研

究成果に基づき, スポーツ指導における体罰やハラスメン

トの根絶を目指すための, 様々な研修プログラムを準備し

て, 全国各地で実践をされている点にある. 特筆すべき点

は, その対象が指導者養成のみならず, 保護者への啓発活

動などを行っている点にある. 同時に自己研鑽にも余念な

く, 日本スポーツ協会の公認コーチ養成を担当する講師で

ある, コーチデベロッパー（コーチのコーチ）にも認定さ

れており, 体罰・ハラスメントの根絶と同時に, グッドコ

ーチの養成にも献身されている. 同じくコーチデベロッパ

ーである筆者とは, 全国各地の研修会場でともにファシリ

テーターとしてご一緒することも多く, 静かで謙虚な語り

口の中に, 研究に裏付けられた熱く強固な信念を垣間見る

ことがある. 本レクチャーではその信念を,「チルドレンフ

ァースト・スポーツセカンド」と表現されており, スポー

ツで子どもたちが傷ついたり, 危険な目に合ったりするこ

とは断じてあってはならないという強い思いが語られた.

これは, エリート高校球児として, 辛い練習に耐え, 理不

尽な指導を受けた経験のある渋倉先生だからこその, 勝利

至上主義への警鐘とセーフスポーツへの憧憬と受け止める

のが良いだろう. 特にセーフスポーツは, 2025 年のスポー

ツ基本法の改正を受け, 今後スポーツ界において重要なキ

ーワードになると思われ, 体罰・ハラスメント問題の他に, 

虐待や差別の根絶, 誹謗中傷対策が急務の中, 本専門領域

も研究・実践の両面から貢献していくことが求められるだ

ろう. 

一方, 体育・スポーツ心理学領域におけるこれまでの研

究, とりわけスポーツと人格形成の視点から考えると, ス

ポーツで体験する様々な心理ストレスは, 個人の成長を促

し, 例えば部活動への適応にポジティブに影響することも

あると考えられる. もしかすると優勝劣敗など, 一見過酷

に思えるストレス状況も, 指導者の支援や環境調整などが

なされれば, プレーヤーの人間的な成長の場になることも

あるだろう. この点について渋倉先生のご研究では,「部活

動ストレス －適応モデル」を提案しており, 部活動で体験

する心理的ストレスへの, 様々な対処経験を通じて, 心

理・社会的スキルの獲得がなされ, 適応が図られるといっ

た考察がなされていた. 人格形成や人間的成長については

様々な考え方ができると思われるが, 心理的ストレスと,

より自分らしく生きるための心理的スキル（ライフスキル）

の２つの視点から捉えることで, より良いスポーツ環境が

浮き彫りになってくるだろう. 心理的ストレスのポジティ

ブな効果はセーフスポーツあってこそと考えれば合点がい

き, これも渋倉先生の研究の成果の重要な部分であると思

われる. また渋倉先生は不適切指導の傾向が感じられる指

導者に対して, 単にその非を責めるだけではなく, そこに

潜む構造について, 心理・社会的な側面から分析し, 加害

者にさせないためにどうすればよいのかを検討する, 冷静

な科学者の目も持ち合わせている. 指導者養成の現場でご

一緒していると, 不正のトライアングルを例に, 「機会・動

機・正当化」を生じさせないような環境構築のための議論

を推奨されることがあった. 本レクチャーでも, 日本のス

ポーツ文化や商業的なマスコミの姿勢を課題として取り上

げられており, 指導者の内的な資質能力といった狭い範囲

の議論に留まることなく, 大きな社会的文脈でこの問題を

捉えることの大切さも, このキーノートから学ぶべき事柄

だと記銘しておきたい. 

本レクチャーを通じて, 体育・スポーツ心理学に携わる

私たち体育心理専門領域の会員が果たすべき役割について,

改めて様々な視点から考える機会を頂いたことに, 心より

感謝を申し上げたい. 

 

著者略歴：土屋裕睦（つちやひろの

ぶ）. 大阪体育大学教授. 博士(体

育科学). 公認心理師, スポーツメ

ンタルトレーニング上級指導士. 

JSPO コーチトレーナー, 「NO!ス

ポハラ」実行委員. JOC アントラー

ジュ部会員. 著書に「アスリートの

こころの強化書」（草思社）他多数. 

日本スポーツ心理学会会長, 剣道

教士七段. 
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演者報告 

運動部活動における適応と暴力 —心理社会的アプローチと実践の方向性— 

渋倉崇行（桐蔭横浜大学大学院） 

 

「なぜスポーツにおける暴力をなくさなくてはいけない

のか？」あなたはこの問いに対してどのように答えるであ

ろう．「スポーツの高潔性を保つため」「時代に応じた指導

をするため」「選手に主体性を持たせ練習を効果的にするた

め」，あげられる多くの回答は，スポーツの発展を願う私た

ちの極めて素直な意見である．それでは，「なぜスポーツに

おける暴力はなくならないのか？」関係各所は様々な試み

を行っている．はたしてその実践は効果的なのか，あるい

はそのための研究上の課題は何かということを問いたいと

考えた．  

【ストーリー】運動部活動における適応と暴力をテーマと

して掲げたのは，私自身が長く関心を抱き続けてきたから

に他ならない．その原点には私のスポーツ経験がある．小

学生以前のスポーツは自尊感情を高めてくれる自己表現の

機会であった．中学生となり暴力を目の当たりにした野球

少年は「強くなるために暴力は必要なのだ」と考えるよう

になる．競技性がさらに高まる高校時代は暴力を許容し，

甲子園を成し遂げた自身が有するスポーツ観は「蹴られ殴

られ理不尽なことにも耐えるのがスポーツ」であった．と

ころが，大学生になってスポーツは楽しいものだと教わる．

にわかには受け入れ難かったが，やがてそのことが理解で

きるようになる．そうなると関心の矛先は自分に向けられ

る．目指した甲子園の意味は何だったのか．自らが経験し

たスポーツの答え合わせをしたかった．研究を志す理由は

明確になった． 

【運動部活動の光と影】運動部活動は参加者の現在と将来

における健康を実現する機会として重要な役割を担ってお

り，そこでの経験が個人の幸福（well-being）に及ぼす影響

は極めて大きい．しかし，部員とスポーツとの関係の持ち

方によっては，そのような運動部活動の効果を得られない

どころか，心身の健康を脅かす様々な不利益を被る可能性

がある．運動部活動において部員が不適応を呈するという

ことは，運動部活動の意義からかけ離れているといわざる

を得ない．しかし，部員が生涯に渡る健康を実現するため

の機会が運動部活動に内在していると考えるならば，たと

え運動部活動がストレスを含む活動であったとしても，部

員はたくましく運動部活動に取り組み，指導者や仲間との

人間関係を経験しながら，個人の欲求充足や自己実現に向

かって活動を行うことに価値を見出せる．筆者がこれまで

に取り組んできた心理的ストレス研究の最大の関心は，部

員が不適応を起こすことなく運動部活動の環境に適応する

ことであった．一連の研究を通じて心理的ストレスのネガ

ティブとポジティブの両側面を包含する「部活動ストレス

－適応モデル」を作成した．このモデルでは，部活動にお

けるストレスを単なる解消されるべき対象ではなく，スト

レスとの関係によっては個人の成長を介して適応をもたら

すものであると捉えられた．そして，モデルに依拠した部

員用のストレスマネジメントプログラムを作成，実施した． 

【運動部活動における暴力に関する研究の成果と課題】

2020 年 7 月に発表されたヒューマン・ライツ・ウォッチの

報告は衝撃であった．日本では 2013 年以降，スポーツに

おける子供への暴行・暴言等の虐待は減っていると受け止

められてきたが，報告が投げかけたメッセージは「あなた

方は現実を見ようとしていない」であった．現在までに行

われてきた暴力に関わる研究には，内的要因であるコーチ

に焦点を当てた研究，外的要因である選手や保護者に焦点

を当てた研究，さらに周辺環境である集団や発生状況の特

性に焦点を当てた研究などがある．コーチから受けた暴力

を許容し効果があったと考え肯定する選手は一定程度存在

することが指摘されている．そして，そのような選手時代

の経験がコーチとしての将来の暴力を予測するということ

も指摘された．研究の成果を実践に活かすならば，特に予

防の観点から研修プログラムの作成に役立てられる．コー

チ対象の研修会は現在でも行われているが，今後は選手対

象や保護者対象の研修も必要性が高まるであろう．コーチ

養成の観点からは，女性や非暴力経験者が積極的に登用さ

れる体制づくりにも注目したい． 

このように，心理社会的視点から暴力発生のメカニズム

解明に向けた知見は積み上げられつつある．しかし，暴力

行為が人間の行動であるならば，より「大きな文脈」にお

ける検討も必要である．例えば，学校の運営方針や競技団

体のコーチ育成システムを研究の対象としたい．システム

や制度の不備，欠陥が暴力を生じさせていることに対して

心理学的なアプローチは重要である．また，日本のスポー

ツ界や社会全体にある文化的な規範はコーチ行動に影響を

及ぼす．社会は青少年スポーツにどのような姿を期待する

のか．商業主義的なマスコミの報道は国民にどのように解

釈されるのか．そこにスポーツの普遍的価値は枠組みとし

てあるのか．そのためのリテラシー教育はどのようになさ

れるべきか．研究的な問いは止まらない． 

【暴力の根絶に向けた実践の方向性】生態学的モデルに基

づく多層的なアプローチが不可欠である．「個人」「対人関

係」「組織・コミュニティ」「政策・社会」の各レベルで要

因を特定し，それらの相互作用によるコーチ行動の全容理

解を進めたい．特に，組織・コミュニティレベル，政策・

社会レベルにおける心理学的研究は期待される．加えて，

各レベルの要因を統合的に検証する学際的研究，介入実践

の効果を継続的に評価する実証的研究も重要である． 

「なぜスポーツにおける暴力をなくさなくてはいけない

のか？」以前の私なら「スポーツをよくする」ためと答え

ていたであろう．しかし，そのような悠長なことを言って

いる場合ではない．スポーツで子供が命を落としたり，心

身に大きな痛手を負っていたりする．刃物と同様に使い方

を誤ったスポーツの危険性は計り知れない．私たちは「子

供を守る」ためにスポーツの適切な用法を学ぶ必要がある．

あえて序列をつけるのであれば，私自身は「チルドレンフ

ァースト・スポーツセカンド」の意識を持ちたい． 

 

著者略歴：名古屋大学大学院教育発達科学研究科博士（後

期）課程修了．博士（心理学）．
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傍聴記 

運動部活動における適応と暴力 —心理社会的アプローチと実践の方向性— 

渡邉 諒（鹿屋体育大学） 

 

筆者は，2025 年 8 月 29 日に行われた渋倉先生のキーノ

ートレクチャー「運動部活動における適応と暴力―心理社

会的アプローチと実践の方向性―」を拝聴した．本レクチ

ャーに参加し，渋倉先生のご発表を聞いて感じたことや自

身の中に生じた心理的変化を，傍聴記としてここに記した

い． 

レクチャーの骨子は，渋倉先生が述べられた「個々の研

究者が，暴力問題の根絶に向けた実践の主体として何を考

えるのか（実践できるのか）」であった．渋倉先生は，スポ

ーツ部活動の現場で生じる暴力問題の解決に向けた活動に

ついて，「運動部活動の光と影」，「運動部活動における暴力

に関する研究成果と課題」，「暴力の根絶に向けた実践の方

向性」という 3 つの話題をテーマに，ご自身の行ってきた

研究や活動，そこから得られた実践者としての教訓を語っ

てくださった． 

レクチャーでははじめに，運動部活動がもつ理念，子供

たちが部活動に参加することで得られる経験，その弊害に

ついて基礎知識をご紹介いただくとともに，先生自身が研

究者としてこれまで行ってきた研究知見を紹介いただいた．

研究の話題として，運動部活動における心理社会的スキル

が日常生活にどのように汎かするか，および，運動部活動

生徒がストレスマネジメントをどのように行うべきかにつ

いて解説いただいた．特に，部活動中に生じる様々なスト

レッサーに対して，生徒がどのような焦点化（問題焦点的，

情動焦点的）によって対処するのかで，ストレスの感受の

仕方が変わるという知見は，部活動中におこる様々なスト

レスへの対処，部活動への不適応を防ぐうえでの重要な示

唆になると感じた． 

2012-2013 年，立て続けに報道されたスポーツの暴力事

件問題（女子柔道において，指導者が選手に対する暴力を

おこなった事件，部活動で指導者から受けた暴力によって

生徒が自殺した事件）が生じた．この出来事は渋倉先生自

身においても，研究知見の構築によりスポーツの教育に貢

献できていると感じているという実感を打ち砕かれるよう

な大きな出来事であったという．研究者として，実践現場

において必要な活動（理論知と実践の橋渡し）を行う必要

があると認識させられた出来事であったと語られた． 

レクチャーの後半では，実際に澁倉先生先生が行われて

いる，研究と現場の橋渡し活動を紹介いただいた．渋倉先

生は，一般社団法人スポーツフォーキッズジャパンを設立

し，そこでスポーツ指導者に研究知見を届ける研修制度の

整備や，現場の声を学術領域にもフィードバックするとい

った活動に取り組まれてきたという．筆者にとって印象的

であったのは，暴力問題の講習会を開催したり，広報活動

を行ったとしても，その声が本当にその声かけが必要な現

場（指導者や生徒）に届きずらいということであった．暴

力問題の当事者は，実際には自分達が当事者であるという

問題意識を有していないケースや，講習会などの場には参

加していないケースが多いだろう．また，大きな問題が発

生するまで，周りの意見が当人に聞き入れてもらえないと

いったことが起こることも容易に想像つく．本当に声を届

けるべき人達に，どのようにアプローチし，好転的な行動

へつなげていくのかを考えることが，実際の現場にある課

題なのだと，レクチャーを拝聴して感じた． 

レクチャーの最後には，研究，実践活動を通して「スポ

ーツチルドレンファースト・スポーツセカンド」の理念を

浸透させることが，暴力の根絶において大切であると，渋

倉先生は述べられた．部活動スポーツにおける勝利の過度

な追及に対して警鐘をならすとともに，スポーツ部活動が

子供たちのためのものであることを，今一度認識する機会

を提示していただいたと，筆者は感じた． 

スポーツ現場における暴力問題は，時折ニュースで報道

され，そのたびに世間を騒がせている．昨今も，高校野球

の暴力問題が報道されたのが記憶に新しい．こうした報道

を見るたび，筆者は，「こうした指導現場での暴力問題は，

いつまでもなくならないのかな．」と，どこか諦めにも似た

感情で，こうした問題を捉えている節があった．レクチャ

ーを聞いた今， 問題解決の主体者としての向き合い方を考

えてみるのが大切ではないかと感じた．自身や相手のおか

れている環境，立場，人間関係などの制約により，実際に

できることは何もないのかもしれない．それでも，自分が

当事者だったときにできることについて，一度思いを巡ら

せてみてはどうかという投げかけが，筆者が渋倉先生から

受け取ったメッセージであった． 

 

著者略歴：東京都立大学大学院博士

後期課程を 2023 年に修了，同大学

院の特任助教として従事（2023-

2024）．鹿屋体育大学に日本学術振

興会特別研究員として 2024 年から

赴任，現在に至る．研究テーマは，

時空間的不確実性のある移動対象

の推定，および捕捉運動の制御方略

との関係性． 
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座長報告 

長谷川弓子（岩手大学） 

 

本セッションでは, 対人状況における運動技能の熟練差,

大学生の運動能力観の実態, そして心理的安全性とバーン

アウトの縦断的相互関係という, スポーツ心理学の多様な

領域を横断する 3 つの研究が報告された. テーマこそ異な

るが, いずれの研究も「人は環境の中でどのように行動を

選択し, 自身の能力や心理を形成し, 変容させていくのか」

という根源的な問いに触れており, スポーツ場面における

人間理解の複雑さと奥行きを改めて感じさせる内容であっ

た.  

 

まず, 髙野・奥村による柔道競技の攻撃切替技能に関す

る研究は, スポーツ特有の対人相互作用を扱ったものであ

り, 選手が相手の動きに応じて瞬時に行動を調整・切り替

えるプロセスを実験的に抽出しようとした点に大きな特徴

があった. 特に, 相手が反応するかどうかが不確定な状況

を設定した「切替課題」は, 実戦場面における不確実性の

再現を試みたものであり, 単純課題では捉えにくい知覚–

運動プロセスを可視化する工夫が見られた. 熟練者ほど状

況の変化を早く察知し, 動作の切替や精度を維持できるの

ではないかという仮説は, 実際の競技現場で観察される熟

練性の本質に迫るものであり, 研究的にも実践的にも価値

が高いと感じられた. 質疑応答では, 実験者の防御動作の

一貫性や, 参加者と実験者の構えが動作戦略に影響を与え

る可能性など, 運動計測研究に特有の統制の難しさが議論

となった. また, 今後の研究においては, 柔道着を掴む瞬

間（コンタクト）をどのように識別するかといった実験手

法上の課題についても検討された. さらに, 切替判断が生

じるタイミングの個人差や, 視覚情報のどの要素を手がか

りとしているのかといった知覚的要因にも関心が広がる研

究であった. 全体として, 対人技能を定量的に捉えること

の難しさと同時に, その挑戦の魅力が感じられる発表であ

った. 

 

次に, 古田らの研究では, 大学生の運動能力観を「固定

的か／増大的か」という二次元で捉え, 広域的分野（言語, 

数学, 音楽, 運動・スポーツ）と狭域的分野（体育の 7 領

域）の両側面から詳細に検討していた. 特に, 運動・スポー

ツ領域では約 6 割, 音楽では約 7 割が固定的能力観を示し, 

他の分野に比べて「才能は先天的に決まる」と考える者が

多いことが明らかになった点は, 体育・スポーツ教育に携

わる者にとって非常に興味深い結果であった. 一方, 言語

では約 8 割が増大的能力観を示し, 努力や経験によって能

力が伸ばせるという認識が強く, 同じ大学生でも分野ごと

に能力観が大きく異なることが示されていた. 狭域分野で

は, 陸上やダンスで固定的能力観が強く, 器械運動や水泳

では増大的能力観が優勢であった. これらの差異には, そ

れぞれの活動に対する成功体験や学習機会, 評価基準の違

いが影響している可能性があり, 運動学習や教育心理の観

点からも考察の余地が大きい. 質疑では, 能力観が形成さ

れるプロセス, 特に体育授業を通した能力観の変容可能性

に関心が寄せられた. 本研究は, 運動が苦手な学生への支

援や教材開発にも応用可能であり, 今後の教育実践への波

及効果が期待される. 

 

最後に, 甲谷・佐藤・白坂による, 心理的安全性とバーン

アウトの縦断的関係を扱った研究では, 先行研究でしばし

ば前提とされてきた「心理的安全性が高いほどバーンアウ

トが低下する」という一方向的な見方を再検討し, 両者が

相互に影響し合う可能性を示した点が極めて重要であった. 

Time1 のバーンアウトが Time2 の心理的安全性に影響

し, さらに Time2 の心理的安全性が Time3 のバーンア

ウトに影響を及ぼすという交差遅延パネルモデルの結果は, 

アスリートの心理状態が静的なものではなく, 時間をかけ

て相互作用的に推移することを示しており, アスリートの

心理的メカニズムを理解する上で大きな示唆を与えるもの

であった. 質疑では, 他社の存在が心理的安全性の形成に

どのように影響するのか, さらには競技レベルや練習環境

の違いがバーンアウトの経路にどのように作用するのかと

いった, より複合的な要因が議論された. また, シーズン

中の心理的変動や外的ストレッサーの扱いを含め, 今後の

縦断デザインの高度化に向けた方向性も示され, この研究

が持つ発展性の大きさが改めて確認された. 

 

以上のように, 本セッションの 3 つの研究は, 運動技

能・能力観・バーンアウトという一見異なる領域を扱いな

がらも, 人間の認知・情動・行動の仕組みを探るという共

通の関心によって強く結びついていた. また, 質疑応答は

比較的活発で, 研究方法の改善点や現場での応用可能性に

ついて多方面から意見が交わされ, 学びの多い時間となっ

た. スポーツ心理学研究が扱うテーマの広がりと深さを改

めて実感できる, 意義深いセッションであったと総括でき

る. 

 

著者略歴：長谷川弓子（岩手大学・人文社会科学部） 

運動学習・運動制御を専門とし, ゴルフのパッティング課

題を中心に, 「人はどのように狙いを定め, 動きを生み出

すのか」という“狙う心理”の解明を目指して研究に取り組

んでいる. モーションキャプチャによる動作分析を用いて, 

知覚と動きが結びついていくプロセスや, スポーツ技能が

形成される仕組みの探究を進めている. 
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座長報告 

山本浩二（関西福祉大学） 

 

学会大会の最終日となる 8 月 29 日(金)に専門領域別研

究発表の体育心理学／口頭発表 2 が開催され，3 演題の発

表が行われました．同じ会場では，午後から体育心理学領

域のキーノートレクチャーや口頭発表 1 が実施されていた

こともあり，来場者も多かったと記憶しております． 

演題 1 は「チアリーディングにおけるスタンツを原因と

した腰痛の心理社会的状況についての質的検討」というテ

ーマで，松岡彩芽先生（法政大学大学院）が発表されまし

た．本発表では，チアリーディングにおける人を持ち上げ

る動作である「スタンツ」を主に行うベースの選手の腰部

障害に着目し，その心理社会的状況について半構造化面接

によって検討されました．この発話データは GTA（グラウ

ン デ ッ ド ・ セ オ リ ー ア プ ロ ー チ ： Grounded Theory 

Approach）をもとに分析されました．GTA を用いた分析

の結果，「チーム環境」や「周りからのサポート」，「腰痛を

伝える」等の 9 つのカテゴリーが生成され，チアリーディ

ングにおけるベースの選手は，チーム全体への練習が滞る

等の悪影響や，指導者等の周囲の選手自らに対する評価の

低下から，腰部障害が発生しても休養を確保できない環境

であることが報告されました．また，その課題にはチアリ

ーディングにおける特有のチーム文化が存在していること

も考察されました．本発表に対し，フロアから腰部障害の

みに着目した理由やチーム文化の見直しに対する具体的方

策等の質問がなされ，選手を取り巻く環境面の改善を図る

ことの必要性が示唆されました．以上の知見から，チアリ

ーディング選手に対して，休養を確保しにくい状況や痛み

を抱えながら競技を継続せざるを得ない文化の存在が課題

として浮き彫りとなりました．今後は，チーム内の積極的

な情報共有を通じてチーム文化を見直し，選手が安心して

競技に取り組める環境を整備していく必要性を感じました． 

演題 2 では「キリスト教を信

仰するアスリートが競技生活を

続けていくためのプロセス」と

いうテーマで，山本築先生（日本

体育大学大学院）が発表されま

した．本発表は，世界中で文化や

社会に根付いてきた宗教，特に

日本文化に影響を及ぼすキリスト教に焦点を当て，そのク

リスチャンアスリートにおける宗教的信念が競技生活にど

のような影響を及ぼすかについて質的に検討されました．

また，同アスリートの特徴として，競技生活を継続する上

で抱えている特有の宗教的な課題に対して，周囲からの理

解が得られることが必要であることも踏まえ，半構造化イ

ンタビューが実施され，修正版 GTA を用いて分析されま

した．インタビューによる発話データを分析した結果，ク

リスチャンアスリートは競技生活を継続している中で「世

間一般の価値観とキリスト教の教えとの間に『価値観がな

じまない』という経験をしている」ことが報告され，同ア

スリートが葛藤を抱えながら競技生活を送っていることが

報告されました． 

一方で，継続的な競技生活において宗教的慣習の実践を

通じて，自らの競技に対する目的意識の明確化が図られ，

「神のためのスポーツ」という意識は形成されていくこと

も報告されました．本発表に対して，フロアからキリスト

教だけではなく他の宗教にも同様の傾向がみられるか，キ

リスト教への信仰心の程度によって，その意識や行動に差

異がみられるのではないか等の質問がなされ，同アスリー

トの宗教的慣習に対する周囲の理解が必要であると感じ，

今後は同様の宗教的背景を持つアスリートを理解・支援で

きる環境づくりをどのように行っていくのかということを

興味深く拝聴しました． 

最後の演題は「『奚般氏著心理

学』と『倍因氏心理新説』の体育

心理学からみた史的研究」という

テーマで，楠本恭久先生（日本体

育大学）が発表されました．本発

表では，わが国で最初に出版され

た「奚般氏著心理学」に対して，

「倍因氏心理新説」の史的研究を実施する上で先行研究が

限られていることが報告されました．また，発表者は「倍

因氏心理新説」を古書店で発掘され，本発表において目次

と翻訳された文章の一部が報告されました．その文章では，

発表者の研究活動の主であった「呼吸」というキーワード

に焦点を当てた内容が説明されました．以上の発表を踏ま

え，若手研究者に対し「現在の運動・スポーツ活動におけ

る心理的事象に焦点を当て，研究内容や活動を展開するだ

けではなく，古書などにも目を向ける」ことも研究活動を

充実させるために重要であるとのメッセージが本発表者よ

り送られました．本発表に対して，フロアから「倍因氏心

理新説」や発表者の研究活動に関する質問が出され，本専

門領域以外の専門領域の先生方も加わり，それぞれ活発な

議論が展開されました．以上より，本発表から現代の研究

活動においても古書や史的資料に目を向けることの重要性

が提起され，若手研究者に対する示唆に富む内容でした． 

最後に，貴重な研究成果を発表いただきました先生方や，

質問いただきましたフロアの先生方，大会運営にご尽力い

ただきました全ての皆さまに心より感謝申し上げます．あ

りがとうございました． 

 

著者略歴：九州大学大学院人間環境

学府行動システム専攻博士課程単

位取得満期退学後，博士（教育学）

を取得．現在は関西福祉大学教育学

部保健教育学科教授．中学校体育に

おけるフィードバックの認知，アス

リートのライフスキル獲得に及ぼ

す要因，意義について研究してい

る． 
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アスリートにおける熱望・警戒イメージ尺度の作成 

相川 聖（関西学院大学） 

 

私は 2025 年 8 月 27 日から 29 日に日本体育大学・深沢

キャンパスで開催された日本体育・スポーツ・健康学会第

75 回大会に参加し，「アスリートにおける熱望・警戒イメ

ージ尺度の作成」という演題でポスター発表をさせていた

だきました．今回，ポスター発表の演者報告の機会を賜り

ましたので，発表内容および質疑応答の内容について報告

させていただきます． 

 卓越したパフォーマンスが求められる競技スポーツにお

いて，アスリートは目標を達成するためにイメージトレー

ニングを利用しています．イメージトレーニングの設計に

おいては，アスリートの個人特性を考慮する必要がありま

す（Cumming & Williams, 2013）．  

 Higgins（1997）は，目標追求のプロセスにおける個人差

を説明する理論として制御焦点理論を提唱し，目標追求の

プロセスには促進焦点と防止焦点という 2 つの自己制御シ

ステム（制御焦点）があることを示しています．促進焦点

は成果や希望，願望に関係し，肯定的な結果の有無によっ

て規制され，防止焦点は安全性や責任，義務に関係し，否

定的な結果の有無によって規制されます．さらに，Higgins

（2000）は制御焦点理論を発展させた制御適合理論によっ

て，人は自分の制御焦点に適合した目標追求手段を用いる

ときに制御適合を経験し，自分の活動に対する価値を高め

ることを提案しました．そして，これまでに促進焦点には

熱望方略（獲得を最大限にする）が適合し，防止焦点には

警戒方略（損失を最小限にする）が適合することが明らか

にされています． 

 私は，アスリートの個人特性に着目したイメージトレー

ニングの設計のために，制御適合理論を応用できると考え

ています．アスリートが利用するイメージは理想的なパフ

ォーマンスを想起して獲得を最大化しようとする熱望方略

の側面と，失敗を想定して損失を最小化しようとする警戒

方略の側面を併せ持つため，アスリートの制御焦点に適合

するイメージを明らかにすることで，パフォーマンス向上

に寄与するイメージトレーニングの提案につながるのでは

ないかと考えています．そこで，本研究ではアスリートの

熱望・警戒イメージ尺度を作成しました．本研究では望ま

しい最終状態に近づき，リスクがあっても積極的に獲得を

求めるイメージを「熱望イメージ」，望ましい最終状態への

不一致を避け，リスクを回避して慎重に損失を防ぐイメー

ジを「警戒イメージ」と定義しました． 

 対象者は，関東圏および関西圏の大学生のうち，大学の

運動部または大学以外のクラブに所属し，競技力向上を目

的としてスポーツを行っている大学生アスリート 347 名

（男性 198 名，女性 147 名，無回答 2 名，平均年齢 19.8 

± 1.0 歳）で，調査は Web アンケートを用いて実施しま

した．本研究では，先行研究（Hall et al., 1998; Martin et 

al., 1999; Ouschan et al., 2007）を参考にして作成した 30

項目とアスリートからの自由記述から作成した 28 項目に

よって熱望・警戒イメージの原案を作成しました． 

 項目分析および探索的因子分析の結果，2 因子 31 項目の

解が示されました．本研究では，今後の尺度の利便性も考

慮し，因子の項目の中から，イメージの機能（Hall et al., 

1998; Martin et al., 1999）ごとに最も因子負荷量の高い項

目を選定しました．選定した 10 項目に対して，再度探索的

因子分析を行い，最終的な因子パターンを確認しました（表

1）．第 1 因子は熱望イメージ，第 2 因子は警戒イメージの

項目で構成されていました．得られた 2 因子 10 項目の解

に対して確認的因子分析を行い，モデルの適合度は許容範

囲であることが示されました（χ² = 84.57, GFI = .95, 

AGFI = .92, CFI = .96, TLI = .95, RMSEA = .07）．本研究

により，イメージの 5 つの機能を反映した熱望・警戒イメ

ージ尺度が作成され，構成概念妥当性のうち，内容的な側

面と構造的な側面，一般化可能性の側面で証拠が確認され

ました． 

 今後は尺度のさらなる構成概念妥当性を確認する必要が

あります．また，アスリートの制御焦点と熱望・警戒イメ

ージの制御適合を実験的・実践的に検討し，アスリートの

個人特性に適合するイメージトレーニングを提案できるよ

うに研究を進めていきたいと考えています． 

 本研究の発表時には，今後心理尺度の作成を考えている

先生や質的研究におけるデータ分析について検討している

先生から，「アスリートの自由記述からどのように項目（カ

テゴリー）を作成したのか」という質問があり，詳細に作

成方法を説明し，その内容について議論しました．また，

アスリートの指導をしている先生からは，競技場面で熱望

イメージと警戒イメージを使い分ける重要性について議論

させていただき，今後の研究を進めていく上で貴重な助言

を得ることができました．母校である日本体育大学で研究

を発表でき，多くの先生とお話しさせていただく中で，よ

り一層研究と実践の研鑽に励んでいきたいと感じました． 

 最後に，本大会を開催してくださった日本体育大学をは

じめとする大会組織委員会の皆様へ，この場をお借りして

心から感謝申し上げます．ありがとうございました． 

著者略歴：日本体育大学体育科学研究

科博士後期課程修了．体育科学（博士）．

現在は関西学院大学人間福祉学部人間

科学科に勤務し，アスリートのイメー

ジに関する基礎的・実践的研究に取り

組む．日本スポーツ心理学会認定スポ

ーツメンタルトレーニング指導士とし

て，アスリートへの心理サポート活動

にも従事している． 

表 1 熱望・警戒イメージ尺度の探索的因子分析の結果 
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運動学習の“非一様地形”とその安定・発展を読み解く： 

筆跡図形の部分構造と軌道エントロピーの関係 

村上宏樹（金城大学） 

 

本研究発表は，中京大学・山田憲政先生との共同研究の

一環として実施したものであり，これまでに公表した論文

「Quantifying motor learning through entropy analysis of 

the mirror-drawing task」（Murakami & Yamada, Entropy, 

2025）の成果をさらに発展させたものである．今回の学会

大会では「運動学習の“非一様地形”とその安定・発展を読

み解く：筆跡図形の部分構造と軌道エントロピーの関係」

と題してポスター発表を行った． 

 従来の鏡映描写課題研究では，標準的に 30°の角度条件

が用いられてきた．しかし，この 1 条件のみでは，運動制

御に関わる多様な要因を十分に検討することは難しい．例

えば，小さな角度であれば進行方向の判別が曖昧になり，

微小な補正運動が連鎖的に生じる可能性がある．一方で大

きな角度は方向手掛かりが明瞭であるものの，急激な方向

転換が求められるため，減速や再加速といった力学的負荷

が大きくなる．学習過程を“非一様地形”として捉えるなら

ば，課題の角度構成を多様化することによって初めて，学

習者がどのような地形でつまずき，どのように安定化に至

るのか，そのプロセスを抽出できる．本研究はこの視点に

基づき，15°・45°・60°という複数条件を設定し，従来

の成果を拡張する試みである． 

 分析においては，筆者らがこれまでの研究で提案してき

たエントロピー解析手法を用いた．具体的には，描かれた

軌跡の各座標点を図形中央線からの距離に変換し，その分

布の確率特性に基づいて情報量を算出するものである．従

来の研究では，図形を描写する総運動時間（MT）や総逸脱

回数といった単純な指標が主に用いられてきたが，これら

の指標では，「どの部分で難しさが生じているか」を十分に

明らかにできない課題があった．本研究では，図形をセグ

メントごとに分割し，それぞれの部分について MT とエン

トロピーを算出した．これにより，運動の安定性と複雑性

を局所的に評価し，特定の構造的要因（角度の大きさ，反

転動作の有無，回頭負荷など）が制御困難性をもたらすメ

カニズムをより精緻に捉えることが可能となった． 

 結果として，小角度（15°）条件では方向判別の曖昧さ

により逸脱が頻発し，エントロピーが突出して高まること

が示された．これは，従来の 30°条件よりもさらに不安定

な状況を生むことを意味する．一方で，大角度（60°）条

件では軌道はまとまりやすいが，方向転換に伴う減速と再

加速が必要となるため，MT が延長する傾向が確認された．

また，反転辺と非反転辺の比較では，反転辺において速度

符号の切り替えと方向転換が同時に要求されるため，制御

負荷が高く運動時間が長くなることが明らかになった．こ

うした知見は，運動学習における「難所」が一様ではなく，

知覚判断の不明瞭さ・力学的負担・制御切り替えの複雑さ

といった複数の要因が交錯して形成されることを示してい

る．本学会大会には，これらの実験設計や実験結果および

考察を報告することで，今後の論文執筆に向けての他研究

者からの多様な視点を得るために参加した． 

 発表当日は，こうした古典的心理学実験課題を現代的に

再解釈した点に多くの関心が寄せられた．特に，エントロ

ピーを用いた分析手法の独自性については質問や議論が集

中し，理論的背景から実験設定の細部に至るまで活発に意

見交換を行うことができた．質疑では，こうした確立され

た心理学実験課題を現代の理論枠組みにどのように位置づ

けるか，またエントロピー指標が従来の誤反応数や平均時

間の代替となり得るのかといった点について議論が展開さ

れた．これにより，分析手法の汎用性や他の運動課題への

応用可能性を考えるきっかけとなり，研究の広がりを意識

させられた．こうした交流を通じて，今後さらに解明すべ

き課題が整理され，自らの研究方向性の妥当性を改めて確

認することができた．また，個人的には，議論してくれた

皆さまの古典的な心理学課題に対する関心の高さは意外で

あり，現代の研究潮流においてもその理論的意義が再評価

されつつあることを実感した．新たな技術が次々と登場す

る今日においても，古典的手法を理論的に深掘りし，運動

学習の本質を探る試みは重要であると強く認識した次第で

ある． 

 

著者略歴：1994 年鳥取県生まれ．

2022 年中京大学スポーツ科学研究

科博士後期課程修了，博士（スポー

ツ科学）．2024 年より現職． 

 スポーツ現場に見られる「失敗で

きない状況」や「対人場面の不確実

性」を抽象化し，制御戦略や情報処

理の特性を検討する実験系の構築に

取り組んできた．近年は，PsychoPy

などの現代的な実験プラットフォー

ムを活用し，Fitts 課題や鏡映描写課題といった古典的心理

学実験を再解釈することで，運動学習や制御の本質的メカ

ニズムを定量的に捉える研究を展開している．理論と実践

を往還させながら，人間の運動制御の柔軟性を解明するこ

とを目指している． 
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スポーツ文化研究部会シンポジウム 

沖 和砂（会津大学） 

 

スポーツ文化研究部会のメンバーとして活動し始めてか

ら 2 年が経ちました．今大会終了時点から，2 期目が始ま

ります．部会のメンバーは，約半分が入れ替わりとなり，

心新たに取り組んでいきたいと思っています．今大会では，

課題 A のシンポジウムのコーディネーターを務めました．

課題 B のシンポジウムには，オーディエンスとして参加し

ました．この会報では，部会の活動とシンポジウムの内容

についてご報告いたします． 

部会の活動は，主にリモート会議やメールを通じて行っ

ています．課題 A と B に分かれて活動をしていますが，部

会長を通じて情報の共有がなされています．この部会は，

若手からベテランの先生までいらっしゃいます．また，部

会の先生方は，所属する専門領域が異なるので，この活動

自体がこれまでにない交流の場にもなっています． 

さて，課題 A のシンポジウムでは，『「スポーツと平和」

のリアリティ ―最前線の現場経験から考える―』というテ

ーマを設定しました．シンポジストは，平和構築が喫緊の

課題となっている現場に深くかかわってきた 3 名の先生方

でした．昨年度に引き続き，このシンポジウムでは，紛争

や国際協力，平和とスポーツの関係性について先生方のご

経験や現在の課題についてお話しいただきました．今回，

先生方が取り上げた話題の中には，政治的影響や個人では

解決できない問題が多々ありました．その問題に我々がど

のように向き合っていくかを考える機会になったと思いま

す．シンポジストの一人である井本さんは，紛争地域にお

けるスポーツの役割・目的として，「心のケア」が含まれて

いることをお話しくださいました．このお話を伺い，私は

ハッとしました．その理由は，体育心理学専門領域に所属

していながらも，この「心のケア」ということについて，

無知であったからです．そして，この「心のケア」として

のスポーツの存在意義やスポーツの可能性ということにつ

いて，我々はもっと追求してもよいのではないかと感じま

した．各国の平和構築プロセスにスポーツと「心のケア」

がどのようなかかわりを持てばよいのかを検証していくこ

とが，我々体育心理学専門領域の研究者に求められている

ような気がした 2 時間でした． 

そして，課題Ｂでは，「青少年のスポーツ文化を問い直す

―学校と地域ではどのようなスポーツ文化が継承されてき

たのか―」というテーマを設定しました．シンポジストと

指定討論者は，バックグラウンドが異なる専門家・実業家

の先生方 4 名でした．このテーマは，運動部活動の地域移

行／地域展開という時期を迎えている現代において，非常

に重要なものでありました．会場は満席であり，多くの方

が関心を持たれる様子がうかがえました．青年期がスポー

ツをする環境や機会をどのように形成していくべきかを指

定討論者やオーディンスの皆さんも含めて議論を進めるこ

とができました．この議論では，部活動や地域のスポーツ

クラブ等の文化は，だれが・いつ・どのようにして作り上

げてきたのか，皆さんと一緒に考え，今後はどのようにあ

るべきかを検討することができました．また，我々は青年

期のスポーツ活動にどのようにかかわり，どのようにサポ

ートすることが求められているのかを考え直す機会にもな

っていたように思います．青年期のスポーツ活動の在り方

に関する課題・問題は，どの時代においても我々が向き合

っていくものであると思います．この青年期のスポーツ文

化について多角的にそして俯瞰的に検討し続けていくこと

が，日本のスポーツの発展につながるのではないでしょう

か． 

今回のシンポジウムにご参加いただきました先生方には，

心より御礼申し上げます．実際に運営に関わっていると，

スポーツ文化というものに体育心理学やスポーツ心理学が

アプローチできる可能性がたくさんあることに気づかされ

ます．今後の研究の発展にもつながる可能性がありますの

で，ぜひとも次回大会では，スポーツ文化研究部会での口

頭発表やシンポジウムにご参加ください． 

最後になりますが，このような運営の機会を与えてくだ

さった杉山先生（会長）はじめ，体育心理学専門領域の先

生方に感謝申し上げます．この活動は，研究のフィールド

や人脈を広げる機会につながると思います．今大会では，

シンポジウムのコーディネーターという役をいただきまし

たが，当日までとても不安な気持ちでいっぱいでした．し

かし，部会の先生方に助けていただきながら，何とかまと

めとしてのお話を皆様にお伝えすることができました．今

後は，部会の先生方とともに，次回大会の準備を進めてい

きたいと思います．引き続き，ご支援をよろしくお願い申

し上げます． 

 

著者略歴：順天堂大学大学院博士後

期課程・スポーツ健康科学研究科修

了，博士（スポーツ健康科学）．現在

は，コンピュータ理工学を専門とす

る会津大学の上級准教授として精神

保健学や実技等の授業を担当してい

る．専門種目は，アルペンスキー競

技．国民スポーツ大会冬季大会では，

福島県アルペンチームのコーチ・監

督として参加している．福島県スキー連盟の役職は，総務

本部長．長年の競技経験から，ウィンタースポーツにおけ

るスポーツ傷害のリスクマネジメントを研究の軸とし，現

場に役立つガイドライン・安全マニュアルの作成に取り組

んでいる． 
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2 つのシンポジウムから見た学校保健体育応用研究部会の活動 

学校保健体育応用研究部会 

木島章文（山梨大学） 

 

第１期の３年間につづき第２期を終えることになった.

部会立ち上げの会議に参加して以来だと何年になるかわか

らないぐらいだがそれなりに努力できたと思う. 本年度は

シンポジウムに表立って関わることは控えた. それで一般

口頭発表座長の前に課題 A のシンポジウムを聴講した. 

佐野信子氏（立教大学）は男女共習の重要性を説いてお

られた. 特に男女で括れない性にも「平等」が保障される

べきだとのことだったかと思う. でも, それが体育の本来

的な目的にどう資するのかは分からなかった. 

綿引清勝氏（東海大学）の講演では, 発達障害から肢体

不自由までを含む多様な子どもを包括（インクルード）す

る体育が紹介された. 誰もが参加し楽しむことができるよ

うにルールや用具を adapt させる ; その体制をまとめたイ

ンクルージョン・スペクトラム・モデル（筆者略, ISM）が

紹介され, これを高校授業に取り入れた実例が示された.

そこでは車椅子の生徒さんが健常な生徒さんに車椅子の操

作を教えていた. 車椅子の生徒が周囲に活発に教える. そ

れはお互いが「次に」つなげていく授業であり, 共に学び・

育つ態度を涵養する一つの形である. 学びのアクセシビリ

ティを「公平」にする上で，マイノリティを「受け入れる」

態度だけではなく, その差から互いが「学ぶ」ことの大事

さがよくわかった.  

最後に井谷惠子氏（京都教育大学）の講演があった. 多

様性を政治の道具として扱うのではなく, 各マイノリティ

の視点から考えることが重要である. 体育は男性優位の世

界で, 序列と競争の価値に支配され・規範的性を強制する

世界なのだという. そして体育嫌いにとって競争・技能中

心の体育という教科は脅威である. 氏はその構造的問題が

指導要領とカリキュラムの実態に内在していると指摘した.

現行のカリキュラムには強固な性別二元制がある. これら

が学校に規範として残り, （生徒を含む）人々の中に内面

化される. またあまりに競技に偏った視点は, 本来のスポ

ーツ ; つまり自然との対話, 遊び, 自由なルールが持つ価

値を狭小化する. 縄跳びや駅伝, パルクールなども全てが

競争化されていく. この「本来の」スポーツ排除の構造を

解体するには, 実践者が多様なスポーツを平等に扱い, 選

択の自由を保障する態度が必要だという. 

指定討論者の横山剛士氏（金沢大学）の質問のあと, フ

ロアから出た「多様性を強調すべき一方で, 体育の普遍的

内容とその評価とは何か？」という質問があった. 下線の

井谷氏の問いは, 実は筆者が所属する集まりでも幾度とな

く俎上に登った. これもまた体育の普遍性のかたちなのだ

と思う. 綿引氏が示した学びもしかり, 多様性というキー

ワードを「学術的に」用いることで, 初めて体育の普遍性

が見えてくる. それは数多の領域が寄せ集まったこの学会

が示さねばならない体育の価値だと思う. 演者とフロアの

議論がそういった価値を創出する好い事例だと思った. 

午後から課題 B のシンポジウムが始まった. 山田孝禎氏

（金沢大学）から, 自分のパフォーマンスを含め数多の情

報を可視化する ICT 整備の成果が示された. 時空間的に離

れた他者と情報を共有し, 主体的な学びにつなげられたら

よい. 一例として側方倒立回転の授業にこの環境を導入し

た例が示された. しかし統制群との間には眼に見えるよう

な学習効率の差はなかった. 企業も参入し, これからも情

報はたくさん得られるようになる. でも情報が多く得られ

ればそれだけ上手くなるわけではない ; それは古典的な

運動学習研究からも明らかだ. その一方で, 人（監督・コー

チ）との関わりがやる気を促進する. こうした動機づけも

含めた学習効果を確認していくことが ICT の価値を諮る

ポイントなのだろう. 

清水和宏氏（日本スポーツ振興センターハイパフォーマ

ンスセンター）から, 心身調整技能の育成可能性について

話題提供がなされた. トップアスリートは特定の目的に向

けて望ましい状態に心身を整える. ここで, 幅広い視点と

多様な情報が必要になる. 氏の業務は, 免疫機能を中心と

した競技者の心身調整である. 大事なのは免疫機能そのも

のだけではなく, 実際の免疫活動と主観とを照合する能力

だという. ここがうまくいくと自分の興味で計測・確認作

業が進み, 調整技能が大きく進展する. その過程でも情報

機器が用いられるが, 最終的には「主観」が最も大きな拠

り所となる. こうした知見をライフパフォーマンスに適用

できることを周知すべく, 女子中学生による初潮への適応

を目的とした取り組みがなされた. そこでも客観的な知識

と主観とのバランスが重要との説明があった.  

最後に高橋幸二氏（長崎大学）から, 2 期分の成果をまと

める身体性の考え方が論じられた. 身体は多義的に意味づ

けられる. その中で「保健」体育が捉えるべき身体の意味

とは何か？当然, 精神とは不可分であり, 社会性とも切り

離せない. 具体的な行為主体がその可能性を探索する存在

である. そこには出力だけではなく入力系の機能が必要で，

その総体を身体と考えるべきである. フィジカルリテラシ

ーの概念は清水氏が論じた心身調整の機能に近似していて,

ゆえに一連の取り組みの理論背景となりうるように思えた．

フロアから質問して得た回答から, 教員・指導者自身が自

分の身体と向き合っていることが自律性の育成に極めて重

要であること, そうして日々向き合っている立場から世の

中に散在する情報を収集・要約して学習者に指導すべきで

あることを学んだ. 加えて, そうした「間-身体性」の研究

が, 今後, 文理を貫いて推進されるべきだと思った. 今後

も部会の発展を期待しつつ, 今後はこの場でできた仲間と

一般発表の演者として参加したい.  

 

著者略歴：筑波大学大学院修了. 博

士（体育科学）. 山梨大学教育学部教

授. 様々な個性が創発する集団秩序

の形成過程に興味がある . 写真は

Team& Multi-agent Dynamics 

@Montpellier にて．
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競技スポーツ研究部会 

筒井 香（株式会社 BorderLeSS） 

 

競技スポーツ研究部会では, 「競技力の向上, コーチン

グ力の向上, アスリートを取り巻く環境とシステムの改善

の観点から, 全ての人々を対象とした競技スポーツの発展

に貢献し, ひいては関連する社会問題の解決に寄与する」

というミッションがあり, このミッションに基づいて「競

技スポーツをどのように豊かにするか」という解決すべき

上位課題を設けていました. そして, 今年度, 上位課題解

決に向けて「スポーツ指導者の幸せとは－成長・ウェルビ

ーイング・キャリアを支えるために－」をテーマにシンポ

ジウムを実施いたしました.  

スポーツと聞くと, その主役はアスリートが真っ先に思

い浮かび, 上位課題を解決するためには, アスリートの人

生の豊かさが重要であることは間違いないことではあると

思います. しかし, アスリートだけで良いのか？という問

いが, 競技スポーツ研究部会の会議の中で生じました. ア

スリートを支える側の人生もまた豊かであることが大切な

のでは？という議論がなされた結果, 今年度のシンポジウ

ムでは, 指導者にスポットライトを当ててみよう！となっ

た経緯がありました.  

ここから登壇者の検討に入り, まずは現場で指揮を取る

指導者の方にご登壇いただくことが決まりました. そして

指導者をサポートする役割も果たすスポーツメンタルトレ

ーニング指導士の立場からは筒井が登壇することになりま

した. さらに, 選手本位の「アスリートセンタード・コーチ

ング」を提唱し, コーチディベロッパーの養成に尽力され

ている伊藤雅充先生（日本体育大学）にご登壇を依頼しま

した. どの指導者の方に登壇いただくかは, 部会員で検討

を重ねたのち, 筒井が活動を共にした経験があり, その際

にアスリートの幸せを大切にされていた東京 2020 パラリ

ンピック車いすバスケットボール監督の及川晋平氏（一般

社団法人日本車いすバスケットボール連盟）をお招きし, 

ご登壇いただくことが決定しました. また, コーディネー

ターは森嶋琢真先生（中京大学）にお務めいただくことに

なりました.  

事前の打ち合わせで, 当日の注意点として参加者の皆様

も「アスリートの幸せとは何か？」という視点を持ちやす

いことを念頭に置いて, 本シンポジウムの主役は指導者で

あること, その指導者の幸せについて考える時間であるこ

とを強調していく旨を確認いたしました.  

本シンポジウム本番は, 冒頭にコーディネーターの森嶋

先生から企画の趣旨説明があり, 「本日の時間は, 指導者

の皆様一人ひとりが主役です」という力強いお言葉のもの

とスタートを切りました. そして一人目の及川氏から「車

いすバスケットボールの指導経験を通しての様々な気づき」

と題してご講演をいただきました. 特に, パラスポーツに

おいては, 健常者のスポーツとは異なる特有の課題がある

が, スポーツ科学の研究成果もオリンピックのアスリート

のデータが中心であるため, パラリンピックのアスリート

が参考にして良いのか判断が難しいがものがほとんどであ

るという事実を共有いただき, だからこそ, アスリートと

共に考えることで, 課題を解決するプロセスに指導者とし

ての幸せを見出すことができる, といったお話がありまし

た. また, パラリンピックでのメダル獲得という目標を設

定することは, それを目指すためのプロセスが明確になる

ことから高い機能性があるが, 目標を達成した喜びは一瞬

のもので, 何よりもそれをみんなで目指したプロセスに大

きな価値があるといったお話も聞かれました.  

二人目に登壇した筒井からは, 「心理学に基づく指導者

の抱えるストレスとの付き合い方」と題して, 指導者の抱

えるストレスとの付き合い方について, 自分自身によるセ

ルフマネジメントと他者の存在によるソーシャルサポート

の両側面からのアプローチを示しました. また, ライフキ

ャリアレインボーの考えを紹介し, 指導者以外のキャリア

以外の役割も重ね合わせて持っている一人の人である事実

を指導者もアスリートも自覚する必要性に言及しました.        

三人目の登壇者である伊藤先生からは「アスリートセン

タード・コーチング」と題してご登壇いただきました. ア

スリートと指導者がお互いに自己の成長に責任を持ち, 持

続可能な競技環境を構築するにあたっては, 「アスリート

ファースト」ではなく, 「アスリートセンタード」の考え方

が重要であるという点をご説明いただきました. また, 指

導者にとって「自律性の欲求がどのように充足されている

か」も重要な視点であり, アスリートのニーズに応えるこ

とが指導者自身の意思による選択であれば, 自らの価値を

実感しうるが, 義務感や周囲の期待に応じるだけの行為で

あれば, 自律性はむしろ脅かされる可能性についても言及

いただきました.  

その後, 森嶋先生からパネリストへの質問を皮切りに,

パネルディスカッション, フロアからの質問も大変盛況

であり, 終始活発な議論が行われました. フロアからの

質問の全てにはお答えできないほどの質問があったこと

からも, 本テーマへの関心の高さを感じることができま

した. 競技スポーツに関わる異なる立場のパネリストが

登壇したことで, 領域横断研究部会が目指す分野を横断

した議論が実現したことも, 本シンポジウムの重要な価

値の一つと感じられました. ご尽力いただきました全て

の皆様にこの場をお借りして改めて感謝申し上げます. 

ありがとうございました.  

 

著者略歴：大阪教育大学人間科学専

攻を経て, 奈良女子大学大学院人間

文化研究科を修了し, スポーツ心理

学研究で博士号（学術）取得. 2020 年

に株式会社 BorderLeSS を起業し, 

代表取締役を務める. 現在はスポー

ツメンタルトレーニング上級指導士

として, ジュニアからプロ, オリン

ピック, パラリンピック選手を中心

に, 心理支援およびキャリア支援を行う. 
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生涯スポーツ研究部会シンポジウムの報告 

田中美吏（武庫川女子大学） 

 

学会から生涯スポーツ研究部会に提案されているミッシ

ョンである「生涯スポーツ社会の実現に向けた環境と施策

をめぐる課題を検討し，その未来展望を描く」の達成に向

けて，解決すべき【課題 A】として「ライフステージに応

じた「スポーツの価値」とは？」，【課題 B】として「学際

的分野を有する生涯スポーツがもたらす社会貢献とは？」

の課題設定がなされています．私が携わっている【課題

A】ではこのミッションを受けて，昨年度の学会大会（第

74 回大会＠福岡大学＋オンライン）において，「なぜ，い

ま「スポーツの価値」を問うのか？－次代に向けたスポー

ツ：変わる魅力・変わらない魅力－」をテーマとしたシン

ポジウムが開催されました．そのシンポジウムでは，キッ

クオフ的に今一度「ライフステージに応じたスポーツの価

値」を様々な領域の視点から幅広く見つめ直し，今年度以

降のシンポジウムに収束的に発展させていくことを目標と

しました． 

 このような経緯のなか，今年度のシンポジウムの企画立

案に対して，生涯スポーツ研究部会の【課題 A】担当の委

員の先生方と計 3 度ほどのオンラインミーティングが行

われました．オンラインミーティングにおいては，専門領

域が異なる委員同士で企画立案を求められる中，とても協

力的，効率的，建設的なミーティングであったことが特に

印象に残っています．昨年度のシンポジウムを発展させる

形でどのような今年度のシンポジウムのテーマを設定する

かがミーティングにおける主題でした．昨年度の総論的な

シンポジウムに何らかの方向性を持たせて議論を収束させ

ていくには，次代を担う「子どものスポーツ」をテーマと

したシンポジウムを開催することで，長期目線での将来的

な繋がりに貢献できるとのアイデアが生まれました．そし

て，『「多様化するスポーツ」の価値を再考する―子どもの

スポーツの未来―』のシンポジウムテーマの設定に至りま

した． 

 本シンポジウムは大会 2 日目（8 月 28 日（木））の 10

時 10 分～12 時 10 分までの 2 時間枠で開催され，大教室

が満員になるなかで行われました．本シンポジウムのコー

ディネーターを務められる中野貴博氏（中京大学）による

企画意図の説明では，少子化で運動をする子どもの絶対数

が減っているなか，純粋に運動をする子どもを増やしたい

という強い想いが伝えられました．そのためには競争や強

化に重きが置かれる体力や運動の価値の再考を要し，その

ためのサジェスチョンに繋がる 3 名のシンポジストの紹

介がなされました．そして，子ども自身の運動に対する好

き嫌いだけではなく，子どもの運動を誘発するための「家

庭」「学校」「地域」のあり方について考える形で，2 時間

のシンポジウムが進捗していきました． 

香村恵介氏（名城大学）の話題提供では，『子どもの運

動を支える「親子の三間」―家庭と地域の実態とその展望

―』のタイトルで，まずは子どもの運動実施や好き嫌いの

実態，親の余暇時間や収入などのその背後にある「家庭」

の要因についての調査が紹介されました．その改善に向け

て，「親子の三間」（空間，時間，仲間）を構築してための

方策として，経済状況に左右されずに子どもの運動の機会

を増やすための親の意識啓発，親子ともに体を動かせる時

間や場所（自宅でも）を作ること，ママ友やパパ友の繋が

りなどの地域の仲間の大切さなどが提案されました． 

 佐藤善人氏（椙山女学園大学）の話題提供では，『なぜ

ランニングの授業は不人気で，生涯スポーツにつながらな

いか』のタイトルで，子どもにとって不人気な運動の代表

格であるランニングを取り上げ，ランニング嫌いを助長す

る 1 つの要因として「学校」に着目した発表が行われま

した．佐藤氏自身のランニングの楽しみ方，体育科の学生

でも 60%以上はランニング嫌いであるという実態，持久

走や長距離走に関する学習指導要領の内容がランニング嫌

いを助長する授業運営に繋がること，運動者の自己決定を

取り入れることで快感情やランニングの意義の認知が高ま

ることなどの話題が展開されました． 

 永田厚氏（特定非営利活動法人スポーツコミュニティー

磐田・ポーラスター）の話題提供では，『スポーツの原点

に立ち返る―遊びを通じた地域クラブの取り組み―』のテ

ーマで，スポーツクラブ POLAR STAR の活動方針や活動

内容を交えながら，暴力・暴言や勝利主義，過度の練習を

脱却した「地域」でのスポーツクラブの取り組みが紹介さ

れました．①ずっと Enjoy（一生楽しむ），②みんな Play

（全員出場），③誰でも Join（多様性と個性を大切に）の

方針の下，活動内に夢中になる遊びを取り入れることで自

然と競技力が育まれる潜在学習が生じること，親子対等な

意識が育まれることで心理的安全性が高まること，もっと

やりたい・勝ちたいという思考の芽生えから他クラブに移

籍する子どもや遊びの導入に親の理解を得られないことで

退会者もいることなどの問題点も交えての報告がなされま

した． 

 3 名のシンポジストの発表後には 30 分の総合討論の時

間が残されました．その中では，幼少期の運動の楽しみを

周囲がどのようなアプローチをすれば良いか？，働く女性

が運動時間を増やすのにはどうすれば良いか？，本シンポ

ジウムと Physical リテラシーとの関連はどのように考え

られるか？，家庭環境の影響されずに運動していない子ど

もがどうすれば運動時間を確保できるようになるか？，父

母の疲弊で家庭での対応が難しい場合，それを補うために

地域でエネルギーに余力があり，子どもの運動の支援に興

味があるのは誰か？，過疎化地域ではどのように本シンポ

ジウムの内容を実現できるか？などの多く質問からの有益

な議論が繰り広げられ，盛会で幕を閉じました． 

 

著者略歴：広島大学大学院生物圏

科学研究科の身体運動心理学研

究室にて博士（学術）を取得．帝

塚山大学，福井大学を経て，現在

は武庫川女子大学健康・スポーツ

科学部に勤務．プレッシャーやイップスに関するスポーツ

心理学研究に取り組む．日本スポーツ心理学会認定スポー

ツメンタルトレーニング上級指導士． 
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健康福祉部会の活動報告 

樋口貴広（東京都立大学） 

 

「健康福祉」部門は，応用研究部会 5 部門の中で唯一，

そのタイトルに「体育・運動・スポーツ」の用語を含まな

い部門である．そうした理由もあり，表面的には体育心理

とのつながりが見えにくい部門ともいえる．私は本部門に

おいて，第 1 期 3 年ならびに第 2 期 2 年，計 5 年間にわた

り，本部会委員を担当した．本稿では，今年度の学会の内

容に加えて，5 年間全般の状況についても概観する． 

この部門では，「健康の保持増進及び福祉社会の実現につ

ながる身体活動や体育・スポーツに関する科学的エビデン

スを蓄積し，それに裏付けられた健康福祉対策の具現化に

向けた取り組みを行う」ことをミッションとしている．第

2 期は 2 つの上位課題を設けている．課題名を見てわかる

ように，2 つの上位課題は，対象者層で区分けしており，

基本的には同じ内容で構成されている． 

【課題Ａ】：成熟期以降の健康福祉に対して身体活動・運動・

スポーツはいかに貢献するか（以下，成熟期の健

康福祉） 

【課題Ｂ】：子ども・青少年の健康福祉に対して身体活動・

運動・スポーツはいかに貢献するか（以下，こど

もの健康福祉） 

シンポジウムは，各対象者層を意識して魅力ある内容が

構成されたと考えている．課題 A のテーマは，「フレイル

研究最前線―体育・スポーツによる身体的・心理的・社会

的フレイル予防―」であった．課題 A では，昨年度の課題

（フレイル研究最前線：体育・スポーツの貢献）とあえて

主題を同じとし，2 年間にわたる展開を見せる構成とした．

課題 B のテーマは，「こどもまんなか社会での健康・福祉

を考える―誰一人取り残さない，身体活動・運動・スポー

ツ―」であった．子どもを誰一人取り残さず健やかな成長

に寄与する健康・福祉について，JDEI（Justice, Diversity, 

Equity, Inclusion）の観点から，障害児と性別に焦点を当て

たシンポジウムが企画された．いずれのシンポジウムも，

2 時間で 4 名の話題提供がなされた．参加者数は，課題 A

が約 100 名，課題 B が約 170 名であった．残念ながら，本

年度は昨年度と同様，体育心理学領域の登壇者はゼロであ

った． 

一般発表者数は，課題 A が 4 年代，課題 B が 5 演題であ

った．これは，昨年度の発表者数と比べると（課題 A が 7

演題，課題 B が 15 演題），かなり少ない発表数であった．

また，体育心理学関係からの発表は課題 A の 1 演題のみで

あった． 

本年度は第 2 期が終了し，新たに第 3 期が始まるという

ことで，引継ぎ会議が実施された（大会第 1 日，12－13 時）．

会議では，以下の議題について話し合われた． 

 

１．応用（領域横断）研究部会の活動について 

２．2025-2026 期 部会長の選定について 

３．2025-2026 期 上位課題の設定について 

 

最後に，私なりにこの 5 年間で感じたことを総括する．

今年度の 5 つのテーマ別研究発表の研究発表数を比較する

と，健康福祉の 9 は，他のテーマと比べてかなり少ない（ス

ポーツ文化：18，学校保健体育：43，競技スポーツ；29，

生涯スポーツの 21）．これまでも健康福祉における発表数

は他のテーマと比べて少なかったが，今年度の少なさは突

出した傾向にある．このテーマの学会ニーズなどを見直す

時期にあると感じている．こうした状況も相まって，過去

5 年間，体育心理部門からの発表数は，多くても 1－2 演題

と少なかった．体育心理学専門領域でのポスター発表数が

他の専門領域よりも多いこともあり，テーマ別の発表を選

択する傾向自体が少ないのかもしれない．幸い，シンポジ

ウムへの参加者数自体は比較的多い傾向にあり，体育心理

分野との親和性が感じられる．いったんはこの動向を維持

しつつ，さらに体育心理部門の会員にとって魅力的な内容

にするにはどうしたらよいかを模索していく必要がある． 

第 3 期より，尼崎光洋氏（愛知大学）が部会員として就

任する．新たなリーダーシップのもと，本部門，ならびに

本学会がさらなる飛躍を遂げることを願っている． 

 

著者略歴：東北大学文学研究科修

了，博士（文学）．日本学術振興会

特別研究員，ウォータールー大学

（カナダ）客員研究員などを経て，

2015 年より現職．専門は実験心理

学．運動制御を支える知覚・認知的

な情報処理過程に着目した研究を

行っている．主な著書に，「身体運

動学：知覚・認知からのメッセージ」

（2008，三輪書店），「運動支援の心理学：知覚・認知から

のメッセージ」（2013，三輪書店），「姿勢と歩行：協調から

ひも解く」（2015，三輪書店），「研究的思考法：思いを伝え

る技術」（2019，三輪書店）などがある． 
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応用（領域横断）研究部会テーマ別発表 文化研究部会 演者報告 

山田弥生子（追手門学院大学） 

 

2025 年 8 月 27 日から 29 日に日本体育大学で開催され

た日本体育・スポーツ・健康学会第 75 回大会に於いて, ス

ポーツ文化研究部会テーマ別発表【課題 B】「継承されてき

たスポーツ文化を問い直す」にて口頭発表いたしました.  

「スポーツ場面におけるライフスキル形成環境の可視化－

共起ネットワークによる関与人物の検討－」というタイト

ルで, スポーツ活動を通じて形成されるといわれるライフ

スキルの構成要素ごとに, その形成に関与する人物を検討

した研究について発表いたしました. ライフスキルとは

「日常生活の中で生じるさまざまな問題や要求に対して, 

建設的かつ効果的に対処するために必要な能力」（WHO, 

1997）と定義され, ウェルビーイングや社会的健康に関連

し（Steptoe & Wardle, 2017）, コロナ禍におけるストレス

反応緩和効果も報告されています（山田ほか, 2022）. 固有

のものではなくトレーニング可能な能力であり（島井, 

2009）, スポーツはライフスキル教育に適した環境である

と報告されており（Gould & Carson, 2008）, スポーツを教

育のツールと捉え, スポーツを活用したライフスキル教育

は実行可能性が高いといえます. しかし, スポーツ参加そ

のものではなく, 環境, 特に指導者やチームメイト, 保護

者がつくる雰囲気が重要な鍵だと指摘されています（Bean 

& Forneris, 2017; Dorsh et al., 2020）. また, ライフスキル

は複合的な概念であり, 同時に複数のスキルの形成を促す

ことは非現実的です（島本, 2018）. つまり, ライフスキル

教育プログラムの開発, 運用には, ライフスキルのどのス

キルに焦点を当てるのか, そしてそのスキルの形成に適し

た環境であるかを評価するための基礎的知見が必要と考え

られます. そこで本研究では, ライフスキル構成要素ごと

の関与人物を探索的に検討することを目的としました. 

 関西のスポーツ系大学の学生アスリートを対象に二時点

で調査を実施し, 180 名（男性 105 名、女性 75 名）から回

答を得ました. 2020 年 10 月に調査 1 を実施し, 「大学生ア

スリート用ライフスキル評価尺度」（島本ほか, 2013; 以下

「ライフスキル尺度」）に回答を求めました. 本尺度はスト

レスマネジメント, 目標設定, 考える力, 感謝する心, コ

ミュニケーション, 礼儀・マナー, 最善の努力, 責任ある行

動, 謙虚な心, 体調管理の 10 因子で構成されています. 結

果をフィードバックしライフスキル及びライフスキル尺度

の各因子の内容について解説を行った後, 2020 年 11 月か

ら 2021 年 2 月に調査 2 を実施しました. 調査 2 では「○

○のスキルが身についた、または向上したと思うエピソー

ド、経験を具体的に述べてください。」という教示文のもと, 

ライフスキル尺度の因子ごとに, 「いつ」, 「どこで」, 「誰

と・誰から」, 「どんな出来事、どう感じたか、その後」と

いう回答形式を用い, 自由記述で回答を求めました. なお

今回は「誰と・誰から」についてのみの発表でした. 計量テ

キスト分析のひとつである共起ネットワーク分析を用いま

した. この分析は出現パターンが似通った語, つまり共起

の程度が強い語を線で結んだネットワークを作成する手法

（樋口, 2014）です. 本研究では出現回数が 20 回以上, 関

連の強さを示す Jaccard 係数が 0.1 以上の語を分析対象と

しました.  

分析の結果, 目標設定, 最善の努力, 謙虚な心は「指導

者」,礼儀・マナーは「指導者」及び「先輩」, ストレスマ

ネジメントは「同期」及び「友達」, コミュニケーションは

「チーム」及び「チームメイト」, 体調管理は「自分」及び

「チームメイト」, 感謝する心は「親」が共起の程度が強い

語として抽出されました. なお, 考える力と責任ある行動

については抽出されませんでした.  

本研究の結果から, ライフスキルの構成要素ごとにスキ

ル形成に関与する人物が異なることが示唆され, 目標設定, 

最善の努力, 謙虚な心といった個人内スキルは指導者によ

る指導が, コミュニケーションのような対人スキルはピア

学習や集団学習が効果的である可能性が示されました. こ

の結果から, 効果的なプログラムには目的とするスキルに

応じた設計が必要であると考えられます.  

応用（領域横断）研究部会は「専門領域を横断する実践

的な研究活動の推進を図るために体育学会（当時）の新た

な研究組織」（日本体育・スポーツ・健康学会第 75 回大会

ホームページ）として設置され, 第 71 回大会から実施され

ているテーマ別研究発表はシンポジウムと併せて学会大会

の中心に据えられています. アスリート支援や現場への知

見還元には, スポーツ科学の他領域との連携が不可欠です

が,日常の研究活動では, 意図的に領域を超えた情報収集

をしない限り領域内に閉じがちで, 他領域の発表に触れる

機会は多くありません. 応用（領域横断）研究部会のテー

マ別発表やシンポジウムは領域を超えた貴重な接点であり, 

本大会でも, 多様な専門分野の参加者が来聴してくださり, 

直前の発表も全く異なる領域であったことから, 越境的な

議論が促進されたと感じています.  

末筆ながら私事にて恐縮ですが, 2024 年 3 月に出産し, 

同年 10 月より現職に着任して研究活動を再開いたしまし

た.乳児期は宿泊を伴う学会参加が時間的・経済的に困難と

考えておりましたが, 本学会では 2023 年 12 月の理事会決

定により託児利用料が無料化され, おかげさまで前述のよ

うな発表の機会を得て, 前職の同僚をはじめ多くの皆様と

対面で議論することができ, 深く感謝申し上げます. 今後

もこのような環境整備が一層進み, スポーツ科学分野にお

いて育児期の研究者, 特に母研究者が活躍できる機会が広

がることを願っております.  

 

著者略歴：上智大学比較文化学部卒

業後、宝酒造株式会社に入社。在職

中よりチアリーディングコーチと

して活動。その後「脱サラ」をして

大学院に進学。大阪体育大学大学院

スポーツ科学研究科博士後期課程

修了。博士（スポーツ科学）。日本体

育大学体育学部助教、タイガーモブ

株式会社プログラムディレクター

を経て現職。日本スポーツ協会公認コーチ 3（チアリーデ

ィング）、コーチデベロッパー． 
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タグラグビーのルールをやさしく学習できるゲーム型教材の提案 

鈴木利也（小松市ラグビーフットボール協会） 

 

2025 年 8 月 27 日(水)～29 日(金)にかけて，日本体育大

学にて開催された日本体育・スポーツ・健康学会第 75 回大

会の 2 日目にテーマ別研究発表の学校保健体育研究部会

【課題 B】において，「タグラグビーのルールをやさしく学

習できるゲーム型教材の提案」という演題で口頭発表しま

した．発表内容および質疑応答についてご報告させていた

だきます． 

１．発表内容 

タグラグビーはボールをもって走ったり，後ろの味方に

パスをしてボールをつなぐという技術的にはシンプルで運

動量が豊富なことから，運動が苦手な子も活躍できるとよ

く言われています．しかし，地域の大会に参加する小学校

チームはどちらかというと減少傾向であり，学校の先生に

尋ねると，「ラグビー特有のスローフォワードやオフサイド

ルールが難しく，どのように教えればよいのかよくわから

ない」といった意見をよく聞きます．また，研究論文や研

究授業を検索すると攻守タイム制や得点エリアを区分する

など簡易化されたゲームが多いようです．タグラグビーは

なぜ難しいのか？そのことを検証するために，タグラグビ

ーのゲームができるまでにどのようなスキルを学習しなけ

ればならないのか？また，知られている教材だけでこれら

のスキルを学習できているのかを検証してみることにしま

した． 

検証の手順として，まず，タグラグビーの動きをモデル

化し，プレイヤーの役割を定義付けしました．（下図） 

そして，その役割に必要なスキル・学習目標を設定し，

授業づくりにおいて，市販の教材などを配置してみました．

配置してみると，「ボールを持っている人の前に位置しない

人の動き」の学習は，よりゲームに近いかたちで少人数の

グループで学習したいと考えましたが，そうした教材が見

当たらなかったので新たに少人数のグループで学習できる

ゲーム型教材「じゃんけん１対１」「じゃんけん２対１」「じ

ゃんけん３対３」のミニゲームを開発することにしました． 

この授業づくりの成果を単元の後半で実施した５対５タ

グラグビーゲームでタグラグビーが難しいとされているス

ローフォワードやオフサイドの反則の出現率がどうであっ

たかを検証してみることにしました．対象は石川県能美市

Ａ小学校 4 年生 34 人．2025 年 5 月 21 日～6 月 5 日まで

計 8 時間．５時間目からの５対５タグラグビーゲームをビ

デオ撮影し，ゲームの動線図を作成して分析しました． 

観察ゲーム数 13（1 試合 3 分 1 本），攻撃ユニット数 75，

パス回数 240，タグ回数 135 のうち，スローフォワードは

1 回のみで出現率は 0.4％，オフサイドの反則は 6 回で 4.4％

でした．この結果から，スローフォワードやオフサイドル

ールはほぼ理解してプレーしていたと考えられます． 

一方で，オーバーステップ（タグをとられてから３歩以

内を目安に止まるかパスができなかった反則ルール）が 47

回で出現率 34.8％，ラインタッチも 13 回で出現率 17.3%

となっていました． 

タグラグビーはフリーパスやタグ後のオフサイドルール

によって攻撃のスペースが保証されたゲームであると言え

ます．オフサイドルールの理解のもと，「タグ後にこそチャ

ンスあり」を考えたくなるもっとわかりやすい教材づくり

ができれば，オフサイドやオーバーステップ，ラインタッ

チの出現率が下がり，パスやタグ回数がもっとアップする

面白いゲーム展開，魅力ある授業づくりが期待できるので

はないかと考えています． 

２．質疑応答 

－ タグラグビーとサッカーやバスケットボールとの違い

は何か？ 

タグラグビーはフリーパスやオフサイドルールによって，

サッカーやバスケットボールのようなボールの争奪がなく，

攻撃の学習がしやすい教材であると考えている． 

－ ５対５のゲームをするまでの過程は適当か？ 

ルールを十分に学習しないまま５対５のゲームをすると

どうしても運動の得意な子にフォーカスされがちで，本研

究では「じゃんけん１対１」から「じゃんけん３対３」を

学習する過程で運動が苦手な子は自信をもつための時間，

運動が得意な子はサッカーやバスケットボールとは動きが

違うことを学習する時間として有効であったと考えている． 

－ 「じゃんけん３対３」は結局攻撃中心の学習になってい

るのではないか？ 

 守備の学習は攻撃があっての学習でしかやりようがなく，

いままで「ボールを持っている人の前に位置しない人の動

き」を学習する教材がなかったことを考えるとこれがある

ことで児童の５対５タグラグビーゲームへの転移がスムー

ズにできたのではないかと考えている．もっとわかりやす

い教材はこれからも研究していきたい． 

 

著者略歴：金沢大学大学院人間社会環

境研究科（博士前期課程）地域創造学

専攻修了．小松市ラグビーフットボー

ル協会理事長，石川県ラグビーフット

ボール協会副理事長．主に小中学校体

育向けのタグラグビー授業の研究を

進めています． 

 

 

 

 

最大防御境界面の最初の突破を試みる（あるいはヨ
コか後ろの味方にパス）

次の突破のための準備をする（常にパスをもらえる
位置にいる）

ボールを持っている人

ボールを持っていない人

攻撃側

ボールを持っている人の前に位置する人

ボールを持っている人の前に位置しない人

ボールをもっている（突破を試みる）人のタグをと
ることを試みる

次の突破を試みる人のタグをとるための準備をする
（攻撃側のそれぞれの人の前に位置する）

守備側

プ
レ
イ
ヤ
ー
の
役
割
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演者報告 

スポーツチームで実施するメンタルヘルスリテラシー教育プログラムの開発 

～スポーツ現場へのメンタルヘルス教育導入に向けて～ 

小塩靖崇（東京大学） 

 

2025 年 8 月 27－29 日（東京）に開催された日本体育・

スポーツ・健康学会第 75 回大会において口頭発表をいた

しました． 

背景 近年, アスリートのメンタルヘルスの重要性は国内

外で広く認識されていますが, 教育機会は依然として限ら

れ, とりわけチーム現場で学ぶ仕組みは不十分です. アス

リートは一般集団と同等あるいはそれ以上の頻度でメンタ

ルヘルス不調を経験する一方（Gouttebarge V, et al. 2019; 

Ojio et al., 2020）,「一人で何とかすべき」「専門家にはか

かりたくない」といった価値観や文化的背景から, 必要な

支援を利用しない傾向があります（Ojio et al., 2021）. 援

助希求行動が抑制される背景には, 制限的な男性性規範や

心理的安全性の低さといった社会文化的要因があると考え

られます（Ojio et al., 2025）. こうした課題に対し, 国際オ

リンピック委員会（IOC）は 2021 年に Mental Health in 

Elite Athletes Toolkit を公開し, アスリートだけでなく指

導者やスタッフを含む包括的教育の必要性を示しました. 

日本語版は 2022 年に公開され, 国内で実装が求められま

す. 本研究では, 引退後アスリートが講師となり, チーム

単位で実施可能な短時間の教育プログラムを開発・導入し, 

その効果を検証することを目的としました. 

方法 

対象とデザイン 国内の競技スポーツチーム 2 チーム（バ

ドミントン・バレーボール, 計 34 名, 平均年齢 21.4 歳, 女

性 100%）を対象としました. プログラムはメンタルヘル

ス研修を受けた引退後アスリート 2 名とメンタルヘルス専

門家（筆者）が実施しました. デザインはプレ・ポスト・2

か月後フォローアップの縦断測定とし, 評価指標は以下の

通りです.  

- メンタルヘルスの知識（MHL）：12 項目（0–48 点） 

- 心理的安全性（SPSI）：11 項目（0–44 点） 

- 援助希求意図：「こころの不調を感じたとき, 専門家に

相談しますか？」に対する回答 

- 精神的健康状態（APSQ）：10 項目（10–50 点、17 点以

上をカットオフ） 

統計解析は線形混合モデルおよび一般化線形混合モデルを

用い, 時間効果・群効果・交互作用を検討しました.  

プログラム内容 訪問型セッション（60 分＋Q&A30 分）

で, 「試合時のメンタルの整え方」「心の健康とパフォーマ

ンス」「メンタルヘルス不調の実態」「セルフケアと支援活

用」を扱いました. 教材にはスライド・動画・ワークを用い, 

Toolkit をベースとした資料を配布しました. 狙いは, 知識

向上と対話を通じた心理的安全性の醸成です.  

結果 

メンタルヘルスの知識（MHL） 時間効果は有意で（χ²

(2)=29.4, p<.001）, 全体として得点が上昇しました. 効果

量は Pre–Post で dz=0.72, Pre–Follow で dz=0.65 と中等度

以上の改善が認められました. APSQ 高群では Pre–Post で

dz=1.21 と大きな効果がみられ, APSQ 低群でも Follow ま

で効果が維持されました（dz=0.6–0.7）.  

 

心理的安全性（SPSI） 時間効果は有意で（χ²(2)=28.6, 

p<.001）, Pre–Post で dz=0.65, Pre–Follow で dz=0.59 と

中等度の改善が観察されました. APSQ 高群は即時効果が

大きく（dz=0.72）, APSQ 低群はフォローアップ時に比較

的高い水準を維持する傾向が示されました.  

援助希求意図 41%→53%→50%と増加傾向を示した者の, 

時間効果（χ²(2)=1.37, p=0.93）、群効果（χ²(1)=0.02, 

p=0.98）, 交互作用（χ²(2)=0.09, p=0.96）いずれも有意

ではありませんでした.  

精神的健康状態（APSQ）の役割 APSQ スコアは教育効

果を修飾する因子として機能しました. 高群は「自分事化」

が促進されやすく即時効果が大きい一方, 低群は安定的に

改善を維持する傾向がみられました. 教育効果は個人の状

態によって異なる可能性が示唆されました.  

 

考察 今回の教育プログラムは, 短時間でもメンタルヘル

スの知識と心理的安全性を高めることが示されました. 一

方, 援助希求意図には有意な変化は見られず, 行動促進に

は個人教育に加え, チーム全体や組織的ケア体制の整備が

必要と考えられます. 意義は以下の 3 点です.  

1)現場実装の可能性：短時間かつ引退後アスリート主体の

教育は競技現場に導入しやすいこと 

2)個別最適化の必要性：精神的健康状態を考慮したプログ

ラム調整が有効である可能性 

3)包括的展開の方向性：選手個人に加え, 指導者やスタッ

フを含むチーム全体を対象とした教育が援助希求行動促進

に不可欠であること 

なお, サンプル数が限定的（n=34, 女性競技のみ）, 追跡期

間が 2 か月と短期であった点は本研究の限界です. 競技種

目や性別を拡大し, より大規模かつ長期的に効果を検証す

る必要があります. 本プログラムはアスリート主体の学び

を促す実践的モデルとしての有効性を示し, スポーツ現場

におけるメンタルヘルスケアの社会実装を進める一助とな

りうると考えられます.  

 

著者略歴：小塩靖崇（おじお やすた

か）東京大学大学院総合文化研究科 

ス ポ ー ツ 先 端 科 学 連 携 研 究 機 構

（UTSSI）特任講師. 看護師・保健

師, 博士（教育学）. メンタルヘルス

教育と健康行動科学を専門に, メン

タルヘルスリテラシー教育・心理的

安全性・援助希求行動の研究と実践

を行っている. スポーツや学校での包括的ケアシステムの

開発と社会実装を目指している．
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バーチャルリアリティを用いた簡便な歩行分析システムの精度検証 

―高齢者の歩行支援への応用を目指して― 

脇 遼太朗（東京都立大学） 

 

2025 年 8 月 27－29 日の期間に開催された日本体育・ス

ポーツ・健康学会第 75 回大会の健康福祉研究部会の企画

で開催されたセッションにおいて口述発表をさせていただ

きました．今回，演者報告の機会をいただきましたので，

発表内容および質疑応答について報告いたします． 

近年，高齢者の転倒は社会的な問題になっており，転倒

を予防するために様々な側面から研究が行われております．

その中で，私は安全な移動に重要であると考えられる歩行

中の進路認識に着目しております．人は歩行する際に少し

先の情報を未然に認識することで転倒や衝突などを防ぎ，

安全な歩行につながると言われております．一方で，いく

つかの研究で高齢者は歩行中に足元を注視するということ

が報告されており，この方略は歩行中の進路認識を困難に

させてしまう可能性があると考えられております． 

私たちの研究室では，バーチャルリアリティ（VR）技術

を用いて歩行中の進路認識特性を評価する課題を開発して

きました．今まで歩行中の進路認識を評価する手法として

は視線計測が一般的でありましたが，視線を向けている先

を認識しているかを明らかにはなっておりませんでした．

そこで私たちは，歩行路に等間隔で配置した 3 色の四角形

のうち，指定された 1 色を連続で踏み続ける課題を，VR 

上で再現した VR-MTS 課題を開発しました（図 1：左）．

VR 技術を用いて歩行中に 1～3 列先の四角形を白色に隠

蔽すると，若齢者は２列先までの隠蔽に対しては正確に認

識できることが明らかになるなど，歩行中の進路認識を定

量的に評価することが可能となりました． 

このように，VR-MTS 課題を用いることで歩行中の進路

認識の評価が行えることが明らかになりましたが，VR-

MTS 課題にはステップ動作を行う上で必要な足部のアバ

ター投影や，課題中の遂行時間や頭部屈曲角度（足元注視

の指標）を測定する上で三次元動作解析装置が必要であり，

やや測定環境の制約があるシステムでありました．そこで，

私たちは VR 機器のトラッキング機能を用いて，VR 機器

とノートパソコンのみで VR-MTS 課題が行える簡便な歩

行分析システムを開発しました．このシステムは，頭部の

VR ゴーグルに加えて両足部に付属のコントローラを装着

することで，アバターの投影や頭部・足部の動作解析が行

えるシステムとなっております（図 1：右）．このシステム

を用いることで，測定場所に依存せず VR 課題を実施する

ことが可能となりましたが，このシステムの測定精度につ

いてはまだ検証されていないため，本研究では開発した簡

便な歩行分析システムの測定精度を三次元動作解析装置を

比較する形で検証することとしました． 

10 名の若齢者へ実験に参加していただき，VR-MTS 課

題中の課題遂行時間と頭部屈曲角度を三次元動作解析装置

と簡便な歩行分析システムで測定し，両条件の測定値の誤

差（平均絶対誤差）と類似性（相関係数）を算出したとこ

ろ，簡便な歩行分析システムで算出した課題遂行時間と頭

部屈曲角度は誤差が少なく類似性が高い結果となりました． 

本研究の結果より，私たちが開発した簡便な歩行分析シ

ステムは三次元動作解析装置に近い測定精度であることが

明らかになりました．本研究で開発したシステムは，これ

まで数千万規模の装置を使って測定していたものを，30 万

程度のコストで測定できるため，複数台の測定システムを

同時に使用することが可能となりました．さらに，実験室

にこだわらず様々な場所で実験の実施とデータ分析が可能

となったため，地域の高齢者が集まる体操教室などにシス

テムを持参し，その場で測定・フィードバックが可能とな

りましら．また，本システムは投影する VR 映像を様々な

種類へ変更することも可能であるため，高齢者への歩行支

援にとどまらず，スポーツ・リハビリテーションなど多様

な分野での応用も可能となりました． 

 

図 1. VR-MTS 課題（左） 簡便な歩行分析システム（右） 

 

発表後にはフロアの先生方から，測定指標の選定理由，

VR 環境下の Delay（動作遅延），なぜ AR（拡張現実）では

なく VR を使用したのか，高齢者の転倒に関連する他の要

因についてなど大変貴重な質問やご意見を頂戴しました．

また，発表後も多くの先生方と開発したシステムの応用方

法について議論を行う機会もいただきました．いずれ内容

も重要かつ示唆的であり，今後の研究に役立てられるよう

検討を続ける必要性を感じました．こうした貴重なご意見

を頂くことができ，改めて学会発表の重要性を実感するこ

とができました． 

 

著者略歴：北里大学医療衛生学部リ

ハビリテーション学科理学療法学

専攻卒業．東京都立大学大学院人間

健康科学研究科博士前期課程終了．

現在，東京都立大学大学院人間健康

科学研究科の博士後期課程に在籍．

VR 技術を用いた運動制御に関わる

知覚・認知の特性に関する研究を行

っている． 
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インセンティブが投球課題時のリスクテイキングに及ぼす影響と関連する心理特性の検討 

上野壮士朗（筑波大学・院） 

 

この度，2025 年 8 月 27 日～29 日に開催されました，日

本体育・スポーツ・健康学会第 75 回大会において，ポスタ

ー発表をさせていただきました．その際の発表および質疑

応答の内容について，寄稿の機会を賜りましたので，僭越

ながらご報告申し上げます． 

本学会では，運動の結果に伴う報酬や損失といったイン

センティブがリスクテイキングに及ぼす影響と，関連する

心理特性を検討した研究について発表を行いました．スポ

ーツの試合では，スコアでリードすると慎重でリスク回避

的な選択が増え，ビハインドでは勝負に出るリスク志向的

な選択が増えると報告されています（Yang & Zhao, 2023）．

しかし，どの程度リスク回避的，志向的になるのか，その

程度は十分に定量化されていません．プロスペクト理論に

よると，ヒトは利益より損失に敏感で，損失を避ける選択

に傾きやすいとされています（Kahneman & Tversky, 1979）．

つまり，行動の内容は一緒でも，「報酬獲得を目指すのか」

それとも「損失回避を目指すのか」で，感じる価値やリス

クの知覚が変わります．この違いが実際の運動にどれほど

現れるか，十分に検証されていると言えません．また，価

値判断やリスクの知覚，そして実際の意思決定や行動は，

ヒトによって様々です．そこで本研究では，インセンティ

ブがリスクテイキングに及ぼす影響と，関連する心理特性

を明らかにすることを目的として検証を行いました． 

実験対象者 8 名は，台形の得点フィールドに向かってボ

ールを下手投げで投球し，落下した地点の得点を獲得また

は損失しながら，20 回の試行で得点を最大化することを目

指す課題を行いました．課題は

3 条件でした：①報酬のみ与え

られる条件（Reward Condition: 

RC），②損失のみ与えられる条

件（Loss Condition: LC），③報

酬と損失がともに与えられる

条件（Mixed Condition: MC）．

全ての条件とも，奥を狙えば大

きな報酬を獲得，または大きな損失を回避することができ

ますが，奥につれて横幅が狭くなるため外れてしまうリス

クも大きくなる課題でした．課題の開始前に対象者は，①

MSRS (The Movement-Specific Reinvestment Scale, 川端・

今中, 2019：動作への再投資傾向を評価)，②GSES (The 

General Self-Efficacy Scale, 板野・東条, 1986：一般性自己

効力感を評価)に回答しました． 

結果としては，RC と LC 間のリスクテイキングに有意

傾向の差が見られ，RC よりも LC でリスクを回避し，MC

で最もリスク回避的になりました．また，MSRS の下位項

目である CMP（動作過程への再投資傾向）とリスクテイキ

ングに有意な相関が見られました．これらの結果は，プロ

スペクト理論における損失回避性で説明されるように，運

動の結果に基づいて得点を取る，または失点を回避すると

いった場合においても，報酬よりも損失を回避する傾向が

強い可能性を示しました．また，どのように身体が動いて

いるかチェックする傾向が強い人ほど，リスクを回避する

傾向があるといった心理特性と関連する可能性も示唆され

ました． 

先生方，並びに大学院生からいただいたご質問から 2 点

取り上げさせていただきます． 

最も多くご質問をいただいたのは，「なぜこのような実験

課題を設定したのか」についてです．実験課題を作成する

にあたって主に以下 2 点のことを満たすよう努力しました． 

1 点目は，実際のスポーツに近しい動作を用いることです．

従来の研究では，機械のハンドルを用いたリーチングや，

指でタッチするような運動課題が多く用いられてきました．

しかしながら，単純な動作ではスポーツの実動作における

動きの不確実性を十分に再現できず，応用可能性に欠ける

ことを懸念したため，本実験課題のようなボールを用いた

下手投げによる運動を採用しました．2 点目は，過度にリ

スクを取りすぎると損失を被る仕様にすることです．野球

の投球や，テニス・バレーボールのサーブ，サッカーのシ

ュートなど，境界線（ストライクゾーンやコートのライン，

ゴールなど）の外は全くの無報酬となる競技が多数存在し

ています．これらのような競技に一般化されるような知見

になればと思い，得点フィールドの着想を得ました． 

ご質問の 2 点目は，「RC と LC のリスクの差は有意傾向

であったことをどのように考察するか」についてです．本

研究の結果では，プロスペクト理論で説明されるような損

失回避性は明確に示されず，可能性に留まる結果となりま

した．この理由は，サンプル数が少ない点や，対象者が実

質的な損失を被らない点にあると考察しています．本実験

の LC では，初期の持ち点を 200 点としてスタートさせ，

得点を「減少させないこと」を目指して取り組んでいただ

く条件となっていました．しかしながら，初期状態がプラ

スであることは，得点の減少を「損失」と捉えなかった可

能性が考えられます．今後は適切なサンプル数と，実験課

題を改善，応用しながら研究を進めて参りたいと思います． 

 この度の発表では，専門分野を問わず様々な方と議論さ

せていただき，本研究を深め，発展させる充実した機会と

なりました．改めまして，本大会の開催にご尽力くださっ

た大会実行委員会の先生の皆様，学会運営関係者の皆様に

厚く御礼申し上げます．誠にありがとうございました． 

 

著者略歴：北海道教育大学旭川校保健

体育分野卒業，現在は筑波大学大学院

人間総合科学学術院体育学学位プログ

ラムに所属．スポーツにおけるプレー

選択のリスク調節を中心に，意思決定

と運動パフォーマンスに関する研究を

行っている．
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日本体育・スポーツ・健康学会第 75 回大会 大会参加記 

前田凌汰（大阪体育大学・院） 

 

2025 年 8 月 27 日（水）から 29 日（金）にかけて，日本

体育大学世田谷キャンパスにて開催された日本体育・スポ

ーツ・健康学会第 75 回大会に参加させていただきました．

この度の「大学院生に対する日本体育・スポーツ・健康学

会参加助成（体育心理学専門領域）」を賜り，貴重な機会を

いただけましたこと，心より感謝申し上げます． 

私はこれまで口頭発表の経験は幾度かありましたが，ポ

スター形式での発表は初めてであり，準備段階から多くの

学びを得ることができました．発表当日は，多くの先生方

や学生の皆様にポスターをご覧いただき，研究内容につい

て直接ご意見やご質問をいただくことができました．ポス

ター発表は，発表者と聴衆が自由に対話できる形式である

ため，研究の背景や方法のみならず，実際の支援現場にお

ける課題や今後の応用可能性など，幅広い議論が交わされ

ました．こうした双方向的な交流を通じて，自身の研究を

多角的に見つめ直す貴重な機会となりました． 

私の発表タイトルは「デフアスリートへの心理支援が心

理的能力に及ぼす影響―JISS 競技心理検査による検討―」

でした．2025 年は 4 年に 1 度開催されてきたデフリンピ

ックが 100 年の節目を迎え，第 25 回大会が東京にて開催

される年であります．デフアスリートは，競技中の情報伝

達の制約や社会的な誤解・偏見など，特有の心理的・社会

的課題に直面しています．そのため，心理的負担が大きく，

自己理解やメンタル面での自己調整に関して十分な支援を

受けにくい現状にあります．一方で，健常アスリートを対

象とした研究では，心理支援の有効性は示されているもの

の，デフアスリートを対象とした検討は十分とはいえませ

ん．こうした背景を踏まえ，本研究では，デフアスリート

に対する継続的かつ個別的な心理支援の有効性を検討しま

した． 

プレッシャー下での実力発揮を目指すデフアスリート 1

名を対象とし，SMT 指導士による心理的スキル学習とカウ

ンセリングを組み合わせた心理支援を月１回実施しました． 

2 か月ごとに JISS 競技心理検査を行った結果，支援開始 6

～8 か月以降に自己コントロールや自信を中心とした心理

的能力の向上が確認されました．主観的変化は，前期の意

識・理解段階から，後期には思考のクセを把握・修正する

メタ認知的視点へと発展しました． 

本研究における心理支援の目的は，「自己理解」の向上を

足掛かりとして「心理的スキル」の発達を促すことでした．

そのため，支援の過程では，対象者が自身の思考や感情の

パターンを客観的に捉えられるよう，SMT 指導士による心

理的スキル学習とカウンセリングを組み合わせた支援を継

続的に行いました．その結果，健常アスリートで報告され

ている傾向と同様に，心理的スキルの向上およびメタ認知

の発達が確認されました．特に，「自己理解」を深める支援

を通して，対象者は自身の「思考のクセ」を把握し，それ

を意識的に修正する視点を獲得しました．このような変化

は，情報伝達の制約や社会的偏見といったデフアスリート

特有の課題を抱える選手においても，体系的な心理支援が

有効に機能し得ることを示す示唆的な事例であると考えら

れます．さらに，本研究では「競技専心性」の向上も確認

され，「自己理解」の深化を支援の基盤とするアプローチが，

競技への集中や安定性の向上にも寄与する可能性が示唆さ

れました．これらの結果から，SMT 指導士による「自己理

解」を中心とした支援は，デフアスリートにおける心理的

スキルや競技専心性の向上を促す上で，支援の重点領域と

なる可能性が示されました．今後の課題としては，本研究

が１名のアスリートを対象とした事例であることから，複

数選手への適用やグループ介入との比較検討，さらにデフ

アスリートの特性に即した支援内容の最適化が求められま

す． 

私は普段，SMT 指導士として障がいの有無に関わらず，

アスリートの心理支援を行っています．心理支援の基本原

則は障がいの有無にかかわらず共通でありますが，支援の

方法には各障害特性に応じた工夫が不可欠であり，その理

解を踏まえた支援こそが重要であると考えています. 

本大会では，さまざまな専門領域の研究発表を通じて，

心理支援の在り方について改めて考える機会となりました．

特に，障がい者スポーツや現場実践に関する発表からは，

研究成果をどのように現場へ還元し，アスリート一人ひと

りの状況に応じた支援へとつなげていくかという点で多く

の示唆を得ました．また，他分野の研究者や学生の方々と

の意見交換を通じて，自身の研究や実践をより広い視点か

ら捉え直すことができました．こうした学びを踏まえ，今

後はデフアスリートを含む多様な競技者が，それぞれの特

性を活かしながら自分らしく競技に向き合えるような心理

支援の体系化を目指し，実践と研究の両面から取り組みを

進めてまいりたいと考えています． 

末筆ではございますが，本大会開催にあたり，多大なる

ご尽力を賜りました大会組織委員会・実行委員会をはじめ，

諸先生および全ての関係者の皆様に心より感謝申し上げま

す．最後になりますが，この度の「大学院生に対する日本

体育・スポーツ・健康学会参加助成（体育心理学専門領域）」

に採択していただきましたこと，誠にありがとうございま

した． 今後も体育・スポーツ・健康科学のさらなる発展に

寄与すべく，研鑽を重ねてまいります． 

 

著者略歴：大阪体育大学体育学部卒

業，大阪体育大学大学院博士前期課

程修了．青森県スポーツ科学センタ

ーを経て，現在は大阪体育大学大学

院博士後期課程在籍ならびに和歌

山県立医科大学げんき開発研究所

研究員．日本スポーツ心理学会認定

スポーツメンタルトレーニング指

導士．日本オリンピック委員会強化

スタッフ．主な研究テーマは，プレッシャー状況に関する

研究およびパラアスリートの心理に関する研究． 

（写真左は筆者，右は指導教員の土屋裕睦教授） 
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第 33 回運動学習研究会 活動報告 

平田智秋（十文字学園女子大学） 

 

2025 年 8 月 7 日（木），8 日（金）の 2 日間，十文字学

園女子大学において, 2025 年度第 33 回運動学習研究会を

開催いたしました. この研究会には私も大学院生の頃から，

かなり鍛えられた，と言いますか，かなりお世話になって

きています. この会を通じて知己を得た先生方も多いです

し，この会を目標に進めてきた研究もあります. ようやく

この齢になって，所属先で研究会を開催できることを，個

人的にとっても嬉しく思いました. 研究会はこちらのリソ

ースと技術不足ゆえ，完全に対面形式で行いました. それ

でも運動制御や運動学習に携わる研究者が一堂に会し，最

新の研究成果の共有と議論を深める場となりました. 暑い

盛りではありましたが，本年度の研究会には，学部生から

レジェンド級の先生まで，北は北海道から，南は鹿児島ま

で総勢 16 名の方々にお集まりいただきました. そのうち，

学部生をはじめ初参加の先生方も 6 名いらっしゃり，新た

な顔ぶれを迎え，活気に満ちた 2 日間となりました.  

発表された研究テーマは，力学系理論に基づく運動解析

から，脳波を用いた生理学的アプローチ，ベイズ推定，さ

らには，動作解析への機械学習の援用に至るまで，多岐に

わたるアプローチがみられました. これらの研究手法は高

度ではありますが，議論の根底にあるのは『選手はどう感

覚を掴むのか』『どうすれば上達を支援できるのか』という，

体育心理部会のみなさまにとって，切実な問いだと思いま

す. それぞれの発表では，理論から実践まで，幅広い視点

での活発な議論が展開されました.  

 

発表タイトルおよび発表者は，次の通りでした（敬称略）； 

 

・ブランコ座面上で生じる慣性力の理論的評価と体動への

影響（北原俊一・十文字学園女子大学） 

・皮質内回路の興奮性と系列運動学習速度との関係（松嶋

健介・山梨大学大学院） 

・ハンドボールにおける 7MT に対する GK の選択反応時

間（平川武仁・大阪体育大学，下川真良・大阪体育大学） 

・皮質運動マップの重複面積は新規スキル獲得に関連する

（関口浩文・山梨大学） 

・タイミング行動における複数の事前分布の学び分け（宮

崎真・静岡大学） 

・動作解析における機械学習手法の応用可能性を探る（高

御堂良太・鹿屋体育大学） 

・身体へのアテンションによってイップス選手特異的に生

じる皮質脊髄興奮性の増大（山﨑大輝・東京大学大学院） 

・子どもの遊びに対する対称性の破れとスポーツのチーム

ワークへの適用可能性（木島章文・山梨大学） 

・大学運動部における合宿がもたらすチームダイナミクス

の変容（永原新也・東京大学教育学部） 

 

本年度の特筆すべき点として，例年以上にフロアからの

質疑応答が極めて活発であったことが挙げられます. 両日

のセッションともに，会場にいたほとんどの参加者が質問

やコメントを投げかけ，発表者と参加者が一体となって研

究の本質に迫る熱い議論が繰り広げられました.  

また，研究発表後に行われた懇親会においても，その勢

いは衰えることがありませんでした. 会場を移してからも

研究への情熱あふれる闊達な議論や，オモロいトークが続

きました. 世代や所属を超えた交流が深まり，和やかな雰

囲気の中で親睦を深めることができました.  

さすがに近年は，時間無制限・一本勝負のような研究発

表はなくなりましたが，30 年以上続いてきた運動学習研究

会の運営方法や雰囲気といった土台の部分は，ほとんど初

期のまま引き継がれてきました. 今年の研究会では，その

流れを引き継ぎ，会の長所を継承しつつ，変える必要のあ

る部分は柔軟に改良し，新たな展開を作り上げよう，とい

う話もありました. この研究会が，これからどんな発展を

遂げていくのか，とっても楽しみです.  

最終日には，若手研究者の優れた発表を称える「門田浩

二賞」の選考が行われました. この賞は，運動学習研究会

の発展に貢献された故・門田浩二先生を偲んで設立された

賞です. 厳正なる審査の結果，永原新也氏，松嶋健介氏，山

﨑大輝氏の 3 名が受賞されました. おめでとうございます.

受賞された方々の益々のご活躍を心より祈念申し上げます. 

 

来年度の第 34 回運動学習研究会（'26 JMLS）は，木島章

文先生，関口浩文先生のご厚意により，2026 年 8 月 10 日

（月）・11 日（火）に山梨大学で開催される予定です. 次回

も多くの皆様とお会いできることを楽しみにしています.  

 

 
 

著者略歴：筑波大学第二学群人間学

類卒業. 筑波大学大学院体育科学研

究科単位取得満期退学. 博士（体育

科学）. 現在，十文字学園女子大学教

育人文学部心理学科. 学生と体育実

技に取り組みつつ，心理学実験や研

究法を学んでいる. 整然とした物理

則と，非線形で生々しい心理との接

点に興味がある. 右投げ右打ち. マイナ保険証未取得. 
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第 16 回日本スポーツ視覚研究会 

樋口貴広（東京都立大学） 

 

本研究会は, スポーツ選手の眼球・視機能をサポートし

ている眼科医, 松原正男氏と枝川宏氏により設立された研

究会である. スポーツと視覚の関係を科学的に議論するた

めのプラットフォームとして設立された. 過去 15 年間に

わたる研究会では, 申請者をはじめ, 複数の体育心理学専

門領域に属する研究者が話題提供者ならびに参加者として

貢献している.  

第 16 回大会は, 11 月 22 日（土）16:00-18:00 にオンラ

インにて開催された. 参加者数は最大で 60 名程度であっ

た. このうち, 体育心理専門領域の会員参加者は 10 名程度

であった. 研究会ではフェンシングという競技に焦点が当

てられ, 1 名の現役トップ選手へのインタビューを交え, 3

名の研究者から話題提供を頂き, 「エリートフェンサーは

何を見ているのか？」というテーマついて議論を深めた.  

 初めに, 慶應義塾大学環境情報学部の加藤貴昭先生よ

り, 本研究会においてフェンシングを主題として取り上げ

る意義についてご紹介いただいた. 続いて, 慶應義塾大学

総合政策学部に在籍し, 現役フェンシング選手として国内

トップレベルで活躍されている飯村一輝選手へのインタビ

ューが行われた. インタビューでは, 競技中の情報処理や

判断過程を言語化していただき, 知覚・判断・予測をコン

マ数秒という極限状況で遂行する難しさと, それに対する

工夫が示された. また, 空間全体を見るという特有の感覚

や, ゾーン体験についての貴重なお話も伺った. インタビ

ュー後には, 加藤先生より, 飯村選手を対象に実施した計

測データが提示され, 科学的分析が行われた. 特に眼球運

動データから, エリートフェンサーは上半身付近に視点を

安定させ, 周辺視を活用して全体を把握するという視線行

動の特性が明らかにされた.  

次に, 現在は慶應義塾大学総合政策学部に所属し, 元ロ

ンドン五輪銀メダリストでもある千田健太先生にご登壇い

ただいた. 千田先生からは, 選手としての豊富な経験に加

え, 現在ご自身で進められている研究事例についてご紹介

いただいた. 選手時代のプレー映像とバイオメカニクス研

究の双方から, 動作や反応のスピードと予測の重要性につ

いて丁寧に説明いただいた. また, 空間全体を把握するこ

とで距離感を正確につかみ, それに伴う視覚的な判断によ

って, 試合中の最速の反応がなされていることを解説いた

だいた.  

続いて, 株式会社ユーフォリアに所属し, フェンシング

ナショナルチームのアナリストも務めている千葉洋平先生

にご登壇いただいた. 千葉先生からは, アナリストとして

の立場からエリートフェンサーのパフォーマンス分析に関

する知見が示された. フェンシングの試合構造を整理した

うえで, データ分析手法や導入過程を具体的に解説してい

ただいた. パフォーマンス分析が選手やコーチの意思決定

支援のツールとして, さらには選手自身のバイアスに気づ

くための契機として極めて重要であることが強調された.  

最後に, 総合討論が行われた. 加藤先生の進行のもと, 

多くの質問や意見が各話題提供者へ寄せられ, 時間の許す

限り活発な議論が展開された. 特に, 講演中に取り上げら

れた空間知覚, ゾーン体験, データ分析といったテーマを

軸に, 他スポーツの研究知見との比較を交えながら, エリ

ート選手に共通する特徴や, エリートフェンサー特有の行

動について議論が深められた. 本討論を通じ, フェンシン

グをはじめとするトップアスリートの視覚的特性に関して

理解が一段と深まった． 

 

著者略歴：p.15 の右段を参照． 
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セーフスポーツ研究会（STEP）活動報告 

豊田 隼（東京大学・日本学術振興会） 

 

【はじめに】 

今日，日本のスポーツ界は，指導者による暴力をその喫

緊の問題の皮切りとして，セーフスポーツの実現を脅かす

数々の困難に直面しています．他方で，スポーツ心理学や

コーチング学といった多様な研究領域から発信されてきた

従来のセーフスポーツに関する一連の研究を統合的に議論

し，分野融合的な示唆を得るようなムーブメントは未だ起

こっていない実情があります．そこで，個々の学術的・実

践的専門性を持ち寄った継続的な研究実践活動・交流を通

じて，セーフスポーツの実現に貢献する学際的知見の創出・

発信を目的として，2025 年 4 月より，セーフスポーツ研究

会（STEP: Safe Sport, Theory, Ethics, and Practice）を立ち

上げました．2026 年 3 月時点でのメンバーは 17 名で，幅

広いキャリアとバックグラウンドを持った仲間に恵まれ，

毎回ユニークで活発な議論が繰り広げられています． 

本稿では，STEP 発足当時からの約 1 年間の活動概要を

記すとともに，体育心理学専門領域研究会助成を受けて開

催された特別講演会の報告をさせていただきます． 

【定例研究会での活動】 

 約 2 ヶ月に一度の頻度でオンラインにて開催され，発足

1 年目である本年度は，メンバーの研究実践活動の内容紹

介を中心として下記の概要のもと有意義な交流が行われま

した（以下，メンバー敬称略）． 

・第 1 回（2025/5/28）：顔合わせ，STEP の企画趣旨説明 

・第 2 回（2025/7/29）：「諸外国から学ぶセーフスポーツ：

安心・安全なスポーツ環境の構築に向けて 2025」（JSPO, 

2025）を題材とした議論（豐田隼・東京大学） 

・第 3 回（2025/9/16）：研究発表「スポーツドラマチック

体験とレジリエンス」（堤愛美子・九州大学大学院），「指導

者の暴力に対する親の通報意図と指導者への感謝の関係」

（久保昂大・熊本学園大学） 

・第 4 回（2025/11/18）：研究発表「コーチ育成の現在」

（山田快・法政大学），「イップスと暴力」（池田和司・日本

経済大学） 

・第 5 回（2026/1/27）：「運動部活動顧問教諭のメンタル

ヘルス」（荒山美月・国際医療福祉大学大学院），「アスリー

トの心理臨床の傍らで」（宇土昌志・宮崎大学） 

・第 6 回（2026/3/31）：「運動部活動指導者のサーバント

リーダーシップとパワーハラスメントの関連：選手と指導

者の人間関係による媒介効果」（堀本菜美・順天堂大学） 

【第 1 回特別講演会の開催】 

セーフスポーツの実現を研究実践の立場から志向する際

に重要となるのが分野融合的な学際連携です．セーフスポ

ーツに関する海外制度に精通し，日本でのアドボカシー活

動 に 精 力 的 に 取 り 組 ま れ て い る 弁 護 士 の 杉 山 翔 一 氏

（Field-R 法律事務所・ジャパンセーフスポーツプロジェク

ト代表）をお招きして，第 1 回特別講演会を開催しました．

講演会当日（2026/2/24）は，多くの STEP メンバーに加

え，一般社団法人 S.C.P. Japan 代表理事の井上由惟子氏と

いった複数の実践家や元アスリートの方々にもご参加いた

だきました． 

「スポーツ法学の観点から見たセーフスポーツの実現に

向けた日本の課題と展望」と題された杉山氏のご講演では，

日本の法政策やスポーツ団体の制度的現状とその課題，ア

メリカのセーフスポーツセンターの実態，ジャパンセーフ

スポーツプロジェクトでの活動報告をしていただきました．

また，暴力事案を想定した架空のケース提供も含め，異分

野（スポーツ法学）ならではの視点から大変貴重なご講演

をしていただきました． 

ご講演終盤には，セーフスポーツに関する多領域からの

知見を如何にして日本の文化・法制度に落とし込んでいけ

るのか，各分野の強みを活かした専門的な知見を如何にし

て編んでいくべきなのか，今後のセーフスポーツにかかわ

る学際連携に向けた大切な問いかけもいただきました．そ

の後のディスカッションでは，スポーツにおける暴力の法

的な根拠やその範囲に関する理論研究と実践現場でのギャ

ップ，また，改正スポーツ基本法の役割とスポーツ基本計

画への影響などについての意見交流が行われました．加え

て，コーチング場面でのトラウマケアのあり方といったミ

クロな点から，日本のスポーツ文化・組織文化を能動的に

更新していくための長期的な展望といったマクロな点まで，

幅広いスケールの話題が活発に展開されていたことが印象

に残っています．さらには，スポーツにおける暴力をイン

テグリティの問題として捉えるのか，はたまたメンタルヘ

ルス／サバイバーの問題として捉えるべきのか，という今

後の研究実践の立場性に直結するやり取りも興味深いもの

でした．改めて，体育・スポーツ科学の専門領域を越境し

た学際的な議論の面白さ，奥深さを感じることができたよ

うに思います． 

【おわりに】 

STEP の研究実践活動は，まだスタートラインに立った

ばかりです．私自身，僭越ながら世話人を務めさせていた

だいておりますが，初めての研究会運営という経験の中で，

メンバーの仲間に多方面で支えられてきました．今後は，

研究会 HP の開設とそこでの研究成果の発信，研究会の対

面開催等も順次進めて参りますので，関心をお寄せいただ

ける方のご参加をお待ちしております．最後になりました

が，この度の体育心理学専門領域研究会助成に採用いただ

きましたこと，心より感謝申し上げます． 

 

著者略歴：山梨大学大学院医工農学総

合教育部修了．博士（生命医科学）．現

在は，特任研究員（日本学術振興会特

別研究員 PD）として東京大学教育学

研究科臨床心理学コースに所属．主な

研究テーマは，指導者による暴力問

題．特に，被害者のトラウマといった

精神健康問題，暴力に対する容認的態

度が温存される社会規範に関心がある．



研究会の活動報告 

- 25 - 

スポーツ動機づけ研究会 活動報告 

藤田 勉（鹿児島大学） 

 

第 20 回スポーツ動機づけ研究会は，会員の研究報告の

場を提供するとともに，会員相互の情報交換を図るため，

令和 7 年 11 月 8 日（土）・9 日（日）の 2 日間にわたり，

名古屋経営短期大学において開催されました．本研究会は，

長年にわたり会長としてご尽力くださった西田保先生から

新執行部に引き継がれて初めての開催であり，節目となる

第 20 回という記念すべき会でもありました．全国各地か

ら研究者・大学院生・実践者などが参加し，約 20 名の参加

者によって活発な意見交換が行われました． 

最初のプログラムとして「大学授業の動機づけ」をテー

マとしたワークショップが行われました．参加者を 4 グル

ープに分け，それぞれのテーブルで意見交換がなされ，そ

の後，グループで整理された情報を参加者全員で共有し，

活発な議論が行われました．大学教員及び大学院生のそれ

ぞれから多くの事例が共有され，教育実践の改善につなが

る具体的で有意義な議論がなされました． 

続いて「研究たまごトーク」では，5 名による発表が行

われました．札幌学院大学の平間康允先生からは，「野球選

手における胸郭出口症候群と不安傾向との関連について」，

日本女子体育大学大学院の高橋沙也花さんからは，「女子大

学生スポーツ選手の月経に関する認知的評価の検討」，日本

大学大学院の鎗田怜次郎さんからは，「ボクシングにおける

スランプの発生機序及び対応策に関する質的研究」，名古屋

経営短期大学の武田直之先生からは，「スポーツ活動を通し

た環境教育プログラム」，北星学園大学の蓑内豊先生からは，

「個人に応じた動機づけ方法」という研究の構想が提示さ

れ，相談と助言が行われるとともに，新鮮な雰囲気の中で

活発な議論が交わされました．いずれの発表も構想の段階

ではありますが，どの研究もチャレンジングなものであり，

参加者全員が惹きつけられるような新しい議論の流れを感

じました．夕刻には名古屋産業大学の上島春喜先生による

「筋トレの動機づけ」と題した実技セッションが行われ，

ウェイトリフティングの体験を通して動機づけを理解する

大変貴重な機会となりました． 

2 日目は研究ディスカッションから始まりました．日本

大学大学院の髙井美莉衣さんからは，修士論文「大学競泳

選手の競技継続に影響を与える心理学的検討－自己調整学

習方略の観点から－」の発表があり，昨年からの成長がう

かがえました．また，国立スポーツ科学センターの永尾雄

一先生からは，これまで制作されたモティベーションビデ

オの変遷が具体的に紹介され，実践に根ざした大変興味深

い発表がありました．研究ディスカッションは，研究たま

ごトークよりも先に進んだ段階の発表ということもあり，

進捗状況で議論の内容が異なることを実感する機会となり

ました．そして，シンポジウムでは，日本大学の北村勝郎

先生と著者（藤田勉）から，「高齢者の動機づけ」として運

動継続研究の新展開の提案があり，活発な議論が行われま

した．また，2 日間を通して西田保先生からは随所で貴重

なご助言とご指導を賜り，議論の質が一層深まりました． 

第 20 回を迎えた本研究会は，幅広いテーマを通じて，動

機づけを多面的に捉える視座を共有する場となりました．

また，新しい企画が加わり，若手研究者の発表機会も充実

し，今後の研究発展への期待が高まりました．今回の成功

は，これまで本研究会を長きにわたり支えてこられた西田

保先生のご尽力と，その精神を引き継ぐ新体制による協働

の成果でもあります．最後に，会場の設営・運営にあたっ

てくださった名古屋経営短期大学の武田直之先生ならびに

関係者の皆様をはじめ，多くの方々のご尽力に心より感謝

申し上げます． 
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大阪体育大学スポーツリーダーシップ研究室のご紹介 

小菅（町田） 萌（大阪体育大学） 

 

1. 研究のテーマと自己紹介

私はスポーツ場面におけるリーダーシップの研究に取り

組んでいます. しかしながら, 私自身はスポーツ活動の中

でも他の場面でもリーダーの役割を担った経験はなく, む

しろ, そのような立場を避けてきた人間でした. リーダー

は, 一部の向いている人が務めるもので, 自分がそのよう

な役割を担うことなど考えたこともなかったです. そんな

私がリーダーシップに興味を持つようになったのは, アメ

リカで大学院生活を送っていたときでした. 大学院で様々

な活動をする中で, 自分がリーダーとしての役割を期待さ

れ, リーダーシップの発揮を求められる場面が増えていき

ました. リーダーになることを避けてきた私ですが, そん

なことも言っていられず「どうすれば良いリーダーになれ

るのだろう？」と考えを巡らせるようになりました. そこ

から, 自身のスポーツでの経験も振り返り, スポーツ場面

でのリーダーシップに興味を持つようになりました. これ

が, 私がこの分野の研究を始めたきっかけです. 

そうして研究する中で次第に実感したのは「誰もがリー

ダーになることの重要性」です. リーダーシップは一般的

に「個人が組織の集団目標の達成に向けて, 組織のメンバ

ーに影響を与えていくプロセス」(Northouse, 2021)と定義

されています. この定義に基づくと, 例えばスポーツの場

面においては, キャプテンなどの役職を持っていなくても, 

チームの他のメンバーに共通の目標の達成に向けて何らか

の影響を与えていれば, それはリーダーシップであると言

えます. リーダーとフォロワーの境界は曖昧で, 誰にでも

リーダーシップを発揮すべき場面があります. 必要なとき

に, 周囲に前向きな影響を与られるリーダーが一人でも増

えれば, (少しおおげさかもしれませんが)それは世界平和

にもつながるのではないかと思っています. という経緯か

ら, 私は「リーダーとしてのポテンシャルを引き出してい

くこと」ことを自身のミッションとしています. かつては

リーダーなんて縁がないと思っていた私ですが, リーダー

シップを学び, その考えは大きく変わりました. 研究室に

来てくれる学生や関わる人達が, 自身のリーダーとしての

可能性に気づき, 発揮できるようにという思いを持って, 

教育・研究・実践活動に取り組んでいます.  

2. 大阪体育大学について 

大阪体育大学は, 大阪府泉南郡熊取町に位置するスポー

ツ科学と教育を基盤とした私立大学です. 学内には 6 つの

専用体育館と様々な競技場が整備されており, 学生の約７

割が部活動に励んでいます.  

本学には, スポーツ科学部と教育学部の 2 つの学部があ

り, 私が所属するスポーツ科学部には, 6 つの専門コースが

設置されています. 私が担当教員を務めるスポーツ心理・

カウンセリングコースでは, 全国的にも珍しいスポーツ心

理学に特化した教育を展開しています.  

そして大学院スポーツ科学研究科には, 博士前期課程 

(修士課程), 博士後期課程 (博士課程) が設置されていま

す. 近年は, 夜間の授業開講が開始され, 社会人の大学院

生も多く在籍しています. スポーツ心理学分野の修了生は,

大学や研究機関で, 教育・研究に携るほか, メンタルトレ

ーニングの専門家やコーチとしてスポーツの現場で活躍す

るなど, 多様なキャリアを築いています.  

3. 研究室の研究紹介 

私の研究室には, 現在大学院博士前期課程の学生 4 名と, 

スポーツ科学部の 3 年生 6 名, 4 年生 6 名が所属していま

す. まず大学院では, リーダーシップを含む様々なテーマ

で, スポーツ心理学の理論やスポーツ現場に貢献できるよ

うな研究に取り組み, それを論文(修士論文)としてまとめ

ることを目指しています. 大学院で初めてスポーツ心理学

を学ぶ大学院生もいるので, 海外の教科書を輪読しながら, 

理論や実践についての知識・理解を深めることも行ってい

ます.  

また, 大学院生は学会参加や学会への発表にも挑戦して

います. 右の写真は, 昨年度, 

博士前期課程を修了した端岡

里紗さんの日本生涯スポーツ

学会大会での発表の様子です.

研究室では, じっくり研究を進

めており, 学生は在学期間中に

多くの学会発表はできていないのですが, 端岡さんはこの

大会で, 大学院生ポスター発表部門で最優秀賞を受賞しま

した (学会で様々なフィードバックを頂けて, さらにその

後, 本学大学院の優秀論文賞も受賞しました). 研究室に所

属するスポーツ科学部の 3 年生, 4 年生も, それぞれが自身

で興味を持てるテーマを見つけ, 論文を読み, 研究方法を

学びながら, 卒業研究に取り組んでいます. 後期の終わり

には, 3 年生, 4 年生, 次年度に

研究室へ配属予定の 2 年生, そ

して大学院生が合同で研究室の

成果発表会を実施しています. 

右の写真は, 卒業論文を発表す

る 4 年生の写真です. 

4. 最後に 

このように研究室では, リーダーシップをテーマに活動

を行っています. リーダーシップに限らず, 教育・研究・実

践についての議論が大好きです. 近くに来られた際は是非

遊びにいらしてください. 

 

著者略歴: 高校卒業後, 約 10 年間を

米国で過ごし, 2012 年 Michigan State 

University 博士課程終了 . Ph.D. in 

Kinesiology. 2012 年大阪体育大学大

学院助手, 2013 年順天堂大学助教を

経て, 2015 年大阪体育大学体育学部 

(現スポーツ科学部) に講師として着

任. 2017 年から准教授, 現在に至る. 

Journal of Applied Sport Psychology 

編集委員会メンバー, Association for Applied Sport Psychology, 

Certified Mental Performance Consultant®
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知覚情報に基づく陸上競技走者の身体間相互作用 

古川大晃（京都工芸繊維大学） 

 

2025 年 7 月 29 日，本企画において学位論文を発表させ

ていただきました．本論文は東京大学大学院総合文化研究

科工藤和俊教授のご指導のもと書き上げるに至りました．

今回は，学位論文の概要および発表後の議論の内容，今後

の研究について報告させていただきます． 

本研究を始めるきっかけとなったのは，自らが長距離走

に取り組む中で「どうして他者と走ると楽に感じたり，タ

イムが改善したりするのだろう」と疑問に思ったことでし

た．実際，短距離走から長距離走まで，走力が近い他者と

共に走ることで個人のパフォーマンスが有意に向上するこ

とが知られています(Tomazini et al., 2015 など)．他者がパ

フォーマンスに影響を及ぼす要因の 1 つに，近くの他者と

運動のテンポを合わせてしまう「対人間の同期現象」があ

ると考えられています(Varlet & Richardson, 2015)．近くの

走者同士で，ステップ時刻やそのテンポが近づいてしまう

傾向（走者間の同期）のことです．著者は特にこの同期現

象に着眼して研究を進めました． 

まずは初めに，この現象の有無を検証した研究が不足し

ていたため，短距離走や長距離走における国内トップレベ

ルのレース動画を対象として同期生の評価を行いました．

各選手のステップ時刻の同期性を分析した結果，2 人のス

テップ時刻のずれ度合いを示す相対位相が 0°(同位相）ま

たは 180°(逆位相）付近に有意に局在しており，走者間の

同期現象の存在が示唆されました． 

次に，走者間の同期がどのようなメカニズムで生じるか

を明らかにする一端として，同期を引き起こす知覚情報に

ついて検討しました．まずは聴覚情報（足音）に着眼した

実験を行いました．隣接する 2 台のトレッドミル上を 2 人

（実験参加者と実験協力者）が同じ一定速度で並走し，協

力者が参加者に知られないようにピッチを速く，または遅

くしました．2 人の間に薄い壁を置くことで，互いの視覚

情報を遮断し，足音のみが作用する状況にしました．協力

者のピッチを速く，または遅くする複数のテンポ条件を行

った結果，遅くした条件において，他者の足音がない対照

条件と比べて参加者のピッチが遅くなりました．このこと

から，隣接走者の足音がピッチに影響を及ぼすことが明ら

かになりました．一方，ピッチが増加する方への影響は限

定的でした． 

また，視覚情報に着眼した実験を行えました．前後に並

べた 2 台のトレッドミル上を 2 人（実験参加者と実験協力

者）が走り，その 2 人の前後関係を入れ替えることで，参

加者が協力者から受ける視覚情報の有無を操作しました．

まずこの実験においても，聴覚情報が参加者のピッチに影

響を及ぼすことが確認されました．特に協力者のピッチが

遅くなる条件において，参加者のピッチが有意に低下しま

した．一方，参加者が後方を走る条件（参加者は協力者か

らの視覚・聴覚情報を両方受ける）と参加者が前方を走る

条件（協力者からの聴覚情報のみ受ける）とで同期の程度

に差はありませんでした．すなわち，視覚情報を追加して

も聴覚情報のみの同期効果を上回ることはありませんでし

た．また心拍数に関しては，前方走者の視覚情報がある条

件で，有意に低下しました．これらの結果から，走者間に

視聴覚を介した相互作用があることが示され，特に聴覚情

報がピッチの同期に寄与し，視覚情報は生理的負荷軽減に

関与する可能性が示唆されました． 

これらの成果は，スポーツにおける対人間相互作用メカ

ニズムの解明に繋がり，相互作用を応用したトレーニング

法の開発および戦略的活用によるパフォーマンス向上に寄

与することが期待されます． 

発表後は参加者の先生方と質疑応答を行わせていただき 

ました．いただいたご質問の 1 つは，実験方法に関するも

ので，「サクラ役であった実験協力者のピッチ変化は，どれ

ほどの時間をかけて行ったか」というものでした．本実験

では，5 秒間かけてそのピッチ変化を行いました．この変

化時間次第では同期性が変わる可能性があります．より短

い/長い時間幅での変化刺激により，同期効果が下がる/高

まることも考えられ，今回の結果の解釈や実践応用する上

で今後検討を重ねるべきポイントの 1 つになります． 

他にも「実験室における今回の実験結果は，グラウンド

における実走とどのような関係にあるか」というご質問も

いただきました．まず前提として，本論文の実験は，一定

速度でベルトが流れるトレッドミル上で行ったため，ピッ

チと歩幅（ストライド長）が常に反比例する形で走速度が

一定に保たれます．特にこの点は実走と大きく異なり，今

回の結果の解釈を実走にそのまま適用できない理由の 1 つ

になります．これまで実走での実験も行いましたが，生じ

るピッチ変化が同期依存か意思決定（前に出た選手を追い

かける等）依存か，要因の切り分けが難しくなる問題が生

じ，現在有効な実験方法を模索している段階です． 

今後の発展として 2 つの方向性を考えています．1 つは，

2 者間の関係性をより探求し，同期を含めた相互作用の理

解をより深めること．もう 1 つは，より多人数の「集団」

に視点を広げることです．ランナーの興味深い性質の 1 つ

に「集団形成」があります．今後は集団形成現象をより深

く理解し，パフォーマンスの改善・抑制要因の発見に繋げ

ていければと考えています．自らも走りながら現象を観取

し，対話や分析を重ね，身体運動への理解に貢献していけ

れば幸いです． 

 

著者略歴：2019 年熊本大学教育学部

卒業．2021 年九州大学大学院人間環

境学府修士課程修了．2025 年東京大

学大学院総合文化研究科博士課程修

了（学位:学術）．同年 1 月，箱根駅伝

に出走．現在，京都工芸繊維大学情報

工学・人間科学系（特任助教）に所属．

ランナー間の相互作用と集団形成ダ

イナミクスに関する研究を行う． 
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条件統制下における運動負荷が起床時コルチゾール反応に及ぼす影響 

小笠原佑衣（大阪公立大学） 

 

2025 年 8 月 4 日に実施された体育心理専門領域のサテ

ライト企画「学位論文発表企画」において，大阪体育大学

大学院で取り組んだ学位論文の内容を発表させていただき

ました．ここでは，学位論文の概要と発表後の議論の内容，

今後の展望について報告させていただきます． 

 学位論文の題目は「条件統制下における運動負荷が起床

時コルチゾール反応に及ぼす影響」でした．過負荷の運動

は，個人の適応能の範囲内で課された場合，運動適応が生

じ，身体の諸機能が向上します．一方で，個人の適応能を

超える過負荷は不適応を引き起こし，身体の諸機能の消耗・

破綻を引き起こす可能性があります．この不適応の状態を

早期発見および予防し，より大きな運動適応を引き起こす

ためにも，運動に対する身体の適応過程のモニタリングが

必要とされています．私の研究のメインアウトカムである

起床時コルチゾール反応は，過負荷の運動に対して増加あ

るいは鈍化という二極性の変化を示します．そしてその変

化の違いから，運動に対する身体の適応過程を反映してい

る可能性が推 察されてお り（ Anderson and Wideman, 

2017），モニタリングの有力な指標として，近年徐々に研究

が進められています．しかしながら，これまでの知見は，

競技スポーツの現場で測定されたフィールドベースの研究

のみであったため，起床時コルチゾール反応に影響を及ぼ

しうる多数の交絡因子が制御されておらず，かつ対象者が

実際に完了した作業量も示されていませんでした．そのた

め，先行研究において示されている運動負荷が，実際に起

床時コルチゾール反応に影響を及ぼしたかは明らかではあ

りません．このような背景を踏まえて，本研究では起床時

コルチゾール反応に影響を及ぼす運動負荷の条件の一端を

条件統制下での実験から明らかにすることで，運動に対す

る起床時コルチゾール反応の変化について基礎的な知見を

得ることを目的としました．先行研究のない中で，何から

始めるべきかと手探りの状態でしたが，まずは先行研究の

中で推察されていた（1）運動強度の閾値の存在と，先行研

究において知見が不足していた（2）レジスタンス運動によ

る影響の 2 つを検証することにしました． 

 研究 1 では，起床時コルチゾール反応が変化する運動強

度の閾値の条件を明らかにするために，座位安静条件と，

最大酸素摂取量の 40%，60%，80%という異なる強度の運

動条件が翌日の起床時コルチゾール反応に及ぼす影響につ

いて検討しました．その結果，座位安静条件と比較して，

80%の運動を実施した条件において，翌日の起床時コルチ

ゾール反応が高値を示しました．この結果から，起床時コ

ルチゾール反応に影響を及ぼす運動強度の条件が，条件統

制下の実験において初めて実証されました．研究 2 では，

レジスタンス運動に対する起床時コルチゾール反応の変化

を明らかにするために，多くのレジスタンス運動のプログ

ラムで一般的に用いられている種目と負荷設定であるベン

チプレス運動と最大挙上重量の 75%の強度に着目し，翌日

以降の起床時コルチゾール反応に及ぼす影響について検討

しました．その結果，起床時コルチゾール反応が増加する

Responders と ， 変 化 な し あ る い は 鈍 化 す る non-

Responders に分かれることが明らかになりました． 

 発表後はご参加いただいた先生方から様々なご示唆やご

質問をいただきました．その中でも，「起床時コルチゾール

反応は競技スポーツの現場でどのように役立つのか？」と

いう現場での応用に関する質問をいただいたことで，自分

の研究の実践的な意義について改めて考えるきっかけにな

りました．実は，同じ質問を博士論文発表会の際にもいた

だいたのですが，起床後 30 分間（正確には，起床直後，15

分後，30 分後の 3 時点）という朝の貴重な時間を測定に費

やさなければならないため，起床時コルチゾール反応を現

場に応用することの難しさにずっと頭を悩ませていました．

今回の発表でもこの問題は未解決で，ご質問いただいた際

には上手く回答できませんでした．しかし，発表後に改め

て考え直すことで，「唾液の採取という，対象者の努力が必

要な方法を前提とするのではなく，もっと簡単かつ継続的

に，コルチゾール濃度を測定できる方法があれば良いので

は？」というアイデアが浮かび，解決の糸口が見えてきた

気がします．このアイデアが上手く形になるかはまだわか

りませんが，現場への応用を目指す方法の一つとして，こ

の課題に取り組んでいけたらと考えています． 

 現在は，自分の興味の原点でもある「運動が起床時コル

チゾール反応に及ぼす影響と，そのメカニズムの解明」を

目指して研究を進めています．運動によって生じる末梢組

織の変化（例えば，骨格筋内のグリコーゲン量の減少や運

動誘発性筋損傷）と，起床時コルチゾール反応の変化との

関係に着目した検証を行っており，生体内の調和のとれた

美しさに日々感動しています．研究室の立ち上げの大変さ

や，血液サンプルの採取を実験計画に組み込む難しさなど，

色々な壁にぶつかることもありますが，学位論文への取り

組みを通して出会えたこの研究と，これからも長く付き合

っていきたいと思っています． 

 最後になりますが，今回，学位論文発表という貴重な機

会をくださった先生方，企画・運営をしてくださった先生

方，そしてご参加くださった先生方に心より感謝申し上げ

ます． 

 

著者略歴：大阪教育大学教育学部卒

業，大阪体育大学大学院スポーツ科

学研究科博士前期課程，博士後期課

程を経て博士（スポーツ科学）を取

得．現在は大阪公立大学国際基幹教

育機構にて特任助教として勤務．運

動が起床時コルチゾール反応に及

ぼす影響や，そのメカニズムに興味

を持って研究を続けている． 

 



 

 

 

Ⅴ．学位論文紹介



学位論文紹介 

- 29 - 

自己主導型の個別課題練習（SRDP）に基づく体育実技授業モデルの開発 

―ICT を活用した大学専門体育における実証的検討― 

加畑 碧（筑波大学） 

学位：博士（体育スポーツ学），授与機関：筑波大学 

取得日：2026 年 3 月 25 日，指導教員：本間三和子教授 

 

【背景および目的】 

近年，主体的・自立的な学習者の育成が求められている

が，日本の学習者は自己効力感や自立学習の側面で課題を

抱えていることが指摘されている（文部科学省・国立教育

政策研究所，2023）．加えて教育現場では，教員の多忙化や

人員不足が深刻化しており（文部科学省，online；文部科学

省，2022），学習者が自立的に学びを展開できる教授・学習

環境の整備が求められている．こうした状況の中で ICT の

教育活用は急速に進展しているものの，日本における教科

教育での活用は諸外国と比較して遅れが指摘されている

（文部科学省・国立教育政策研究所，2023，pp. 16-17）．

これまでスポーツ現場においては，ICT の活用として映像

フィードバックの効果が認められてきたが，学校体育にお

いては学習成果に加え，学習過程への影響を多面的に評価

した研究は少ない（Mödinger et al., 2022）． 

一方で，体育・スポーツにおける学習過程に関する理論

として近年，個別課題練習（Deliberate Practice：DP）

（Ericsson et al., 1993）と自己調整学習（Self-regulated 

Learning：SRL）（Zimmerman，1989）が注目されている．

DP は，専門的な知識を有する指導者が学習者に個別的な

課題や練習計画を提示することで技能獲得を効率化するも

のであり（Ericsson et al., 1993），SRL は，学習者自身が目

標や方略を設定し，メタ認知的・動機づけ的・行動的に学

習過程 へ能 動的に 関与 す る理論 であ る（ Zimmerman, 

1989）．しかし DP では，個々に適した課題を提供するこ

とに人的な制約があり，集団授業での適用に課題がある．

また SRL は，多くの研究で学業向上への貢献が報告されて

きた（Panadero, 2017）が，体育においては，思考や計画

のみならず，自身の身体感覚を手がかりに課題を捉え，技

能を調整・習得していく過程が重要であることから，専門

的な知識や情報を欠くと学習が表層的になる恐れが考えら

れた．そこで本論文では DP と SRL の理論的な特性を統合

し，体育における自己主導的な技能学習を支える新たな枠

組みとして自己主導型の個別課題練習（Self-regulated 

Deliberate Practice：SRDP）を提示し，2 つの研究課題を

設定した． 

【研究課題 1】 

研究課題 1 では，SRDP に内包される映像フィードバッ

クの効果を多角的に検討することを目的とし，映像フィー

ドバックあり群となし群を比較した．大学専門体育受講生

を対象にジャグリング課題を設定し，自由時間の練習，運

動技能，および内省内容を分析した．その結果，映像フィ

ードバックあり群では自発的な練習の促進と技能の有意な

向上が確認された．内省内容の分析からは，映像を契機と

して自身の動作を客観的に捉え，課題を具体化したうえで

試行錯誤を伴う改善に取り組む様子が示された．一方で，

観察視点が不明確な場合には，練習量が多くても技能向上

に至らない事例も認められ，映像フィードバックを有効に

機能させるためには，観察ポイントの提示や内省を方向づ

けるフォーマットの導入といった支援併用が重要であるこ

とが示唆された． 

【研究課題 2】 

研究課題 2 では，研究課題 1 の知見を踏まえ，大学専門

体育ダンス授業において映像フィードバックを含む ICT

を活用した SRDP 型授業を設計し，その有効性を検証した．

SRDP 型授業では，①映像フィードバックによる学修者固

有の情報と見本動画による情報の提示，②学修者の課題に

応じて選択可能な解説動画の提供，③目標設定と内省を促

す振り返りフォームを統合した学習プロセスを構築した．

この SRDP 学習プロセスを 3 回の授業で実施し，相互に観

察を行う授業と比較した結果，SRDP 型授業では，SRDP

得点が高値を示し，より明確な課題意識をもって主体的に

学習へ取り組む姿勢が促進され，技能得点も有意に向上し

た．また，体育自己効力感やグリットといった個人特性と

の関連は限定的であり，学習成果は学修者の特性よりも授

業構造や情報提供の設計に影響されることが示された． 

【総括】 

以上より SRDP は，ICT を媒介として専門的な情報と学

修者固有の運動情報を結び付け，身体感覚を手がかりとし

た自己調整と意図的な練習の循環を促す学習の枠組みであ

ることが示された．本研究で示された SRDP の学習過程は，

①課題の明確化，②自己調整，③意図的な練習，④課題の

再設定から構成され，大学専門体育授業における自己主導

的な技能学習を支える授業設計として有効であると考えら

れる．本研究の知見は，大学専門体育の授業実践に加え，

ICT を活用した教材開発や教員養成への示唆を提供するも

のであり，今後は他種目や異なる対象への適用，および

SRDP 尺度の精緻化を通して，さらなる発展が期待される． 

 

著者略歴：筑波大学大学院人間総合

科学学術院修了，博士（体育スポーツ

学）．仙台大学専任講師を経て，現在，

琉球大学非常勤講師ほか．専門は体

育 ・ ス ポ ー ツ 心 理 学 ， 体 操

(Gymnastics for All)，コーチング学．

主な研究テーマは，学習過程/支援，

ICT 教材など．今後は地域をつなげ

る運動・スポーツ実践とその支援者養成に取り組んでいく．



学位論文紹介 

- 30 - 

対人競技における決着の瞬間のメカニズムの解明 

－剣道における同期現象と反応者優位の現象の手がかりに－ 

川部宰也(中京大学) 

学位：博士（スポーツ科学），授与機関：中京大学 

取得日：2026 年 3 月 19 日，指導教員：山田憲政教授 

 

対人競技において, 決着がつく瞬間が最も重要な局面で

ある. さらに, 決着の瞬間までには, それに至るまでの攻

防, すなわち駆け引きを慎重に行うことが求められる. 近

年, 駆け引きの重要性が認識され, 先行研究では相対位相

を指標とした同期現象により対人相互作用の特徴が明らか

にされてきた. しかし, これらの研究は決着の前の安定し

た局面を対象としており, 決着の瞬間の動きを定量的に捉

えた研究は少ない. 一方で, 対人同期は二者が完全に同時

に動くことを意味するものではない. 対人競技には, 先に

動く「先導者」とその動きに応じて反応する「反応者」の

役割的関係が存在すると考えられる. この関係は決着の瞬

間にも見られ, 反応者が勝利することがしばしばある. こ

の現象を解明するために, 主にボタン押しから検討され, 

運動時間（MT）は反応者の方が短いことが報告されている.

しかし, このような実験状況では反応者が勝利する現象は

ほとんど観察されず , その一因として光刺激に基づく

200ms の反応時間（RT）が影響していると考えられている.

以上のことから, 決着を理解するには, 駆け引きと決着を

連続した過程として捉える視点が求められる. さらに, 反

応者が勝利する現象は先行研究と一致しない点も多く, 反

応者の運動特性を MT と RT の両側面から検討する必要が

ある. 特に, 光刺激に基づく RT が対人状況の応答特性を

適切に反映しているかを, 比較検討する必要がある. 本研

究では, 対人競技における決着の瞬間について, 相対位相

に基づく二者の動きの関係(観点 1)と反応者が先導者に勝

る要因(観点 2)に焦点を当て検討する.  

第 1 章では上記 2 つの観点に関する先行研究を検討し,

それらから問題点および課題を明らかにした. 観点 1 では, 

対人競技中の二者の動きの関係が同期現象から検討されて

きたことに着目した. 剣道のような一対一の対人競技に着

目した先行研究では駆け引き局面の特徴を示すことに成功

している. 一方で駆け引きが成功しても攻撃が成功すると

は限らない. したがって, 駆け引きのみではなく, 決着の

瞬間までの一連の流れで検討する必要があると考えられた

（課題 1）. 観点 2 では, 反応者が勝利する現象について先

行研究から課題を導出した. これまでの研究では, ボタン

押しなどから検討され, MT は反応者の方が短いことが報

告されてきた. 一方で, 競争的状況では先導者が勝利する

ことが多いとされるが, 実際の競技では反応者が勝利する

現象も観察される. したがって, この矛盾を解明するため

には, 実際の競技を対象に実験的に再現する必要があると

考えられた（課題 2）. さらに, 約 200ms の RT は光刺激

に基づくものであるが, 人の動きは連続的なアナログ情報

として知覚される. したがって, 対人というアナログな刺

激状況における応答特性を明らかにし, 光刺激に対する

RT を基準とすることの妥当性を比較検討する必要がある

と考えられた（課題 3）.  

第 2 章は課題 1 を検討すべく, 剣道競技における打突す

る瞬間までの駆け引きを, 相対位相を指標として, 同期状

態やその遷移パターンを分析することを目的とした. 先行

研究を参考に, 同位相同期, 逆位相同期, 非同期を定義し,

打突に至るまでの 4 秒間を対象に 5 区間に分割して分析を

行った. その結果, 全 80 試技中 28 試技において, 打突前

の 2-1 秒区間で逆位相同期となり, 0.5 秒-打突区間で同位

相同期になるパターンを抽出した. これは全体の 35%であ

り, 打突動作の中に少なくとも 1/3 を説明しうる特定の同

期パターンが存在することを定量的に示した. さらに, 0.5

秒-打突区間においては, 従来の引き込みによる同期とは

異なり, 決着直前に新たに形成される同位相同期の存在が

示唆された.  

第 3 章は課題 2 と 3 を検討すべく, 剣道競技を対象に二

つの実験を設定し, 反応者が先導者に勝利する要因を MT

と RT から検討することを目的とした. 第一実験では, カ

ウンター攻撃を実験的に再現し, 反応者が勝利することを

検証するとともに, 両者の MT の関係がボーアの法則に従

うかを確認した. 対象者はフォースプレート上で互いに向

かい合って構え, 合図後に任意のタイミングで静止状態か

ら面を打突した. 先行研究を参考に定義した動き出しを基

準として, MT は動き出しから打突まで, RT は両者の動き

出しの差とした. その結果, 先導者勝利は 44 試技中 26 試

技, 反応者勝利試技は 18 試技であった. さらに, MT は反

応者の方が有意に短く, 実際の競技においてもボーアの法

則に従うことが示された. なお, RT には差はなかった. 第

二実験では, LED の点灯に反応する単純反応時間を測定し,

第一実験の反応者勝利試技の RT と比較した. 対象者は

LED の点灯に対して静止状態から面を打突した. RT は

LED 点灯から動き出しまでとした. その結果, 第二実験の

RT よりも第一実験の反応者の RT の方が有意に短かった.

この結果から, 対人状況ではより迅速かつ無意識的な反応

が可能であることが示唆された. 

第 4 章では, まず第 2 章および第 3 章で得られた結果を

振り返り, 剣道の決着の瞬間の二者の動きのメカニズムに

ついて, 2 つの観点からそれに至る過程を整理した. そして,

それらを総合的に考察することで, 異なる 2 つの主要な勝

利メカニズムが併存しうることを明らかにした. 

第 5 章では, 第 4 章の総合考察を踏まえ結論を以下のよ

うに導いた. 決着の瞬間には,「相手との同期パターンを形

成・打破して勝利するメカニズム」と「反応者が相手の動

き出しに対し, MT 短縮（ボーアの法則）を利用してカウン

ターで勝利するメカニズム」が存在する. 本研究で得られ

たこの知見は, 剣道をはじめとする対人スポーツにおける

「決着の瞬間」を科学的に捉える新たな枠組みの基盤とな

るものである. 
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【背景と目的】 

多くの人が習得する基本的な運動技能の一つに自転車走

行がある. 自転車走行では，四肢の協調的な運動に加え，

環境に対する自己の定位を維持しながら走行することが求

められる. このとき，定位に関わる主要な運動として，ハ

ンドル操作である steering と車体の傾きを調整する frame 

roll が挙げられる (Doyle, 1987; Schwab et al., 2007). また, 

感覚情報の中でも視覚は，自己の定位および移動方向の制

御に重要な役割を果たすことが知られており，自転車走行

において中核的な感覚であると考えられる. 実際に，自転

車走行中の視覚に着目した先行研究では, 走行が困難な低

速かつ狭い経路では視線が近方に向けられる一方で，走行

が容易な広い経路では視線が経路のゴール地点に向けられ

ることが示されており (Vansteenkiste et al., 2013), 課題

難易度が視線行動に与える影響が知られている. しかしな

がら，これまで研究は主に視線単独に着目しており，視線

行動および身体運動と安定した走行の関係については十分

に明らかにされていない. そこで本研究の目的は，安定し

た自転車走行に寄与する視線行動および身体動作の特性を

明らかにすることとした. この目的を達成するために, 本

研究では，安定性の評価のために自転車で狭い直線経路上

を逸脱せずに走行する直線狭路課題を用いた (Fonda et al., 

2017).  

 

【結果と考察の概要】 

検討課題 1 では，測定に関する方法論的課題の解決と，

安定した走行に関わる視線行動および身体動作の把握を目

的とした. モーションセンサーを頭部に装着し，眼球運動

測定装置と同期を行うことで，参加者間で比較可能な視線

角度の算出を可能とした . 重回帰分析の結果，小さな

steering および上方への眼球位置が経路からの逸脱率の低

さを有意に予測した. これにより，安定した走行には過剰

な steering を抑制することに加え，視線を相対的に遠方に

向けることが関与する可能性が示唆された. また，視線行

動の詳細な分析の結果， 19 名のうち 16 名において，前後

方向に周期的に生起する眼球運動である視運動性眼振 

(OKN) が観察された.  

検討課題 2 では，直線狭路課題において特徴的に観察さ

れた OKN の抑制が走行に与える影響を検討した. 自転車

前方の一定距離に投射されたレーザーによる注視点を注視

させた条件では，OKN の振幅が抑制されるとともに，経路

からの逸脱が早期に生じた. この結果は，OKN が単なる副

次的な現象ではなく，安定した自転車走行に機能的に関与

している可能性を示唆する.  

検討課題 3 では，視線方向の教示が身体動作および走行

軌道に与える影響を検討した. 近方，遠方の地面，および

遠方の目線の高さに注視点を設定し，各条件で直線狭路課

題を実施した. その結果，遠方に視線を向けた条件では，

steering および頭部傾斜のばらつきが小さくなり，身体動

作の安定性が向上した. 一方で，近方に視線を向けた条件

では，経路からの逸脱が最も小さく，走行軌道の正確性が

高まった. これらの結果は，視線距離の違いが運動制御の

異なる側面に影響を及ぼすことを示しており，遠方は動作

の安定化に，近方は位置精度の向上に寄与する可能性が示

唆された.  

検討課題 4 では，自転車技能の向上に伴う身体動作およ

び視線行動の変化を検討した. 参加者が未経験の Bicycle 

motocross を用い，1 ブロック 10 試行の練習を 1 日 2 ブロ

ック，2 日間実施した. その結果，練習により経路からの逸

脱が減少し，走行の安定性が向上したことが確認された. 

身体動作においては，steering と frame roll の相互相関が

練習後に増大し，両者のばらつきが減少したことから，協

調的な制御が強化されたことが示された.この結果は，運動

学習において，まず身体動作の協調が形成され，その後に

安定化が進むという Newell (1985)の段階モデルと整合的

であると考えられる. 

 

【まとめ】 

4 つの検討課題を通して，以下の知見が得られた. まず，

視線行動に関しては，変動の小さい安定した動作が求めら

れる状況では遠方に視線を向けることが有効である一方で，

正確な走行軌道が求められる状況では近方の走行経路に視

線を向けることが重要であることが示された (検討課題 2，

3). これらの結果は, 視線距離の違いが運動制御の異なる

側面に機能的に関与していることを示唆するものである. 

次に，身体動作に関しては, frame roll の方向に対して

steering を行う協調的な運動が重要であり，さらに各動作

の安定化が走行の安定性向上に寄与することが示された  

(検討課題 1，4). 以上の結果から，安定した自転車走行は，

視線行動と身体動作が課題要求に応じて柔軟に調整される

ことによって成立していると考えられる． 
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【背景と目的】競技場面においてミスは，敗北を決定づ

けたり，失点や劣勢を招いたりするだけでなく，その後の

プレーにも悪影響を及ぼす（e. g., Harris et al., 2021）．と

ころが，なぜミス後にパフォーマンス低下が生じるのかに

ついての検討は不十分である．さらにミスの影響と個人特

性要因の関係は検討されていない．そこで個人特性要因と

してミスの捉え方に着目した．ただし競技場面でのミスの

捉え方の因子構造の検討は不十分である．以上を踏まえ，

本博士論文の目的は，①ミスの影響を明らかにすること，

②ミスの捉え方の因子構造を明らかにすること，③ミスの

捉え方とミスの影響の関係を検討すること，の 3 点とした． 

 

【方法と結果の概要】研究 1：目的③についてゴルフ非

熟練者の大学生 29 名（男性 14 名，女性 15 名）を対象に

ゴルフパッティング実験を行った．その結果，失敗に対し

てネガティブな価値観をもつほど，失敗後の試行における

ダウンスイング期のクラブヘッドの平均速度が遅かった． 

研究 2：目的①についてラリーポイント制競技（バレー

ボール，硬式テニス，卓球）の大学生競技者 12 名（男性 6

名，女性 6 名）を対象としたインタビュー調査を行った結

果，焦り，罪悪感，身体感覚の違和感，安全性を重視した

プレーの選択などのネガティブな影響がパフォーマンス低

下につながったことが報告された．一方で，モチベーショ

ンや集中力の向上などのポジティブな影響も報告された． 

研究 3：目的①，②，③について，ラリーポイント制競技

を対象とした質問紙調査を実施し，大学生競技者 267 名（男

性 146 名，女性 120 名，その他 1 名）から有効回答が得ら

れた．探索的因子分析の結果，ミスの影響ではパフォーマ

ンス低下，混乱，有益な効果，動作への悪影響，プレー回

避欲求，安全性重視方略の 6 因子構造が，ミスの捉え方で

はネガティブイメージ，不可避イメージ，ポジティブイメ

ージの 3 因子構造が得られた．次にミスの捉え方とミスの

影響の関係について，得られた因子を用いて共分散構造分

析を行った結果，ネガティブイメージはネガティブな影響

の因子と正の関連を示し，ポジティブイメージは有益な効

果と正の関連を示した．また，ミスの捉え方についてクラ

スター分析を行い，ミスの影響の経験を比較した結果，ミ

スをポジティブなもの，仕方のないものと捉え，ネガティ

ブなものとは捉えないという捉え方の組み合わせが，ミス

の影響において有益である可能性が示唆された． 

研究 4：多様な競技を対象に研究 2 と同様の目的・手順

でインタビュー調査を行った．対象者はトライアスロン，

硬式テニス，サッカー，フィールドホッケー，剣道の大学

生競技者 8 名（男性 5 名，女性 3 名）で，報告された影響 

研究 5：多様な競技を対象に，研究 3 と同様の目的・手

順で質問紙調査を実施した．大学生競技者 277 名（男性 169

名，女性 107 名，その他 1 名）から有効回答が得られ，探

索的因子分析の結果，ミスの影響では動作への悪影響，ネ

ガティブ感情，安全性重視方略，有益な効果，回避欲求の

5 因子構造が，ミスの捉え方ではネガティブイメージ，成

長可能性，ポジティブイメージ，軽視の 4 因子構造が得ら

れた．共分散構造分析の結果は研究 3 と概ね同様であった．

また，ミスの捉え方についてクラスター分析を行い，ミス

の影響の経験を比較した結果，ミスを軽視せず，ネガティ

ブなものと捉えず，成長やポジティブな影響を導くものと

捉えることが，ミスの影響において有益な捉え方の組み合

わせである可能性が示唆された． 

 

【まとめ】従来の研究ではミスの影響についての検討は

不十分であった．研究 2・4 で得られたミスの影響は，あが

り研究で報告された現象（e.g., Murayama et al., 2010）と

一致していた．これまで，ミス後の現象に着目してあがり

が生じるかどうかを確認した研究は行われてこなかった．

本論文は，ミスの影響を探索的に検討し，ミス後にあがり

が生じる可能性を示した初めての研究となった． 

また，これまでミスの捉え方の因子構造は明らかにされ

ていなかったが，質問紙調査の結果，研究 3 ではネガティ

ブイメージ，不可避イメージ，ポジティブイメージの 3 因

子構造，研究 5 ではネガティブイメージ，成長可能性，ポ

ジティブイメージ，軽視の 4 因子構造が得られた． 

さらに，従来の研究ではミス後のパフォーマンス低下と

個人特性要因の関連は十分に検討されてこなかったが，研

究 1・3・5 において，ミスに対するネガティブな捉え方が

ミス後のネガティブな影響と関連することが示された．一

方で，研究 3・5 においてミスをポジティブに捉えることが

ミス後のポジティブな影響と関連することも明らかとなっ

た．さらに，これまで競技者を対象にミスの捉え方を測定

した先行研究（e. g., 安達・中山, 2017）では，ミスの捉え

方の組み合わせにはどのようなものがあり，それが他の測

定指標とどのような関係を示すのかについては検討されて

いなかったが，研究 3・5 において，例えばミスを仕方のな

いもの，ポジティブなものと捉え，ネガティブなものとは

捉えないという捉え方の組み合わせが，ミスの影響におい

て有益である可能性が示された． 
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田島勇人（日本大学人文科学研究所） 

学位：博士（学術），授与機関：日本大学 

取得日：2026 年 3 月 25 日，指導教員：髙橋正則教授 

 

【はじめに】 

スポーツ外傷・障害の受傷には様々な要因が考えられ，

包括的モデル（Bahr and Krosshaug, 2005）によると，身体

的要因や環境的要因のほかに心理的要因が挙げられており，

受傷への関与が指摘されている．特にスポーツ外傷・障害

の心理的な受傷プロセスを示すモデルとして，ストレス－

傷害モデル（Andersen and Williams, 1988）がある．この

モデルでは緊迫した競技場面に遭遇した時，生理的応答を

引き起こし，スポーツ外傷・障害を受傷する危険性が増す

と説明されている． 

実際のスポーツ場面では，スポーツ外傷・障害の受傷を

予防するため，様々な介入が行われる．心理的要因につい

ても例外ではなく，例えば Gledhill et al.（2018）のシステ

マティックレビューでは，14 件の研究のうち 13 件で，心

理的介入により，受傷件数の低下が報告されている．  

このようにスポーツ外傷・障害の予防には積極的な介入

が求められるが，適切な介入を行うには，適切な受傷リス

クの評価を行うことが重要である．この評価方法について

は，一般的にメディカルチェックやフィジカルチェックな

どが挙げられるが，近年では，デジタルデバイスの発展と

ともに，選手の運動負荷をモニタリングすることで疲労度

や適応レベルなどを評価する Acute: Chronic Workload 

Ratio（ACWR）といった指標が用いられている．これらは

主に身体的要因に対する評価であり，心理的要因を評価し，

受傷リスクを評価するといった指標は見当たらない． 

以上のように，スポーツ外傷・障害の受傷には心理的要

因の関与が明らかにされ，介入により受傷リスクを低減さ

せることが可能であるにもかかわらず，受傷リスクの評価

指標がない現状を踏まえ，本研究の目的は，スポーツ外傷・

障害の受傷と心理的要因との関係を検討し，心理的要因に

基づく受傷リスクの評価方法を確立することとした．この

目的を達成するために，3 つの研究課題を設定し，検討を

行った． 

 

【各研究課題の概要】 

研究課題 1 では，大学スポーツ選手の受傷とメンタルヘ

ルスの関係を捉え，ストレス－傷害モデルを基に心理的要

因による受傷プロセスを明らかにした．t 検定，二項ロジス

ティック回帰分析，パス解析を行った結果，受傷にはメン

タルヘルスを評価する心理的苦痛が直接影響を与えていた．

また，心理的苦痛には日常や競技での人間関係などのスト

レッサーを介して，精神の安定・集中や協調性といった心

理的スキルが影響していることが判明した．つまり，心理

的スキルが低いとメンタルヘルスが不調となり，間接的に

受傷リスクが高まるという心理的受傷モデルが構築された 

研究課題 2 では，大学男子テニス選手を対象として，受

傷に影響を与える心理的競技能力を検討し，受傷リスクを

スクリーニングするカットオフ値を求めた．心理的競技能

力診断検査の分析後，ROC 曲線を描出した結果，受傷には

「精神の安定・集中」の下位尺度であるリラックス能力が

関係し，この得点が高いほど受傷確率が下がることが確認

された．さらに，リラックス能力が 9.30 点を下回る場合に

受傷リスクが高いと判断するカットオフ値が得られ，心理

的要因に基づく客観的な評価基準が確立された． 

研究課題 3 では，Functional Movement Screen（FMS）

を用いて身体的受傷リスクの低い選手（14 点以上）を抽出

し，課題 2 で得られたカットオフ値の有効性と，心理状態

の変動（ACWR）と受傷の関係を検証した．その結果，身

体的リスクが低い場合でも，リラックス能力がカットオフ

値未満の選手は受傷リスクが高いことが確認され，同指標

の有効性が示された．また心理状態に着目すると，一過的

に安定度や快適度が高い状態や，継続的モニタリングにお

いて活性度が急激に高まった際（活性度の ACWR 上昇時）

に受傷しやすいことが明らかとなった． 

 

【まとめ】 

受傷には心理的要因のうち，特に心理的苦痛といったメ

ンタルヘルスが直接影響し，また，心理的苦痛を調整する

要因として，心理的スキルがストレッサーを介して影響を

与えていた．さらに，心理的スキルのうち，特にリラック

ス能力が受傷と関連しており，9.30 点を下回る場合，受傷

するリスクが高いことが明らかとなった．他方，心理状態

に着目すると，一過的に安定度や快適度が高い状態や，継

続したモニタリングの中で活性度の ACWR が高い状態，

つまり，活性度が急激に高まった際に受傷リスクが高まる

ことが明らかとなり，心理状態の把握が常に重要となる．

一方で，研究の限界について，これまで外傷と障害の受傷

プロセスは異なる可能性が指摘されている（Williams and 

Andersen, 1998; Tranaeus et al., 2014）が，本研究において

は外傷と障害を区別して分析は行っていない．また，本研

究では，受傷の定義を競技に影響のあった全ての怪我（all 

complaints injury; Clarsen and Bahr, 2014）とした．非常に

軽微な受傷についても取り扱える一方，競技から離脱する

に至らない外傷・障害も含まれる．今後はこれらについて，

考慮することが望まれる．最後に，本研究の対象者は大学

スポーツ選手で，特に大学テニス選手に着目した．したが

って，今後は年齢や性別，競技種目といった観点から検証

を行うことで，汎用性が高まることが期待される． 

 

著者略歴：2021 年日本大学文理学部卒

業，2023 年日本大学大学院文学研究科

前期課程修了，2026 年同研究科博士後

期課程修了．日本スポーツ心理学会認定

SMT 指導士，JSPO-AT 等の資格を有し，

スポーツ現場においてサポートを行っ

ている． 
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批判的思考態度を育む大学体育実技に関する実証的研究 

鳥井淳貴（宝塚医療大学保健医療学部） 

学位：博士（学校教育学），授与機関：兵庫教育大学 

取得日：2026 年 3 月 21 日，指導教員：中須賀巧准教授 

 

【研究の背景と目的】 

身体活動や運動が心身の健康維持・増進に寄与すること

は多くの研究により明らかにされている（WHO，2020；厚

生労働省，2013）．一方で，わが国における運動実施率は依

然として低く，とりわけ大学生を含む若年成人層では，運

動習慣を有しない者や改善意欲の低い者が一定数存在する

（相澤ほか，2014；厚生労働省，2019）．このような「運動

の重要性は理解しているが実践しない」という状況は，将

来的な健康リスクの増大にもつながることが指摘されてお

り，大学生期における運動行動の形成支援が重要な課題と

なっている．この課題に対し，大学における保健体育科目

（以下，大学体育）は重要な役割を担いうる．大学体育は

戦後の教育改革以降，一般教育科目として位置づけられ，

身体的・精神的・社会的側面にわたる多面的な教育効果が

指摘されてきた（全国大学体育連合，2010）．一方で，大学

設置基準の大綱化以降，体育の必修性をめぐる議論が続い

ており，その教育的意義の明確化が求められている（坂入，

1987；田崎，2001）．さらに近年は，高等教育において学修

成果の可視化やジェネリックスキルの育成が重視されてお

り（中央教育審議会，2018），大学体育においても学習過程

や成果を支える要因の解明が課題となっている． 

本研究では，こうした課題を踏まえ，学習者の「批判的

思考態度」に着目する．批判的思考は，論理的・合理的な

規準に基づき，自己の思考過程を内省的に吟味しながら判

断を行う思考様式であり（Ennis，1987；楠見・道田，2015），

その実践には態度的側面が重要な役割を果たす．特に，探

究心や客観性，証拠の重視といった批判的思考態度は，知

識や技能を実際の行動に結びつける基盤となる（平山・楠

見，2004）．運動行動が個人の価値判断に基づく選択的行為

であることを踏まえると，批判的思考態度は運動習慣の形

成や学修成果の獲得を支える心理的要因となる可能性があ

る．しかしながら，批判的思考態度に関する研究は主に教

科学習を中心に蓄積されており（楠見ほか，2011），体育の

文脈における実証的研究は限定的である． 

以上より，大学体育における学習者の批判的思考態度に

着目し，その育成に関わる要因および教育的条件について

理論的・実証的に検討することを目的とした．  

 

【結果の概要】 

本研究では，大学体育における批判的思考態度の役割に

ついて，運動習慣形成，教育的要因，学修成果の三側面か

ら多角的に検討した．研究 1 では，自己決定理論を枠組み

として，批判的思考態度と運動動機づけおよび運動継続へ

の自信との関連を共分散構造分析により検討した．その結

果，批判的思考態度は内発的動機づけおよび同一視的調整

と正の関連，無動機づけと負の関連を示した．さらに，こ

れらの自律的動機づけを媒介して運動継続への自信と関連

する構造が確認され，批判的思考態度が運動行動の内在化

を促進し，継続的実践を支える心理的基盤となる可能性が

示唆された．また，外的調整も運動継続への自信と関連す

ることが認められ，多様な動機づけの在り方が行動維持に

関与することが示された．次に，研究 2 では，大学体育に

おける動機づけ雰囲気およびスポーツ経験と批判的思考態

度との関連を，多母集団同時分析を用いて検討した．その

結果，熟達雰囲気は一貫して批判的思考態度と正の関連を

示し，課題への挑戦や振り返りを重視する学習環境が，思

考態度の形成を促進することが明らかとなった．一方で，

成績雰囲気との関連は限定的であり，競争的評価を強調す

る環境は必ずしも態度形成に寄与しない可能性が示唆され

た．最後に，研究 3 では，フラッグフットボール授業を対

象に，学生の主観的恩恵評価と批判的思考態度との関連を

共分散構造分析により検討した．その結果，批判的思考態

度は身体的・心理的・社会的恩恵の実感と有意に関連して

いた．以上より，批判的思考態度は運動習慣の形成を支え

るだけでなく，授業環境との相互作用を通じて学修成果の

獲得にも関与する重要な要因であり，大学体育の教育的価

値を支える中核的要素として位置づけられることが示唆さ

れた． 

 

【まとめ】 

本論文では，大学体育における学習者の批判的思考態度

に着目し，その育成に関わる要因および教育的条件につい

て理論的・実証的に検討することを目的とした．研究 1 で

は，批判的思考態度は運動動機づけの質を高め，自律的動

機づけを通して運動継続への自信と関連する心理的基盤と

して位置づけられた．研究 2 では，熟達雰囲気を基盤とし，

挑戦や振り返りを重視する授業環境，さらには学習経験の

意味づけを促す指導的働きかけが，批判的思考態度の形成

を支える重要な条件であることが示唆された．研究 3 では，

批判的思考態度は主観的恩恵評価と有意に関連しており，

大学体育で得られる身体的・心理的・社会的恩恵の実感を

支える要因となる可能性が示された．これらの知見は，大

学体育が身体的能力の向上にとどまらず，自律的に学び続

ける力や生涯にわたる運動実践を支える内的基盤を育成し

得ることを示唆するものである．ss 

最後に，本研究は関連構造の解明にとどまるため，介入

研究や縦断研究による因果的検証が今後の課題に挙げられ

た． 

 

著者略歴：大阪体育大学体育学部

卒業．兵庫教育大学大学院学校教

育研究科修了．兵庫教育大学大学

院連合学校教育学研究科修了．現

在は宝塚医療大学保健医療学部に

所属．
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ヨーロッパでの研究 

小嶋 岳（大阪体育大学） 

 

2024 年 10 月から 2025 年 1 月末まで, オーストリアの

ウィーン工科大学に客員研究員として滞在しました. 博士

課程では自転車の知覚－運動技能に関する研究を行ってお

り, VR 自転車シミュレータに関する論文を読んだことが, 

この研究室を知るきっかけとなりました. 私自身, 自転車

走行中の操作ミスによって怪我をした経験があり, 「怪我

のリスクがない環境で自転車競技の練習ができれば」とい

う単純な動機から訪問を決めました. 実際に VR 自転車シ

ミュレータを体験してみると, 現実の走行感覚とは大きく

異なり, 当初予定していた研究計画を見直す必要があると

感じました.受け入れ先の Florian Michahelles 先生に相談

したところ, 「まずは実際のマウンテンバイクコースを見

てきたら？」と助言を受け, マウンテンバイクを借りてウ

ィーン郊外のコースを下見に行きました. そのコースをモ

デルに, Unity 上で仮想コースを作成し, シミュレータ上で

の試走と改良を繰り返しました. 連日のようにシミュレー

タ酔いに悩まされながらも, 最終的には VR 自転車シミュ

レータのユーザー体験に関する実験を実施することができ

ました. ウィーン滞在中は幸い自転車で怪我をすることは

ありませんでしたが, 代わりにシミュレータ酔いと格闘す

る日々でした.  

受け入れ先の研究室は Ubiquitous Computing の領域に

属し, 日常生活の中で人々がより自然かつ容易にコンピュ

ータを利用できるようにする

ことを目的とした研究が行わ

れていました.デバイス開発を

行う情報工学を専門とする学

生が 4 名, 心理学を専門とす

る博士課程の学生が 1 名所属

しており, 工学と心理学の協

働が欠かせない研究環境であ

ることを実感しました. 私が使用したシミュレータは, 以

前修士課程の学生によって作成されたものでした. これを

機に, 私自身も Unity で簡単なゲームを制作しながら C#を

学びました. PhD 以上の研究者は 17 時前には帰宅するた

め, 私は学部生が卒業研究のために夜な夜な研究室に集ま

る時 間に 合わ せて , 一緒 にゲ ーム 制作 を学 びま し た . 

Florian とは初めてお会いした際, 「研究生活をサバイブす

る方法を教えてあげるよ」と言われ, 滞在中は部屋の鍵を

渡され, 自由にデスクや機材を使わせてもらいました. 海

外で研究するために助成金申請書をいくつも書き, 実験計

画に頭を悩ませ, 異国の地で研究を進める術を身につける

貴重な経験となりました.   

次に, 2025 年 2 月から 2025 年 6 月末までオランダのア

ムステルダム自由大学に客員研究員として滞在しました. 

自転車の練習方法の比較についての論文を読み, こちらの

研究室を知りました. 受け入れ先の John van der Kamp 先

生が持っていたアイデアをもとに自転車の学習方法の比較

に関する実験を行いました. ４日間の学習実験であり, 参

加者の募集に苦労しました. こちらの大学では, 大学１年

生が単位を取得するために幾つかの実験に参加する必要が

ss ありました. このシステムを利用し, かつ大学内にポス

ターを貼り宣伝しました. 最終的に多くの参加者が集まり

ましたが, 参加者のスケジュールや連絡のマネジメントが

とても大変でした. 

John の研究室には, 世界各国から多くの学生が PhD と

して滞在していました. John はとても気さくでありながら, 

学生と対等な立場で議論を行い, 具体的な例や問いを通し

て新たな気づきを与えてくれる点が印象的でした. また, 

研究室の学生たちとは木曜や金曜の夕方に外のベンチでビ

ールを飲むことが恒例で, 良い思い出となっています. 暖

かくなる季節には「Enjoy the sun!!」と言って毎週のように

乾杯していました.こちらの大学では, 16 時頃には多くの教

員や学生が帰宅し, 金曜日には人が少なくなるなど, 私生

活と研究のメリハリがはっきりしていました. 職員（PhD

以上）は自由にコーヒーマシンを使用できたり, 学内の映

画チケットが配布されたり, 領域間の交流会が月に数回開

催されたりするなど, 大学からのサポートも充実していま

した. また, 大学の予算削減に対しては PhD 学生を含めた

会議が頻繁に開かれ, 学校運営への意識も高まりました. 

特に印象的だったのは, 予算削減への抗議としてストライ

キが行われた際, John が校門で率先してビラを配っていた

ことです. 

アムステルダムには, 指導教員

である國部雅大先生がいらっし

ゃいました. 3 泊 4 日の滞在期間

中, 先生は朝から夕方まで常に実

験を見守ってくださり, とても心

強く感じました. 実験で使用した

自転車にも実際に挑戦していた

だきました . 渡航前日に徹夜で

PC の修復を行われたとのことで, 

宿に向かう途中で歩きながら眠

っておられた先生の姿が印象に

残っています. ご多忙の中お越しいただき, 心より感謝申

し上げます.  

これらの研究室へは 4 月に連絡を取り, 7 月にヨーロッ

パで開催された国際学会に参加した際に一度訪問し、10 月

からウィーン, 翌年 2 月からアムステルダムへの滞在を決

定しました. 長期滞在の許可申請などには時間を要するた

め, 今振り返ると, 予定の 1 年ほど前には連絡を取ってお

くべきだったと感じています. 快く受け入れてくださった

方々, そして送り出してくださった方々に心より感謝いた

します.  

 

著者略歴：学位論文紹介を参照.  

 



 

 

Ⅶ．事務局報告
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2025(R7)年度 体育心理学領域 第 2 回理事会 議事録 

日時：2025(R7)年 8 月 18 日(月) 14:00～14:40 

場所：WEB 会議システムによるオンライン開催 

 

出席者：杉山佳生（会長），兄井彰（理事長），國部雅大，雨宮 怜，煙山千尋，工藤和俊，渋倉崇行，横山慶子，幾留沙智

（理事），長谷川弓子（監事），小笠希将（幹事），沖 和砂，木島章文（オブザーバー） 

委任状提出： 土屋裕睦，村山孝之 

欠席者：奥村基生，荒木香織，森 司朗，田中美吏，筒井 香，樋口貴広 

 

【報告事項】 

１． 前回理事会（2024(R6)年度第１回理事会）議事録確認（事務局）（資料１） 

兄井理事長より，資料１の確認依頼があった．会議終了までに理事からの疑義等はなく，承認が得られた． 

２． 会員の異動，会費納入状況（事務局） 

兄井理事長より，2025 年 4 月時点で名誉会員 22 名と正会員 572 名が名簿に記載されていること，会費納入状況につ

いては，現在確認中である旨の報告があった． 

３． 各種委員及び研究部会員（資料２） 

兄井理事長より，2025・2026 年度の各種委員及び研究部会員の推薦について報告があり，政策検討・諮問委員に石倉

忠夫氏（同志社大学），若手研究者委員に雨宮理事，応用研究部会委員については，新たに尼崎光洋氏（愛知大学），

幾留理事，渋倉理事を推薦したことが報告された． 

４． 会報 37 号（通巻 65 巻）の発行（広報委員会，事務局） 

兄井理事長より，会報が 8 月 12 日からホームページで公開されている旨の報告があった．また，理事会後に，会報

の発行を会員にメール周知する旨が確認された． 

５． 日本体育・スポーツ・健康学会第 75 回大会について（学会大会委員会，事務局）（資料３） 

兄井理事長より，日本体育・スポーツ・健康学会第 75 回大会が，2025 年 8 月 27 日(水)，28 日(木)，29 日(金)に日

本体育大学東京・世田谷キャンパスで開催され，当領域では，口頭発表 6 題，ポスター発表 79 題，キーノートレクチ

ャー2 題が予定されている旨の報告があった．また，理事会に出席の応用研究部会の部会員より，研究部会の内容に

ついて紹介された． 

６． 大学院生に対する日本体育・スポーツ・健康学会第 75 回大会 発表準備助成 

   兄井理事長より，2 名の大学院生の助成が行われた旨の報告があった． 

７． 日本体育・スポーツ・健康学会第 76 回について（事務局，学会大会委員会） 

兄井理事長より，日本体育・スポーツ・健康学会第 76 回大会が，2026 年 8 月 31 日（月），9 月 1 日（火），2 日（水）

に北翔大学にて開催される旨の報告があった． 

８． その他 

國部理事より, 学位論文発表企画がサテライトで実施され，2 名の各企画につき 20 名程度の参加があった旨が報告さ

れた． 

 

【審議事項】 

１． 日本体育・スポーツ・健康学会第 75 回のキーノートレクチャー，司会，座長への謝金について（資料４） 

兄井理事長より，学会大会でのキーノートレクチャー講師２名に 10,000 円ずつの講演料，同司会２名に 5,000 円ず

つの謝金，加えて口頭発表の座長１名に 5,000 円の謝金を支払うこと，さらに各者に支払う金額に第 38 号会報に掲

載する報告原稿料が含まれる旨の提案があった．これら全ての提案が承認された．また，他領域と合同でシンポジウ

ムを実施する場合に備えた検討の必要性が確認された． 

２． 2026(R8)年度事業計画案（資料５） 

兄井理事長より，2026 年度の事業計画案について説明がなされ，承認された． 

３． 2026(R8)年度予算案（資料６） 

幾留会計担当理事より，2026 年度の予算案の説明がなされ，承認された．なお，専門領域会報関連費用の謝礼（会報

発行作業補助）については，理事・事務局の交代により１年目の場合は補助が必要になる可能性があるため，１年目

の予算には計上することが確認された． 

４． その他 

なし．  
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2025（R7）体育心理学専門領域総会議事録 

日時：2025 年 8 月 29 日（金）9:00～10:00 

会場：日本体育大学 1202 教室 

Ⅰ．開会の辞 

Ⅱ．会長挨拶 

Ⅲ．議長選出 

高井秀明氏（日本体育大学）が選任され，承諾を得た． 

Ⅳ．報告事項 

１．2025 年度事業について 

(1)理事会

兄井理事長より，以下の２回を開催した旨の報告があった．

- 2025 年 4 月 11 日（金）第 1 回理事会開催（オンライン）

- 2025 年 8 月 18 日（月）第 2 回理事会開催（オンライン）

(2)学術／社会貢献企画（中高生・市民のための入門講座（日本スポーツ心理学会との合同企画））

兄井理事長より，体育心理学専門領域 HP に掲載されている通り，2025 年 8 月 29 日までに 2 題の動画が配信されてい

る旨の報告があった．

(3)体育心理学専門領域会報第 37 号発行

兄井理事長より，2025 年 8 月 10 日付で体育心理学専門領域 HP 上に掲載された旨の報告があった．

(4)日本体育学会第 75 回大会における専門領域の活動

兄井理事長より，口頭発表 6 題，ポスター発表 79 題，キーノートレクチャー2 題の発表が予定されている旨の報告が

あった．

(5)大学院生に対する日本体育・スポーツ・健康学会第 75 回大会 発表準備助成

兄井理事長より，大学院生 2 名が採択された旨の報告があった．

(6)研究会等活動支援

兄井理事長より，2025 年 9 月 30 日締切で募集が行われた旨の報告があった．

(7)学位論文発表企画

兄井理事長より，2025 年 7 月 29 日および 8 月 4 日に，各 1 題の発表があった旨の報告があった．

２．会員異動 

兄井理事長より，2025 年 4 月時点において，名誉会員 22 名，正会員 572 名であった旨の報告があった． 

３．2026 年度名誉会員の推薦について 

兄井理事長より，2026 年度の日本体育・スポーツ・健康学会名誉会員について，本部理事会から，体育心理学専門領域

に所属する会員の中に該当者がいなかった旨の報告があった． 

４．2025・2026 年度日本体育・スポーツ健康学会専門領域選出代議員の選挙結果 

兄井理事長より，オンライン選挙が行われ，投票率が体育心理学専門領域で 14.5%，専門領域全体で 21.2%であったこ

と，さらに荒井弘和氏，工藤和俊氏，田中ウルヴェ京氏の 3 名が代議員に選出されたとの報告があった｡ 

５．各種委員会委員 

兄井理事長より，資料１に示した各種委員が選出されたことについて報告があった． 

６．日本体育・スポーツ健康学会第 76 回大会 

兄井理事長より，2026 年 8 月 31 日（月）から 9 月 2 日（水）まで，北翔大学において開催される旨の報告があった． 

７．その他 

Ⅴ．審議事項 

１．2024 年度（令和 6 年度）決算報告． 

兄井理事長より，資料２の説明・提案があり，承認された． 

２．2026 年度事業計画案 

兄井理事長より，下記の 9 事業を計画しているとの説明・提案があり，承認された． 

(1)日本体育・スポーツ・健康学会第 76 回大会の体育心理学専門領域の企画・運営

(2)学術／社会貢献企画（中高生・市民のための入門講座（日本スポーツ心理学会との合同企画）等）

(3)役員選挙（会長・理事）

(4)会報第 38 号（通巻 66 巻）の発行

(5)理事会（4 月頃，8 月頃）
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(6)総会（9 月） 

(7)大学院生に対する日本体育・スポーツ・健康学会第 76 回大会発表準備助成 

(8)研究会等活動支援 

(9)学位論文発表企画 

３．2026 年度予算案（資料 3） 

兄井理事長より，資料 3 の説明・提案があり，承認された． 

４．その他 

 

Ⅵ．議長退席 

 

Ⅶ．閉会の辞 
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資料１ 

2025・2026 年度 体育心理学専門領域 役員選挙結果 報告 

 

開票日：2024 年 7 月 4 日（木）17:00～18:00  

場所：株式会社エム・イー・シー投票システム i-vote  

立会人：兄井彰・木島章文・中本浩揮・中須賀巧 

投票率：13.8% [会員数 572 名，投票用紙送付 572 名，投票数 79]  

会長選挙：全票数 572，投票数 80，有効票 79，無効票 1 

理事選挙：全票数 2,860，投票数 395，有効票 382，無効票 13 

 

選挙結果（以下，敬称略） 

 

会長（1 名） 

杉山 佳生 

 

理事（五十音順） 

  兄井 彰 

雨宮 怜  

荒木 香織 

幾留 沙智 

奥村 基生 

工藤 和俊 

國部 雅大 

渋倉 崇行 

土屋 裕睦 

横山 慶子 
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資料 2 
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資料 3 

  



 

- 42 - 

資料 4
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2026（令和 8）年度 体育心理学専門領域 第 1 回理事会 議事録 

 

日時：2026（令和 8）年 4 月 7 日（火）11:00～11:50 

場所：Web 会議システムによるオンライン開催 

 

出席者：杉山佳生（会長），兄井 彰（理事長），雨宮 怜，荒木香織，幾留沙智，煙山千尋，國部雅大，工藤和俊，渋倉崇

行，土屋裕睦，村山孝之，横山慶子（以上，理事），長谷川弓子，森 司朗（以上，監事），小笠希将（幹事），尼崎光洋，

沖和砂（以上，オブザーバー） 

欠席者：奥村基生（理事），筒井香（オブザーバー） 

 

【報告事項】 

1. 2025 年度第 2 回理事会及び総会議事録の確認（事務局）〈報告 1 の資料〉 

兄井理事長より，資料の確認依頼があった．会議終了までに理事から疑義等はなく，承認が得られた． 

2. 会員の異動（事務局） 

兄井理事長より，2026 年 4 月 1 日時点で，会員 533 名であり，昨年 4 月 1 日と比較して 39 名減少したことが報告

された． 

3. 会報第 38 号（通巻 66 号）の準備状況（広報委員会，事務局庶務担当） 

横山事務局庶務担当理事より，現時点で原稿は概ね収受されていることが報告された． 

4. 日本体育・スポーツ・健康学会第 76 回大会について（学会大会委員会，事務局）〈報告 4 の資料〉 

國部理事より，学会大会が，2026 年 8 月 31 日，9 月 1 日，9 月 2 日に札幌コンベンションセンターおよび北翔大学

で開催される予定であること，キーノートレクチャーに上野雄己氏（東京大学）と長谷川弓子監事（中京大学）がご

登壇いただく予定であること等が報告された． 

5. 社会貢献イベント（中高生・市民のためのスポーツ心理学入門講座）の実施状況（事務局）〈報告 5 の資料〉 

兄井理事長より，過去の実施状況が報告された． 

6. その他 

特になし． 

 

【審議事項】 

1. 2025 年度決算案（事務局会計担当）〈審議 1 の資料〉 

幾留事務局会計担当理事より，2025 年度の決算に関する説明があり，承認された．  

2. 2026 年度事業計画案の確認（事務局）〈審議 2 の資料〉 

兄井理事長より，事業計画案が提案され，承認された．  

3. 2026 年度大学院生に対する日本体育・スポーツ・健康学会参加助成について〈審議 3 の資料〉 

兄井理事長より，例年と同様に大学院生に対する学会参加助成を実施する案が提案され，承認された．  

4. 2026 年度研究会助成について（事務局）〈審議 4 の資料〉 

兄井理事長より，例年と同様に研究会助成を実施する案が提案され，承認された．  

5. 学位取得者のオンライン発表について（学会大会委員会，事務局）〈審議 5 の資料〉 

國部学会大会委員より，学位取得者のオンライン発表について，今年度は学会大会後に実施する案が提案され，承

認された． 

6. 2027-2028 年度会長及び理事選挙について〈審議 6 の資料〉 

兄井理事長より，役員選挙を実施すること，その方法については今回よりオンラインで実施する案が提案され，承

認された． 

7. 日本体育・スポーツ・健康学会と関連学会間の情報共有基盤の構築について〈審議 7 の資料〉 

兄井理事長より，会員に一般的に公開されている内容について情報共有する方針が示され，承認された． 

8. 自然災害等のやむを得ない事情により学会大会の企画が中止となった場合の代替開催について〈審議 8 の資料〉 

國部理事より，学会大会の企画が中止となった場合は「各演者の先生の希望を優先して回答する」とする案が提案

され，承認された． 

9. その他 

杉山会長より，学位取得者によるオンライン発表の謝金については，専門領域会報関連費用内の原稿料ではなく学

会大会関連経費内のセミナー費用として計上する案が提案され，承認された． 
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Ⅷ．編集後記
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編集後記 

 

 体育心理学専門領域分科会会報第 38 号をお届けするにあたり、本号への執筆にご協力いただきました先生方に御礼申

し上げます。また、庶務担当理事の横山慶子先生（名古屋大学） には、編集作業をご担当いただき深く感謝申し上げます。 

 本会報には、日本体育・スポーツ・健康学会 75 回大会の内容をはじめ、研究会の活動報告、研究室紹介、サテライト企

画（学位論文発表）、学位論文紹介、そして海外情報が掲載されています。スポーツ、運動部活動、および健康福祉の場面

における研究が主に掲載されていますが、本領域である体育の場面における研究結果の共有が少ないため、今後に期待し

たいと思います。また、対象者に焦点を当てると、アスリートを対象とした研究が突出して多く、コーチについての発表も

含まれます。今後は、アスリートとコーチ以外にスポーツの場面で活動する専門家にも焦点を当てた研究の情報共有を心

待ちにしたいと思います。また、著者の３分の１程度が女性であることは、本領域においての多様性の現状を反映してい

ます。今後も皆さまの女性研究者へのサポートおよび機会の提供を望みます。 

 本領域の発展は、会員の皆さまのご活躍を通して、より一層推進されるものと確信しております。次号におきましても、

皆さまの充実した研究活動にふれることができることを期待しております。 

 

 広報委員会委員長 荒木 香織
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